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福岡市においては、文化財保護法の趣旨に基づき、埋蔵文化財の適正な保存と活用を図ることを目

的として、公共及び民間の各種開発事業の事前審査、記録保存のための緊急調査、重要迫跡確認調査

等を実施しております。

平成11年度は、数年来の長引く不況下で開発事業の相対的な減少傾向があったものの、道路や下水

道整備等の都市基盤整備を中心とした公共事業や、民間の専用住宅建設等の小規模な開発事業に起因

する埋蔵文化財の保存に係る事前協議、及び審査受付件数、ならびに緊急調査はほぼ例年どおりの件

数を数えました。これは、埋蔵文化財の周知化が進むとともに、開発関係各位の文化財保談に対する

ご理解が深められつつある状況を示していると思われます。

本書は、平成11年度における埋蔵文化財保護行政の概要報告です。本書が文化財保護のより一層の

ご理解の一助となり、また学術資料として活用いただければ幸いです。

平成13年 3月30日
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例言
•本因は、平成11年度に教育委員会埋蔵文化財課が実施した事業の
うち、開発事業に伴う事前審査概要と発掘調査の概要報告、本報告、
及び文化財整備課が所管した新指定文化財の概要を収録したもので
ある。

• 本魯に記載ある報告のうち 、 調査番号9918 • 9945 • 9965 • 9974に
ついては、この年報をもって、本報告とする。また、9911• 9979は
掲載していない。その他については別途、本報告書が刊行される予
定または、刊行済であり、刊行年度はそれぞれの文末に記載してい
る。
• 本因の編集は、各担当者の協力を得て田中甜夫が行った。
なお、II.各調査概要報告は各調査担当者が分担執筆し、I• ill 
については田中が執筆した。
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I. 開発事前審査

土木工事等の各種開発事業に係る埋蔵文化財の取り扱いについては、福岡市文化財分布地図を基本資料とし、

これまでの発掘調査及び試掘調査等の成果を参考にしながら、書類審査 ・現地踏蒼・試掘調査等を実施し、開

発事業計画地における埋蔵文化財の有無を確認した上で、保存に係わる協議等を行っている。

公共事業については、次年度予定の事業計画の照会を行い、市域内で実施予定の公共事業計画を全般的に把

握し、埋蔵文化財の保存上問題になると判断される事業についてはその取り扱いについて関係機関 ・部局に協

議を求めている。民間の開発事業については、都市計画法に基づく 1,000面以上の開発事業、建築基準法に基

づく建築事業等を対象として事前協議を求めている。また、開発業者や、不動産取引関係者、 一般市民等の分

布地図閲覧や埋蔵文化財に係る計画策定段階での照会にも窓口で応じ、埋蔵文化財の保存上の問題について協

議する とともに、必要な指示を行っている。

1)平成11年度の概要

平成11年度の公共及び民間開発事業等に伴う事前審査申請件数は、公共事業978(106)件、民間事業1034件の

計2012(139)件であった。また、事前審査窓口における埋蔵文化財の有無に係わる照会等は2824件であった。

事業別では、新規受付件数で見ると公共事業が昨年度と比較して29.4％増加、民間事業は57.4％増えている。

全市的には都心部の博多区及び西部地区に申請件数が偏る傾向がある。各区別にみると、早良区の432件が

最も多く 、西区の395件、次に博多区が380件となる。東区は252件で咋年に比較し96.8％増加している。中央

区は約2倍となっている。下水道敷設等の公共事業の増加によるものである。城南区は昨年度とほぼ同じであ

る。

事前審査の内訳をみると、申請件数の36.6％にあたる737件が書類審査の結果、埋蔵文化財に影響がないと

判断された。試掘調査は378件について実施した。開発による影密によ って保存上問題があり、本格的な調査

が必要と判断されたのは95件である。その他については慎重工事、工事立会で対処した。

なお、窓口における照会は不動産売買取引に伴うものがここ数年多くなっており、周知化が今後進むにつれ

その傾向がさらに高まっていくものと思われる。

表 2. 試掘実施内訳

表1.事前審査件数の推移 （当該年度新規受付件数）
内訳

内訳 ｛牛数 11年炭 過年度

6年度 7年度 8年度 9年度 10年度 11年度 実施後判断済 374 310 64 

民間 1 478 560 561 566 674 872 試 I実施後協議中 4 4 

゜公 共 I 640 739 899 689 636 1001 畑 I未実施 91 78 13 

合計」 1,118 1,299 1,460 1,255 1,310 1,873 計 469 392 77 

表3.平成11年度事前審査内訳 （） 内の数字は過年度受付数

事業
審査租別（書類審査 ・現地踏査 ・試掘即査）で見た判断指ホの結果

審査 璽複 処理 審査受付合計 窓口
区 名 開発に同意する 慎重1こ工事 工事に立会う 本格即査が必要

取り
照会租男lj

書類 ：踏査 ；試掘書類；踏査 ；試描書類：踏歪 ：試掘書類； 踏査 ；試臨
継続 審査 保留 下げ

事婁樋!I/It11勾こgti1ll年こgt 小計

東区
公共 l06 ; 0 : 4 7 : 0 : 4 5 ; 0 ; 

゜
l: 0 ; I 13 

゜゜゜
141 252 (19) 

民間 27 ; 2 : 5 44 I 2 : 15 3 I l : l 2 ! o ; 1 7 

゜゜
l 111 (21) (2) 422 

南区
公共 60 : 0 : 5 12 : 0 : 7 3: 0 : 

゜
2 ; 0 : 6 6 

゜゜゜
101 245 (16) 

民問 19 : 2 5 71 : 5 : 20 5 ; 4 : 

゜
0 : 0 : 7 

゜
3 1 2 144 (17) (I) 462 

博多区
公共 66 i o I 3 40 i 0 j 7 6 ! 0 : 

゜
7 : 0 i 5 12 

゜゜
l 147 380 (25) 

民問 24 : 2 : 8 63 ; 5 : 57 9 : 2 : 8 4 : 0 : 25 13 

゜゜
13 233 (33) (8) 608 

中央区
公共 88 : 0 ; l 4 I 0 : 5 12 : 0 i 

゜
0 i 0 ! 
゜
I 

゜゜゜
111 146 (5) 

民問 11: 1: 3 5 : l : 4 2 : 0 : 1 0 : o ; 

゜
3 2 

゜
2 35 (5) (0) 438 

城南区
公共 50 : 0 : l 3 : 0 [ 2 2 : 0 : 

゜
l : 0 : 1 10 

゜゜
1 71 162 (14) 

民問 21 : 0 : 8 32 : 4 : 11 4 : 4 : l o : 0 ; 2 l 

゜
2 l 91 (19) (5) 222 

公共 97 : 0 : 1 57 : I : 12 7 : 0 : 

゜
1 : 0 : 1 ， 
゜゜゜

186 432 (13) 
早良 区

34 : l : 11 103 I 7 : 45 9 I 2 : 
： 
l: 民問 8 l: 8 7 2 3 4 246 (28) (15) 388 

西区
公共 116 : 1 ; 5 35 : l : 5 34 : 0 ; 

゜
6 : 0 : 5 13 

゜゜゜
221 395 (14) 

民問 18 : 5 ; 3 81 i 13 j 25 8 : l : 5 l : o: 6 4 

゜
1 3 174 (16) (2) 263 

小 計
公共 583 : I : 20 158 : 2 : 42 69 : 0 : 

゜
18 : 0 . 19 64 

゜゜
2 I 978 2012 (106) 記載漏

民問 1s4 ! 13 : 43 399 : 37 : 177 40 i 14 : 24 8 ; l : 49 35 7 7 26 1034 (139) (33) 21 
合肝 737 : 14 : 63 557 : 39 : 219 109 : 14 : 24 26 : 1 : 68 99 7 7 28 2012 1873 (139) 2824 
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7.
08
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

19
 
11
-1
43
 
11
 
2
 3
1
4
 
9
9/
07
/
30
 
東
区
箱
崎
2
丁
目
30
75

18
5.
0 
専
用
住
宅
建
築

3
4
 

包
蔵
地
外
99
.0
8.
05
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

20
 
11
-1
68
 
11
 
2
 3
6
2
 
9
9/
0
8/
23
 
東
区
和
白
1
丁
目
15
00
-1

1
,9
8
3
.0
 
売
買
（共
同
住
宅
）
2
9
 
11
3 
唐
ノ
原
遺
跡
群
99
.8
.2
4 

• 
9.
7 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

21
 
11
-3
49
 
11
 
2
 3
8
7
 
9
9/
0
8/
31
 
東
区
大
字
勝
馬
字
前
田
94
5,
94
6
-1

39
8.
0 
専
用
住
宅
建
築

9
6
 
4
7
4
 
勝
馬
遺
跡
群
99
.0
9
.3
0
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

22
 
11
-2
81
 
11
 
2
 4
1
4
 
9
9/
0
9/
10
 
東
区
青
葉
3
丁
目
4
3
4
-
1,
43
5

5
,5
19
.9
 
宅
地
造
成

7
 
26
2
1
 青
葉
台
遺
跡
99
.1
0
.0
8
 
遺
構
有
り
工
事
立
会

23
 
11
-1
93
 
11
 
2
 4
3
6
 
9
9/
0
9/
17
 
東
区
箱
崎
2
丁
目
30
74
、3
07
4
-2

39
9.
3 
専
用
住
宅
建
築

3
4
 
11
6 
元
寇
防
塁
99
.0
9
.2
8
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

24
 
11
-3
03
 
11
 
2
 4
3
8
 
9
9/
09
/
20
 
東
区
箱
崎
1
丁
目
19
13
-2
4

52
.4
 
店
舗
付
住
宅
建
築
3
4
 
2
6
3
9
 
箱
崎
遺
跡
99
.1
0.
25
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

25
 
11
-2
43
 
11
 
2
 
58
6 
9
9/
11
/
01
 
東
区
舞
松
原
6
丁
目
60
-6
95

15
2.
3 
専
用
住
宅
建
築

18
 
72
 
多
々
良
大
牟
田
99
.1
1.
18
 

慎
重
工
事



(
1
)
東
区
（
そ
の
2
)

整
理
試
掘
受
付
番
号
受
付
日

申
請
地

開
発
申
請

開
発
目
的

分
布
遺
跡

遺
跡
名
試
掘
試
掘
判
断

番
号
番
号

面
積
(
m'
)

地
図
番
号

実
施
日
結
果
指
示

26
 
11
-2
52
 
11 
2
 5
87
 
99
/1
1
/0
2 
東
区
香
椎
3
丁
目
10
33
-1
の
一
部

21
4.
6 
専
用
住
宅
建
築

17
 
69
 
香
椎
A
遺
跡
99
.1
1.
18
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

27
 
11
-2
52
 
11 
2
 5
88
 
99
/
11
/0
2 
東
区
香
椎
3
丁
目
10
33
-1
の
一
部

17
1.
4 
専
用
住
宅
建
築

17
 
69
 
香
椎
A
遺
跡
99
.1
1 
1
8
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

28
 
11
-2
76
 
11 
2
 7
03
 
99
/
12
/0
9 
東
区
舞
松
原
6
丁
目
60
-7
01

15
1.
6 
未
定

18
 
72
 
多
々
良
大
牟
田
99
.1
2.
17
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

29
 
11
-2
83
 
11 
2
 7
32
 
99
/1
2/
17
 
東
区
箱
崎
1
丁
目
24
80

1,
14
7.
3 
共
同
住
宅

34
 
26
39
 
箱
崎
遺
跡
00
.1
2.
21
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

30
 
11
-3
46
 
11 
2
 8
96
 
00
/0
2/
24
 
東
区
和
白
丘
3
丁
目
68
9
-1
7,
68
9

23
0.
6 
専
用
住
宅
建
築

28
 
11
0 
塚
原
遺
跡
群
00
.0
2.
29
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

31
 
11
-3
77
 
11 
2
 9
46
 
00
/0
3/
09
 
東
区
和
白
丘
2
丁
目
66
9-
9,
66
9
-1
0
54
4.
0 
専
用
住
宅
建
築

28
 
11
0 
塚
原
遺
跡
群
00
.0
3.
30
 
逍
構
な
し
慎
重
工
事

(
2
)
南
区
（
そ
の
1
)

整
理
試
掘
受
付
番
号
受
付
日

申
請
地

開
発
申
請

開
発
目
的

分
布
遺
跡

遺
跡
名
試
掘
試
掘
判
断

番
号
番
号

面
和
(m
＇)

地
図
番
号

実
施
日
結
果
指
示

32
 
11
-1
06
 
10
 
1
 
69
 
99
/0
6/
18
 
南
区
中
尾
3
丁
目

17
,7
50
.0
 
道
路
整
備

52
 •

 5
3 

包
蔵
地
外
99
.0
7
.0
2 

遺
構
な
し
開
発
同
意

33
 
11
-1
05
 
10
 
1
 
71
 
99
/0
6/
18
 
南
区
老
司
1

• 
2
丁
目

1,
65
0 
0
 道
路
整
備

40
 
14
7 
野
多
目
C
遺
跡
99
.0
7
.0
2 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

34
 
11
-3
89
 
10
 
1
 2
77
 
99
/0
9/
16
 
南
区
皿
山
4丁
目
地
内

道
路
新
設

53
 

包
蔵
地
外
99
.1
2.
08
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

c
o
 

35
 
11
-3
84
 
10
 
1
 2
77
 
99
/0
9/
16
 
南
区
野
多
目
地
内

道
路
新
設

40
 
14
1 
野
多
目
A
遺
跡
99
.0
9.
08
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

36
 
11
-1
53
 
10
 
1
 5
98
 
98
/
10
/2
8 
南
区
野
多
目
5
丁
目

75
,8
97
.0
 
高
等
学
校
校
舎
増
築
40
 

包
蔵
地
外
99
.0
8.
11 

遺
構
な
し
開
発
同
意

37
 
11
-3
95
 
11 
1
 

゜
南
区
樋
井
川
4
丁
目

道
路
新
設

63
 
20
8 
宝
台
遺
跡
群
00
.2
.2
5~
4.
19
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

38
 
11
-3
96
 
11 
1
 

゜
南
区
桧
原
2
丁
目

道
路
新
設

63
 
21
0 
樋
井
川
B
遺
跡
00
.0
2.
16
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

39
 
11
-3
94
 
11 
1
 

゜
南
区
春
日
市
須
玖
北
1
丁
目

道
路
新
設

25
 
28
11
 
笠
抜
遺
跡
00
.0
2.
23
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

40
 
11
-3
86
 
11 
1
 

゜
南
区
横
手
南
町

道
路
新
設

25
 
28
11
 
笠
抜
遺
跡
99
.1
0
.2
7 

遺
構
有
り
要
本
調
査

41
 
11
-3
85
 
11 
1
 

゜
南
区
横
手
南
町

道
路
新
設

25
 
10
2 
寺
島
遺
跡
99
.1
0
.0
5 

遺
構
有
り
要
本
調
査

42
 
11
-3
90
 
11 
1
 

゜
南
区
桧
原
2
丁
目

道
路
新
設

53
 •

 6
 

包
蔵
地
外
99
.1
2
.1
5 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

43
 
11
-3
93
 
11 
1
 

゜
南
区
桧
原
1
丁
目

道
路
新
設

52
 
17
5 
赤
牟
田
遺
跡
群
00
.0
2
.1
6 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

44
 
11
-3
88
 
11 
1
 

゜
南
区
花
畑
地
区

道
路
新
設

53
 

包
蔵
地
外
99
.1
1.
17
 
遠
構
な
し
開
発
同
意

45
 
11
-3
87
 
11 
1
 

゜
南
区
野
多
目
・
屋
形
原

道
路
新
設

53
 
17
9 
花
畑
C
遺
跡
群
99
.1
1.
10
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

46
 
11
-3
91
 
11 
1
 

゜
南
区
堤
地
内

道
路
新
設

63
 

包
蔵
地
外
00
.0
1.
00
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

47
 
11
-3
97
 
11 
1
 

゜
南
区
野
多
目
1
丁
目
（
野
多
目
小
）

道
路
新
設

40
 
14
1 
野
多
目
B
遺
跡
99
.1
1.
10
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

48
 
11
-0
77
 
11 
1
 2
20
 
99
/0
6/
16
 
南
区
梅
林
4
丁
目
1
~
3

道
路
鋪
装
工
事

74
 

梅
林
遺
跡
99
.0
6
.0
9 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

49
 
11
-3
45
 
11 
1
 10
18
 
00
/0
2/
10
 
南
区
中
尾
1
丁
目
野
多
目
3
丁
目
11
,6
52
.0
 
匿
路
改
良

40
 

包
蔵
地
外
00
.0
2.
25
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事



(
2
)
南
区
（
そ
の
2
)

整
理
試
掘
受
付
番
号
受
付
日

申
そ
主
地

開
発
申
請

開
発
目
的

分
布
遺
跡

遺
跡
名
試
掘
試
掘
判
断

番
号
番
号

6
月

面
積
（
rr
i)

地
図
番
号

実
施
日

結
果
指
示

5
0
 
1
1-
0
2
2
 
10
 
2
 6
6
8
 
9
9/
0
3/
2
9
 
南
区
老
司
5
丁
目
62
5
-2
2
他

4
,3
7
5
.2
 
共
同
住
宅

41
 

包
蔵
地
外
9
9
.0
4.
20
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

51
 
1
1-
0
3
6
 
11
 2
 
5
6
 
9
9/
0
4/
2
6
 
南
区
井
尻
5
丁
目
13
3
-9
他
5
筆

8
0
.0
 
専
用
住
宅

25
 
90
 
井
尻
B
遺
跡
群
9
9
.0
5
.1
3
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

52
 
1
1-
03
8 
11
 
2
 
6
4
 
9
9/
0
4/
27
 
南
区
井
尻
1
丁
目
77
1
-4

18
5
.8
 
専
用
住
宅

25
 
90
 
井
尻
B
遺
跡
群
9
9
.0
5
.1
0 

遺
構
有
り
慎
重
工
事

53
 
11
-0
61
 
11
 
2
 
11
3 
9
9/
0
5/
18
 
南
区
五
十
川
2
丁
目
10
2
-6

11
6
.0
 共
同
住
宅
建
築

24
 
8
8
 
五
十
川
遺
跡
99
.0
5
.2
8 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

54
 
11
-0
55
 
11
 
2
 
11
6 
9
9/
0
5/
18
 
南
区
高
木
2
丁
目
32
0-
1

1,
60
0.
0 
元士
只にロ
コ

2
4
 •

 3
8
 

包
蔵
地
外
99
.0
5.
28
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

55
 
11
-0
57
 
11
 
2
 
12
8 
9
9/
0
5/
21
 
南
区
弥
永
5
丁
目
5
-6

98
8.
0 
共
同
住
宅
建
築

41
 
15
8 
密
弥
郷
B
遺
跡
99
.0
6.
01
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

56
 
11
-2
07
 
11
 
2
 2
18
 
9
9/
0
6/
23
 
南
区
弥
永
3
丁
目
11
-3

78
4.
0 
共
同
住
宅
建
築

41
 
15
8
 
警
弥
郷
B
遺
跡
99
.1
0
.2
1 

遺
構
有
り
要
本
調
査

57
 
11
-1
17
 
11
 
2
 2
19
 
99
/
0
6/
23
 
南
区
三
筑
2
丁
目
19
-5

34
4.
0 
駐
車
場

25
 
10
4
 
三
筑
遺
跡
99
.1
0
.2
1
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

5
8
 
11
-2
92
 
11
 
2
 2
20
 
99
/
0
6/
23
 
南
区
井
尻
1
丁
目
1
-3
62
-3

36
8
.0
 
共
同
住
宅
建
築

2
5
 
9
0
 
井
尻
B
遺
跡
群
99
.1
2.
28
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

5
9
 
11
-1
02
 
11
 
2
 2
23
 
99
/
06
/
24
 
南
区
大
平
寺
1
丁
目
28
8
-1
2

20
5.
0 
専
用
住
宅
建
築

5
3
 
17
6 
太
平
寺
遺
跡
群
9
9
.0
7
.0
2
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

60
 
11
-2
3
0
 
11
 
2
 2
25
 
99
/0
6/
30
 
南
区
日
佐
3
丁
目
5
9
-3

1,
14
1
.0
 共
同
住
宅

2
6
 
10
5 
弥
永
原
遺
跡
群
99
.1
1.
11
 
遺
構
な
し
恨
重
工
事

4
ー

61
 
11
-1
66
 
11
 
2
 2
72
 
9
9/
0
7/
14
 
南
区
日
佐
4
丁
目
5
14
-
9

2
,9
69
.0
 
共
同
住
宅
建
築

4
0
 
10
0
 
日
佐
遺
跡
群
99
.
8
.2
4
 • 
9
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

62
 
11
-2
03
 
1
1
 2
 2
8
5
 
9
9/
0
7/
21
 
南
区
井
尻
5
丁
目
79
6
-
1

32
9.
0 
ビ
ル
建
築

2
5
 

包
蔵
地
外
9
9
.1
0
.0
5
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

6
3
 
11
-
16
3 
11
 
2
 3
08
 
99
/
07
/
29
 
南
区
桧
原
7
丁
目
70
7
-1
,
-4
、-
5

1,
69
5.
1 
売
買
（共
同
住
宅
）
64
 
2
15
 
桧
原
遺
跡
群
9
9
.0
7
.3
0
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

6
4
 
11
-1
60
 
11
 
2
 3
37
 
99
/
0
8/
10
 
南
区
弥
永
5
丁
目
7
-2
の
一
部

19
8.
0 
専
用
住
宅
建
築

4
1
 
15
8
 
警
弥
郷
B
遺
跡
9
9
.0
8.
26
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

6
5
 
11
-
16
7
 
11
 
2
 3
69
 
99
/
0
8/
24
 
南
区
大
字
柏
原
字
荒
谷
11
1
8
-1
他
4
,9
60
.0
 
屎
地
造
成

65
 

包
蔵
地
外
9
9.
09
.0
6
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

6
6
 
11
-3
27
 
11
 
2
 4
0
4
 
9
9/
09
/
0
6
 
南
区
井
尻
1
丁
目
7
5
5
-8

8
4.
9 
専
用
住
宅
新
築

25
 
9
0
 
井
尻
B
遺
跡
群
9
9
.1
1.
11
 
遠
構
有
り
要
本
調
査

6
7
 
1
1
-2
96
 
11
 
2
 4
71
 
9
9/
10
/
01
 
南
区
三
宅
2
丁
目
8
7
6
-
1

7
16
.3
 
共
同
住
宅
建
築

3
9
 
13
9
 
三
宅
B
遺
跡
00
.
01
.
0
6
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

6
8
 
1
1-
26
3 
11
 2
 4
81
 
9
9/
10
/
0
4
 
南
区
老
司
4
丁
目
13
-2
,
13
-4
他
5
等
1,
3
0
2
.1
 事
務
所
兼
倉
廂
建
築
4
0
 
14
9 
老
司
B
遺
跡
9
9
.1
1
.3
0 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

6
9
 
11
-2
60
 
11
 
2
 4
8
9
 
9
9/
10
/
0
7
 
南
区
五
十
川
2
丁
目
27
4-
4

12
9.
7 
専
用
住
宅
建
築

24
 
8
8
 
五
十
川
遺
跡
9
9
.1
0.
26
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

7
0
 
11
-2
42
 
11
 
2
 5
2
9
 
9
9/
10
/
15
 
南
区
日
佐
4
丁
目
3
95
-
1,
39
2
-1
他
7
2,
4
12
.4
 
病
院
増
築

4
0
 
15
0 
上
日
佐
遺
跡
9
9
.1
1
.1
8
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

71
 
11
-2
65
 
11
 
2
 6
16
 
9
9/
11
/
0
8
 
南
区
老
司
3
丁
目
50
6

2,
19
8
.0
 

4
0
 
14
7
 野
多
目
C
遺
跡
99
.
12
.
0
7
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

72
 
11
-2
75
 
11
 
2
 6
57
 
9
9/
11
/
22
 
南
区
弥
永
2
丁
目
1-
2

1,
6
0
9
.4
 
共
同
住
宅
建
築

4
1
 
15
1 
登
弥
郷
A
遺
跡
99
.1
2
.1
6 

遺
構
有
り
慎
重
工
事

73
 
11
-3
74
 
11
 
2
 6
80
 
9
9/
11
/
30
 
南
区
井
尻
3
丁
目
6
7
-5
外
5
筆

18
0.
0 
道
路
改
修

2
5
 
10
3
 
笹
原
遺
跡
群
00
.0
3
.1
6 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

74
 
11
-3
66
 
11
 
2
 7
64
 
9
9/
12
/
28
 
南
区
井
尻
3
丁
目
6
7
-
3
,6
7-
4

3
98
.
7
 建
替
え

25
 
10
3 
笹
原
遺
跡
群
00
.0
3
.1
6 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

75
 
1
1-
30
7 
11
 
2
 7
76
 
0
0/
01
/
07
 
南
区
日
佐
3
丁
目
7
9
-5

14
9.
8 
専
用
住
宅
建
築

2
6
 
10
5
 弥
永
原
追
跡
群
00
.0
1
.1
8 

遺
構
有
り
慎
重
工
事



(
2
)
南
区
（
そ
の
3
)

整
理
試
掘
受
付
番
号
受
付
日

申
請
地

開
発
申
請

開
発
目
的

分
布
遺
跡

遺
跡
名
試
掘
試
掘
判
断

番
号
番
号

面
稽
(
m'
）

地
図
番
号

実
施
日
結
果
指
示

7
6
 
11
-3
2
5
 
11
 
2
 8
2
3
 
00
/0
1/
26
 
南
区
井
尻
1
丁
目
72
9-
1

90
4.
6 
事
務
所

25
 
90
 
井
尻
B
遺
跡
群
00
.0
2.
01
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

7
7
 
1
1-
32
0 
11
 2
 8
3
8
 
00
/0
2/
01
 
南
区
日
佐
1
丁
目
15
5
-6

• 
15
5 

30
5.
5 
専
用
住
宅

4
0
 
10
0 
日
佐
遺
跡
群
0
0
.0
2
.0
8
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

7
8
 
1
1-
3
4
4
 
11
 
2
 8
5
5
 
0
0/
02
/0
7
 
南
区
日
佐
5
丁
目
38
7

• 
38
7-
1 

1,
11
6.
6 
専
用
住
宅

4
0
 
15
0
 
上
曰
佐
遺
跡
0
0
 02
.2
4 

遺
構
有
り
慎
重
工
事

7
9
 
11
-3
35
 
11
 
2
 8
7
0
 
0
0/
02
/
11
 
南
区
高
宮
5
丁
目
1
3
4
~
1
4
2

2,
16
7.
3 
共
同
住
宅

51
 

包
蔵
地
外
00
.0
2.
22
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

8
0
 
11
-3
71
 
11
 
2
 9
00
 
0
0/
02
/
2
5
 
南
区
野
多
目
2
丁
目
36
6-
1,
36
6-
10

54
7
.0
 
店
舗
（展
示
場
）

4
0
 
14
1 
野
多
目
A
遺
跡
0
0
.0
3.
2
3
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

81
 
11
-3
72
 
11
 
2
 9
23
 
00
/0
3/
0
3
 
南
区
野
多
目

4
丁
目

76
4
-
1

•
-2

50
3.
5 
専
用
住
宅

4
0
 
14
6 
野
多
目
B
遺
跡
00
.0
3
.2
8
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

(
3
)
 
博
多
区
（
そ
の
1
)

整
理
試
掘
受
付
番
号
受
付
日

申
請
地

開
発
申
請

開
発
目
的

分
布
遺
跡

遺
跡
名
試
掘
試
掘
判
断

番
号
番
号

面
栢
(
ni
)

地
図
番
号

実
施
日
結
果
指
示

8
2
 
11
-1
90
 
10
 
1
 
11
0 

博
多
区
東
月
隈
4
丁
目

5,
40
0.
0 
公
営
団
地
建
替
え
9・
10・
12

包
蔵
地
外
99
.0
9
.2
9
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

8
3
 
11
-0
79
 
81
 
6
 
04
 

博
多
区
諸
岡
3
丁
目
地
内

51
2.
0 
下
水
道
埋
設

24
 
9
2
 
諸
岡
A
遺
跡
群
99
.0
6.
17
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

8
4
 
11
-3
08
 
10
 
1
 2
68
 
99
/0
9/
16
 
博
多
区
吉
塚
本
町
～
6
丁
目

76
0.
0 
道
路
鋪
装

3
5
 
23
78
 
吉
塚
本
町
遺
跡
00
.0
1
.2
6
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

切
8
5
 
11
-1
19
 
10
 
1
 2
73
 
99
/
07
/
15
 
博
多
区
青
木
1
丁
目

80
0.
0 
道
路
改
良
工
事

10
 
23
3 
宝
満
尾
遺
跡
9
9
.0
7.
1
6
 
遺
構
な
し
槙
重
工
事

8
6
 
11
-0
20
 
10
 
1
 6
03
 
98
/
11
/
19
 
博
多
区
祇
園
1
番

1
14
.0
 
地
下
鉄
エ
レ
ペ
ー
タ
ー
12
1 

博
多
遺
跡
群
9
9
.0
4.
1
9
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

8
7
 
11
-3
83
 
11
 
1
 

゜
博
多
区
諸
岡
6
丁
目
地
内

2,
70
0.
0 
道
路
新
設

25
 
10
3 
笹
原
追
跡
群
99
.0
6.
02
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

8
8
 
11
-3
9
2
 
11
 
1
 

゜
博
多
区
井
相
田
地
内

65
0.
0 
道
路
新
設

24
 
26
27
 
井
相
田
D
遺
跡
00
.0
1
.2
8 

遺
構
有
り
慎
重
工
事

8
9
 
11
-0
37
 
11
 
1
 
7
 
99
/
01
/
22
 
博
多
区
寿
町
2-
12
5

1,
60
0.
0 
立
体
駐
車
場

13
 
51
 
南
八
幡
遺
跡
群
99
.0
5.
1
2
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

9
0
 
11
-0
78
 
11
 
1
 
8
 
99
/
0
4/
22
 
博
多
区
板
付
6
丁
目
1-
1

9,
09
0.
0 
学
生
寮
等
の
新
築
24
 
95
 
高
畑
遺
跡
99
.0
6.
1
2
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

91
 
11
-3
79
 
1
1
 1
 2
42
 
9
9/
0
8/
03
 
博
多
区
立
花
寺
2
丁
目
地
内

20
,0
00
.0
 
奥
園
整
備

1
1
 
38
 
立
花
寺
遺
跡
群
00
.0
3.
22
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

9
2
 
11
-2
22
 
11
 
1
 7
22
 
99
/
0
8/
0
9
 
博
多
区
諸
岡
5
丁
目
3
0

33
4.
7 
駐
車
場
設
置
工
事
25
 

包
蔵
地
外
99
.1
0.
22
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

9
3
 
11
-2
6
1
 1
1 
1
 7
31
 
9
9/
0
9/
14
 
博
多
区
井
相
田
3
丁
目
6
-1
0,
6
-1
1
1
,2
00
.0
 
公
園
整
備

12
 

52
 
井
相
田
A
迫
跡
99
.1
2.
08
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

9
4
 
11
-3
48
 
11
 
1
 7
3
6
 
99
/
12
/
21
 
博
多
区
博
多
駅
南
1
丁
目
1

35
0.
0 
公
園
再
整
備

36
 

包
蔵
地
外
00
.0
3.
02
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

95
 
11
-2
77
 
11
 
1
 7
4
2
 
9
9/
0
7/
16
 
博
多
区
板
付
6
丁
目
1
-1

18
,7
10
.0
 
学
生
寮
等
の
新
築
24
 
9
5
 
高
畑
廃
寺

遺
構
有
り
要
本
調
査

96
 
11
-3
78
 
11
 
1
 10
20
 
0
0/
02
/1
4 
博
多
区
博
多
駅
前
1
丁
目
3
4
6
~
3
5
1
58
7
.5
 
駐
車
場
立
体
化

36
 
12
1 
博
多
遺
跡
群
00
.0
4
.1
2
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

97
 
11
-0
04
 
10
 
2
 6
5
3
 
9
8/
12
/
14
 
博
多
区
吉
塚
1
丁
目
85
0-
93

15
6.
5 
店
鋪
付
共
同
住
宅
15
6 
12
2 
堅
粕
遺
跡
群
99
.0
4.
13
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

9
8
 
11
-0
16
 
10
 
2
 4
6
5
 
99
/
01
/
2
6
 
博
多
区
奈
良
屋
町
2
丁
目
12
他

1,
18
2
.0
 
社
屋
ビ
ル
建
設

4
8
 
12
1 
博
多
遺
跡
群
99
.0
4.
13
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

9
9
 
11
-0
42
 
10
 
2
 5
30
 
99
/
02
/
15
 
博
多
区
綱
場
町
4
4

73
.2
 
併
用
住
宅

4
9
 
12
1 
博
多
遺
跡
群
99
.0
5.
19
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事



(
3
)
 
博
多
区
（
そ
の
2
)

整
理
試
掘
受
付
番
号
受
付
日

申
羊

地
開
発
申
請

開
発
目
的

分
布
遺
跡

遺
跡
名
試
掘
試
掘
判
断

番
号
番
号

6
円

面
積
(
m
り

地
図
番
号

実
施
日
結
果
指
示

10
0 
11
-0
10
 
10
 
2
 5
7
1
 
99
/0
2/
18
 
博
多
区
東
光
寺
1
丁
目
96
-1

21
7.
8 
専
用
住
宅

3
7
 
8
5
 
那
珂
遺
跡
群
99
.0
4.
08
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

10
1 
1
1
-0
0
6
 
10
 
2
 5
84
 
99
/
0
2
/2
6
 
博
多
区
下
呉
服
町
4
6
4
-
1
~
-3

21
1.
6 
社
屋
建
設

4
8
 
12
1 
博
多
遺
跡
群
99
.0
4
.0
5 

遺
構
な
し
工
事
立
会

10
2 
11
-0
21
 
10
 
2
 
60
6 
9
9/
0
3/
10
 
博
多
区
東
那
珂

1
丁
目

44
2•

44
3

66
1
.1
 工
場
増
築

2
3
 
26
35
 
東
那
珂
遺
跡
99
.0
4.
19
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

10
3 
1
1-
02
8 
10
 
2
 
62
8 
9
9/
03
/
10
 
博
多
区
銀
天
町
1
丁
目
25
-3

71
0.
7 
共
同
住
宅

12
 
4
9
 
麦
野
B
遺
跡
9
9
.0
4.
26
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

10
4 
11
-0
13
 
10
 
2
 
62
9 
9
9/
0
3/
18
 
博
多
区
上
川
端
町
11
9-
1

• 
-2
 

12
8.
8 
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
建
築
4
9
 
12
1 
博
多
遺
跡
群
99
.0
4.
13
 
過
構
な
し
慎
重
工
事

10
5 
11
-0
09
 
10
 
2
 6
45
 
99
/
0
3/
23
 
博
多
区
榎
田
2
丁
目
3-
7、
-9

4,
07
1.
8 
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
建
築
22
 
8
4
 
榎
田
遺
跡
99
.0
4.
06
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

10
6 
11
-0
81
 
10
 
2
 6
52
 
9
9/
03
/
2
3
 
博
多
区
南
八
幡
町
2
丁
目
10
-1

9
4
7
 0
 共
同
住
宅

2
5
 

包
蔵
地
外
9
9
.5
.1
8 

• 
6
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

10
7 
11
-0
32
 
10
 
2
 6
7
2
 
9
9/
0
3/
30
 
博
多
区
博
多
駅
南
5
丁
目
10
9

23
8.
1 
共
同
住
宅

37
 
12
7 
比
恵
遺
跡
群
99
.0
5.
06
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

10
8 
11
-0
2
3
 
10
 
2
 6
7
3
 
9
9/
03
/
30
 
博
多
区
東
平
尾
2
丁
目
27
4
-3

• 
27
5 
1,
40
5.
9 
士
ワ
只
0
 

22
 

9
 
東
平
尾
遺
跡
99
.0
4.
20
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

10
9 
11
-0
11
 
11
 
2
 
3
 
99
/0
4/
0
2
 
博
多
区
諸
岡
3
丁
目
4
5
9
-
2

• 
4
6
0
 
8
2
3
.3
 
共
同
住
宅

24
 
9
2
 
諸
岡
A
遺
跡
群
99
.
0
4
.1
2 

遺
構
有
り
慎
重
工
事

11
0 
1
1
-0
4
0
 
11
 
2
 
10
 
9
9/
0
4/
05
 
博
多
区
板
付
4
丁
目
2-
1

1,
30
1
.4
 
店
舗

2
4
 
9
4
 
板
付
遺
跡
9
9
.0
4
.3
0 

遺
構
有
り
慎
重
工
事

（コ
ぅ

11
1 
11
-0
82
 
11
 
2
 
2
6
 
99
/0
4/
09
 
博
多
区
中
呉
服
町
1
19
-2
他
8

63
9.
0 
共
同
住
宅

4
8
 
12
1 
博
多
遺
跡
群
99
.0
6.
15
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

11
2
 
11
-0
00
 
1
1
 2
 
3
8
 
9
9/
04
/
14
 
博
多
区
奈
良
屋
町
6-
31

96
.8
 
未
定

4
8
 
12
1
 博
多
遺
跡
群
99
.0
6.
07
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

11
3 
11
-0
2
5
 
1
1
 2
 
4
0
 
99
/0
4/
14
 
博
多
区
諸
岡
3
丁
目
70
3
-
1

1,
2
17
.0
 
共
同
住
宅
（
分
譲
）
24
 

包
蔵
地
外
99
.0
4.
19
 
遺
構
な
し
開
発
同
窓

11
4 
11
-0
58
 
11
 
2
 
4
8
 
99
/
0
4/
21
 
博
多
区
那
珂
6
丁
目
15
3

• 
15
4 

27
4.
1
 専
用
住
宅

2
4
 
8
5
 
那
珂
遺
跡
群
9
9.
05
.3
1 

遺
構
有
り
要
本
調
査

11
5 
11
-0
51
 
1
1
 2
 
50
 
99
/0
4/
21
 
博
多
区
須
崎
町
25
5-
1
・2
5
5
-2

14
6
.4
 
未
定

4
8
 
12
1 
博
多
遺
跡
群
9
9
.0
5.
25
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

1
16
 
11
-0
83
 
11
 2
 
10
4 
99
/0
5/
17
 
薄
多
区
吉
塚
3
丁
目
2
6
9

1,
95
7.
0 
未
定
（確
認
の
た
め
）
35
 
12
3 
吉
塚
遺
跡
群
99
.6
.1
7 

遺
構
有
り
要
本
調
査

11
7 
11
-0
4
3
 
1
1
 2
 
10
6 
9
9/
0
5/
17
 
博
多
区
昭
南
町
1
丁
目
3
6

1
14
.0
 
専
用
住
宅
建
築

13
 

54
 
雑
納
隈
遺
跡
群
99
.0
5.
19
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

11
8 
11
-1
23
 
11
 
2
 
12
7 
99
/
0
5/
21
 
博
多
区
麦
野
5
丁
目
10
-
10

29
3.
0 
共
同
住
宅
建
築

12
 
4
8
 
麦
野
A
遺
跡
群
9
9
.
0
6
 1
0 
要
立
会
開
発
同
意

11
9 
11
-0
9
4
 
11
 
2
 
13
5 
99
/
0
5/
2
5
 
博
多
区
博
多
駅
南
4
丁
目
9
9

5
8
5
.0
 
共
同
住
宅

3
7
 
12
7 
比
恵
遺
跡
群
99
.0
6
.2
2 

遺
構
有
り
要
本
調
査

12
0 
11
-
10
1 
11
 
2
 
17
9 
9
9
/
0
6/
0
9
 
博
多
区
三
筑
1
丁
目
7
-
15

1,
09
4.
0 
共
同
住
宅

2
5
 
10
4 
三
筑
遺
跡
9
9
.0
7.
06
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

12
1 
1
1
-0
72
 
11
 
2
 
18
3 
9
9/
0
6/
0
9
 
博
多
区
吉
塚
3
丁
目
34
6-
2

6,
95
5.
0 
寺
院
建
物
建
替
え
3
5
 
12
3 
吉
塚
遺
跡
群
99
.0
6.
11
 
遺
構
な
し
工
事
立
会

12
2 
11
-3
1
1
 
11
 
2
 2
0
7
 
9
9/
0
6/
21
 
博
多
区
須
埼
町
1-
1

31
2.
6 
ホ
テ
ル
建
築

4
9
 
12
1 
博
多
遺
跡
群
00
.0
1.
27
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

12
3 
11
-1
1
6
 
11
 
2
 2
1
2
 
9
9/
0
6/
22
 
博
多
区
諸
岡
5
丁
目
11
8

1
、8
1
4.
0
共
同
住
宅
建
築

2
5
 
10
3 
笹
原
遺
跡
群
99
.0
7.
13
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

12
4 
11
-1
30
 
11
 
2
 2
16
 
9
9/
0
6/
23
 
博
多
区
中
呉
服
町
14
3-
1

10
3.
0 
ビ
ル
建
築

4
8
 
12
1
 博
多
遺
跡
群
99
.0
7.
22
 
遺
構
有
り
工
事
立
会

12
5 
11
-1
77
 
11
 
2
 2
1
7
 
9
9/
0
6/
23
 
博
多
区
中
呉
服
町
57
-1

14
6.
0 
ビ
ル
建
築

4
8
 
12
1
 博
多
遺
跡
群
99
.0
9.
09
 
遺
構
有
り
要
本
調
査



(
3
)
 
博
多
区
（
そ
の
3
)

整
理
試
掘
受
付
番
号
受
付
日

申
請
地

開
発
申
請

開
発
目
的

分
布
遺
跡

遺
跡
名
試
掘
試
掘
判
断

番
号
番
号

面
栢
(
rrl
)

地
図
番
号

実
施
日
結
果
指
示

12
6 
11
-2
3
8
 
11
 
2
 2
3
7
 
9
9/
0
7/
05
 
博
多
区
南
本
町
1
丁
目
41
-1

14
5.
8 
店
舗
付
共
同
住
宅
12
 
4
9
 
麦
野
B
遺
跡
9
9
.1
1
.1
7
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

12
7
 
11
-
14
2 
11
 
2
 2
40
 
99
/
07
/
0
5
 
博
多
区
祇
園
町
74
6

1、
2
12
.0
元-
c貝z
工
9

4
9
 
12
1
 博
多
遠
跡
群
99
.0
8.
03
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

12
8 
11
-
14
0 
11
 
2
 2
52
 
9
9
/
07
/
0
8
 
博
多
区
上
牟
田
1
丁
目
4
9

1,
26
2.
0 
専
用
住
宅
建
築

36
 
8
4
 
榎
田
遺
跡
99
.0
7.
27
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

12
9 
11
-1
76
 
11
 
2
 2
55
 
9
9/
07
/
0
8
 
博
多
区
那
珂
3
丁
目
19

94
3.
0 
共
同
住
宅
建
築

23
 
8
5
 
那
珂
遺
跡
群
99
.0
9.
09
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

13
0
 
11
-
11
8 
11
 
2
 
25
9 
9
9/
0
7/
09
 
博
多
区
空
港
前
2
丁
目
51
4
-
1

53
0
.0
 
自
宅
兼
共
同
住
宅
21
 
77
 
下
臼
井
道
跡
99
.0
7.
14
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

13
1 
11
-1
65
 
11
 
2
 2
67
 
9
9/
07
/1
2 
博
多
区
那
珂
1
丁
目
22
1

66
3.
0 
共
同
住
宅
建
築

3
7
 
8
5
 
東
光
寺
遺
跡
9
9.
08
.3
1 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

13
2 
11
-1
49
 
11
 
2
 2
84
 
99
/0
7/
19
 
博
多
区
金
隈
2
丁
目
3
17
-
1

1
,1
55
.0
 
宅
地
造
成

11
 

4
0
 
影
ヶ
浦
遺
跡
隣
99
.0
8.
10
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

13
3 
11
-1
54
 
11
 
2
 2
97
 
99
/
0
7/
2
6
 
博
多
区
那
珂
1
丁
目
65
5

19
3.
0 
専
用
住
宅
建
築

3
7
 
8
5
 那
珂
遺
跡
群
9
9
.0
8.
11
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

13
4 
11
-1
61
 
11
 
2
 3
03
 
9
9/
07
/
2
7
 
博
多
区
竹
下
5
丁
目
4
3
3

1,
29
4.
4 
共
同
住
宅
建
設

3
8
 
8
5
 那
珂
遺
跡
群
99
.0
8
.1
7 

遺
構
有
り
要
本
調
査

13
5 
11
-1
81
 
11
 
2
 
30
5 
9
9/
08
/
23
 
博
多
区
須
崎
町
3
3

83
.0
 
売
買
（
共
同
住
宅
）
4
9
 
12
1 
博
多
遺
跡
群
99
.0
9.
22
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

13
6 
11
-1
52
 
11
 
2
 
30
7 
9
9/
0
7/
09
 
博
多
区
古
門
戸
町
14
9-
2

16
9.
0
 
共
同
住
宅
建
築

4
8
 
12
1
 博
多
遺
跡
群
99
.0
8.
12
 
追
構
な
し
慎
重
工
事

13
7 

-
<］ 

11
-
16
2 
11
 
2
 3
2
6
 
9
9/
0
8/
0
4
 
博
多
区
那
珂
6
丁
目
21
-1

6,
50
8.
0 
工
場
建
替
え

24
 
8
5
 
那
珂
遺
跡
群
99
.0
8.
19
 
遺
構
有
り
工
事
立
会

13
8 
11
-2
0
8
 
11
 
2
 3
29
 
99
/
0
8/
0
5
 
博
多
区
店
屋
町
16
9

1,
79
2.
0 
ビ
ル
建
築

4
9
 
12
1 
博
多
遺
跡
群
99
.1
0.
14
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

13
9 
11
-
17
5 
11
 
2
 3
38
 
9
9/
08
/
10
 
博
多
区
奈
良
屋
町
27
2
他

1,
04
4
.0
 共
同
住
宅
建
築

4
8
 
12
1 
博
多
遺
跡
群
99
.0
9.
14
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

14
0 
11
-2
9
5
 
11
 
2
 3
6
5
 
9
9/
0
8/
24
 
博
多
区
店
屋
町
20
4

34
1.
0 
ビ
ル
建
築

4
9
 
12
1 
博
多
遺
跡
群
99
.0
9.
30
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

14
1 
11
-2
62
 
11
 
2
 3
7
0
 
9
9/
0
8/
24
 
博
多
区
板
付
5
丁
目
15
-2

1,
36
1.
0 
共
同
住
宅
建
築

24
 
9
4
 
板
付
遠
跡
99
.
12
.0
9 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

14
2 
11
-3
0
1
 
11
 
2
 3
93
 
99
/
0
9/
01
 
博
多
区
麦
野
3
丁
目
10
-
17

25
7.
0 
元
-
貝ロエ
コ'

12
 
4
8
 
麦
野
A
遺
跡
群
99
.1
0
.1
2
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

14
3
 
11
-
19
7
 
11
 
2
 4
08
 
9
9/
0
9/
10
 
苗
多
区
博
多
駅
南
4
丁
目
1
（一
部）

47
0.
0 
事
務
所
建
築

3
7
 
12
7
 
比
恵
遺
跡
群
99
.1
0.
0
1
 
遺
構
有
り
協
議
中

14
4 
11
-1
84
 
11
 
2
 
41
9 
9
9/
0
9/
10
 
t専
多
区
榎
田
2
丁
目
9
-
5

47
4.
4 
工
場
兼
専
用
住
宅
建
築
2
2
 
8
4
 
榎
田
遺
跡
99
.0
9
.2
1 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

14
5
 
11
-1
85
 
11
 
2
 
42
0 
9
9/
09
/
16
 
博
多
区
銀
天
町
3
丁
目
3
0

58
.0
 
店
舗
付
き
共
同
住
宅
12
 

50
 
麦
野
C
遺
跡
99
.0
9.
21
 
遠
構
な
し
慎
重
工
事

14
6
 
11
-2
41
 
11
 
2
 4
3
0
 
9
9/
09
/
17
 
博
多
区
金
の
隈
1
丁
目
52
3

47
4.
7 
専
用
住
宅
建
築

1
1
 
3
9
 
金
隈
遺
跡
99
.1
1
.1
8 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

14
7 
11
-2
04
 
11
 
2
 4
3
3
 
9
9/
0
9/
17
 
海
多
区
山
王
1
丁
目
15
0
-
1・
15
2-
1
1,
36
3.
6 
共
同
住
宅

3
7
 

包
蔵
地
外
9
9
.1
0.
0
7
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

14
8 
11
-2
24
 
11
 
2
 4
3
7
 
99
/
0
9/
24
 
博
多
区
吉
塚
3
丁
目
3
7
4
-1

6
14
.4
 
専
用
住
宅
建
築

3
5
 
12
3
 
吉
塚
遺
跡
群
9
9
.1
1.
10
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

14
9 
11
-2
2
0
 
11
 
2
 4
4
6
 
9
9/
09
/
24
 
博
多
区
博
多
駅
南
5
丁
目
1,
38

1,
20
0
.0
 
共
同
住
宅
建
築

37
 
12
7 
比
恵
遺
跡
群
99
.1
0.
12
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

15
0
 
11
-2
8
5
 
11
 
2
 4
4
7
 
9
9/
09
/
2
4
 
博
多
区
古
門
戸
6
1

21
9.
9 
共
同
住
宅

4
8
 
12
1
 博
多
遺
跡
群
99
.1
0
.1
2
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

15
1 
11
-
19
4 
11
 
2
 4
5
0
 
9
9/
09
/
27
 
博
多
区
光
丘
町
1
丁
目
17
-2

29
1 
0
 
共
同
住
宅
建
築

13
 
54
 
雑
餓
隈
遺
跡
9
9
.1
0.
04
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事



(
3
)
 
博
多
区
（
そ
の
4
)

整
理
試
掘
受
付
番
号
受
付
日

申
請
地

開
発
申
請

開
発
目
的

分
布
遺
跡

遺
跡
名
試
掘
試
掘
判
断

番
号
番
号

面
積
（
nf
)

地
図
番
号

実
施
日
結
果
指
示

15
2 
1
1
-2
01
 
11
 
2
 4
5
4
 
99
/
0
9/
29
 
博
多
区
上
川
端
町
24
4

1
,1
55
.0
 
ワ
=
た
貝口=’’

4
9
 
12
1
 博
多
遺
跡
群
99
.
10
.1
4 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

15
3 
11
-2
35
 
11
 
2
 4
6
2
 
9
9/
0
9/
3
0
 
博
多
区
西
月
隈
4
丁
目
9
1
3
の
一
部
1,
74
6.
0 
店
舗
建
築

11
 
26
26
 
立
花
寺
B
遺
99
.1
0.
28
 
遠
構
な
し
慎
重
工
事

15
4 
11
-2
21
 
11
 
2
 4
6
3
 
9
9/
0
9/
3
0
 
博
多
区
博
多
駅
前
2
丁
目
18
40

14
4
.4
 
商
業
ビ
ル
建
築

4
9
 
12
1 
博
多
遺
跡
群
99
.1
1.
08
 
迫
構
有
り
要
本
調
査

15
5 
11
-2
47
 
11
 
2
 4
6
7
 
9
9/
10
/0
1 
博
多
区
麦
野
6
丁
目
18
-5

67
6.
5 
共
同
住
宅
建
築

12
 

50
 
麦
野
c
遺
跡
99
.1
0.
27
 
過
構
な
し
慎
重
工
事

15
6 
11
-2
8
0
 
11
 
2
 4
7
3
 
9
9/
10
/
12
 
博
多
区
上
呉
服
町
46
2

22
2.
4 
共
同
住
宅
建
築

4
8
 
12
1 
博
多
遺
跡
群
99
.
10
.1
5 

遠
構
有
り
工
事
立
会

15
7 
1
1-
3
0
0
 
11
 
2
 5
00
 
9
9/
10
/
12
 
博
多
区
那
珂
1
丁
目
4
9
6
他

43
4.
7 
平
屋
店
鋪
建
築

3
7
 
8
5
 
那
珂
遺
跡
群
00
.0
1
.2
4
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

15
8 
1
1
-2
25
 
11
 
2
 5
01
 
9
9/
10
/
12
 
捕
多
区
那
珂
1
丁
目
4
9
7
他

8
3
 7
 
平
屋
店
舗
建
築

3
7
 
8
5
 
那
珂
遺
跡
群
99
.
1
1
.1
1 

逍
構
有
り
工
事
立
会

15
9 
11
-2
32
 
11
 
2
 5
03
 
9
9/
10
/
14
 
博
多
区
店
屋
町
23
4-
1,
23
4-
2

• 
-4
 
21
2
.0
 
事
務
所
ピ
ル
建
築
4
9
 
12
1
 博
多
遺
跡
群
99
.
1
1.
09
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

16
0 
11
-2
29
 
11
 
2
 
50
8 
9
9/
10
/
14
 
博
多
区
南
本
町
1
丁
目
3
8
-1

64
4.
9 
共
同
住
宅
建
築

12
 
4
9
 
麦
野
B
遺
跡
99
.1
1.
04
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

16
1 
11
-2
73
 
11
 
2
 
51
0 
9
9/
10
/
14
 
博
多
区
堅
粕
4
丁
目
4
1
9
-2

57
2.
4 
共
同
住
宅
建
築

3
6
 
12
3 
吉
塚
遺
跡
群
9
9
.
1
2
 1
6 

遺
構
有
り
要
本
調
査

16
2 
11
-2
99
 
11
 
2
 
51
4 
9
9/
10
/
15
 
博
多
区
昭
南
町
1
丁
目
4
6

74
9.
9 
共
同
住
宅
建
築

13
 
5
4
 
雑
飴
隈
遺
跡
00
.0
1.
11
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

8
ー

16
3 
11
-2
2
6
 
1
1
 2
 
53
3 
9
9/
10
/
18
 
博
多
区
諸
岡
3
丁
目
14
2

3,
79
0.
9 
未
定

2
4
 
9
2
 
諸
岡
A
遺
跡
99
.1
1
.0
4 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

16
4 
11
-2
97
 
1
1
 2
 
53
8 
9
9/
10
/
21
 
博
多
区
寿
町
2
丁
目
92
-3

93
.4
 
事
務
所
建
築

12
 
51
 
南
八
幡
遺
跡
00
.0
1 
1
1
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

16
5 
11
-2
4
6
 
11
 
2
 
55
0 
9
9/
10
/
21
 
博
多
区
堅
粕
4
丁
目
53
1-
1
の
一
部

12
8.
9 
共
同
住
宅
建
築

3
5
 
12
3 
吉
塚
遺
跡
群
9
9
 1
0
 27
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

16
6 
11
-2
46
 
11
 
2
 
55
1 
9
9/
10
/
21
 
博
多
区
堅
粕
4
丁
目
53
1-
1
の
一
部

14
7.
4 
共
同
住
宅
建
築

3
5
 
12
3 
吉
塚
遺
跡
群
9
9
 10
 27
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

16
7 
11
-2
4
6
 
1
1
 2
 
55
2 
9
9/
10
/
21
 
博
多
区
堅
粕
4
丁
目
5
3
1
4
の
一
部

16
4
.8
 共
同
住
宅
建
築

3
5
 
12
3 
吉
塚
遺
跡
群
99
.1
0.
27
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

16
8 
11
-2
4
6
 
1
1
 2
 
55
3 
9
9/
10
/
2
6
 
博
多
区
堅
粕
4
丁
目
53
1-
1
の
一
部

12
6.
2 
共
同
住
宅
建
築

3
5
 
12
3 
吉
塚
遠
跡
群
99
.
10
.2
7 

遺
構
有
り
慎
重
工
事

16
9 
11
-2
64
 
1
1
 2
 
56
7 
9
9/
10
/
2
9
 
博
多
区
麦
野
4
丁
目
26
-3
3
他

9
4
8
.5
 共
同
住
宅
建
築

12
 
4
8
 
麦
野
A
遺
跡
99
.1
1
.3
0 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

17
0 
11
-2
33
 
11
 
2
 
57
5 
9
9/
11
/
15
 
博
多
区
那
珂
3
丁
目
1-
22
,
1
-2
3他

71
7.
8 
念
店
建
築

2
3
 
8
5
 
那
珂
遺
跡
群
99
.1
1.
09
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

17
1 
11
-2
91
 
11
 
2
 6
3
7
 
9
9/
11
/
15
 
博
多
区
店
屋
町
4
3

37
0.
4 
事
務
所
兼
共
同
住
宅
4
9
 
12
1
 博
多
遺
跡
群
00
.0
1.
06
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

17
2 
11
-2
6
6
 
11
 
2
 6
3
8
 
9
9/
11
/
17
 
博
多
区
月
隈
1
丁
目
32
0
-1
の
一
部
1,
94
4
.6
 事
務
所
兼
車
庫

10
 
33
 
宝
満
尾
遺
跡
99
.1
2.
07
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

17
3 
11
-2
67
 
1
1
 2
 6
4
3
 
9
9/
11
/
2
4
 
博
多
区
冷
泉
町
41
-1
,4
1
-2
他

32
7
.1
 共
同
住
宅
建
築

4
9
 
12
1 
博
多
遺
跡
群
99
.1
2.
09
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

17
4 
1
1
-2
79
 
1
1
 2
 6
5
8
 
99
/1
2/
03
 
博
多
区
麦
野
3
丁
目
10
-1
0

1,
45
4.
8 
未
定

12
 
4
8
 
麦
野
A
遺
跡
群
9
9
.1
2
.2
1 

遺
構
有
り
要
本
調
査

17
5 
11
-2
90
 
1
1
 2
 6
8
7
 
9
9/
12
/
0
7
 
博
多
区
板
付
5
丁
目
3-
68

13
2.
0 
共
同
住
宅
建
築

2
4
 
94
 
板
付
遺
跡
9
9
.1
2
 03
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

17
6 
1
1
-2
7
8
 
11
 
2
 6
96
 
9
9/
12
/0
9
 
博
多
区
吉
塚
3
丁
目
4
2
4
の
一
部

9
4
.5
 
共
同
住
宅
建
築

3
5
 
12
3 
吉
塚
遺
跡
群
99
.
12
.1
7 

遺
構
有
り
慎
重
工
事

17
7 
11
-2
8
9
 
11
 
2
 7
02
 
99
/
12
/
10
 
博
多
区
東
比
恵
3
丁
目
16
5

26
1.
5 

3
6
 
8
4
 
榎
田
遺
跡
99
.
12
.1
7 

遠
構
有
り
恨
重
工
事



(
3
)
 
博
多
区
（
そ
の
5
)

整
理
試
掘
受
付
番
号
受
付
日

申
請
地

開
発
申
請

開
発
目
的

分
布
遺
跡

遺
跡
名
試
掘
試
掘
判
断

番
号
番
号

面
租
(
m＇
)

地
図
番
号

実
施
日
結
果
指
示

17
8 
11
-3
75
 
11 
2
 7
07
 
99
/
12
/
17
 
博
多
区
竹
下
2
丁
目
2-
31

• 
3-
31
 
6,
10
7.
6 
工
場
建
設

37
 
12
7 
比
恵
遺
跡
群
00
.0
3.
30
 
遺
構
有
り
工
事
立
会

17
9 
11
-3
18
 
11 
2
 7
31
 
99
/
12
/2
1 
博
多
区
祇
園
町
76
-1
,7
6-
4

1,
78
8.
7 
未
定

49
 
12
1
 博
多
遺
跡
群
00
.0
2.
03
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

18
0 
11
-3
21
 
11 
2
 7
41
 
99
/
12
/2
7 
博
多
区
板
付
2
丁
目
11
-2
5

17
3.
2 
専
用
住
宅
建
築

24
 
94
 
板
付
遺
跡
00
.0
2.
08
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

18
1 
11-
298
/
300 
11
 2
 7
61
 
99
/
12
/2
8 
博
多
区
東
那
珂
2
丁
目
53
,5
4,
79
他
4,
79
5.
0 
店
舗
建
築

23
 
26
35
 
東
那
珂
遺
跡
00
.0
1.
24
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

18
2 
11
-3
16
 
11
 2
 7
65
 
00
/
01
/
17
 
博
多
区
吉
塚
本
町
11
9,
12
0,
29
 

1,
78
7.
4 
店
舗
付
き
共
同
住
宅
35
 
23
78
 
吉
塚
本
町
遺
跡
00
.0
1.
27
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

18
3 
11
-3
28
 
11 
2
 7
99
 
00
/
01
/
19
 
博
多
区
諸
岡
5
丁
目
19
8,
19
9

23
9.
1 
専
用
住
宅
建
築

25
 
10
3 
笹
原
迫
跡
群
00
.0
2.
15
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

18
4 
11
-3
38
 
11 
2
 8
09
 
00
/
01
/2
4 
t尊
多
区
冷
泉
町
12
8
-1

13
5.
8 
店
鋪
兼
専
用
住
宅
49
 
12
1 
博
多
遠
跡
群
00
.0
2.
10
 
追
構
有
り
慎
重
工
事

18
5 
11
-3
42
 
1
1
 2
 8
20
 
00
/0
1
/
28
 
博
多
区
麦
野
5
丁
目
2-
36

2,
43
2.
9 
未
定

12
 
48
 
麦
野
A
遺
跡
群
00
.0
2.
24
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

18
6 
11
-3
23
 
11 
2
 8
31
 
00
/0
1
/3
1 
博
多
区
東
光
寺
1
丁
目
43
3

76
0.
0 
事
務
所

37
 
85
 
那
珂
遺
跡
群
00
.0
2
.1
0
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

18
7 
11
-3
43
 
11 
2
 8
34
 
00
/0
2/
03
 
博
多
区
青
木

1
丁
目

36
1-

1-
-2
•-

3
1,
06
7.
2 
専
用
住
宅

22
 
80
 
席
田
青
木
遺
跡
00
.0
2
.2
4 

遺
構
有
り
慎
重
工
事

18
8 
11
-3
32
 
11 
2
 8
51
 
00
/0
2/
04
 
博
多
区
板
付
2
丁
目
11
-4
2

20
3.
2 
共
同
住
宅

24
 
94
 
板
付
遺
跡
00
.0
2
.0
8 

遺
構
有
り
慎
重
工
事

18
9 
11
-3
40
 
11
 2
 8
53
 
00
/0
2/
09
 
博
多
区
網
場
町
17
-1

• 
-2
 

16
.0
 

q
 

事
務
所
ビ
ル
建
設
48
 
12
1 
博
多
遮
跡
群
00
.0
3.
22
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

19
0 
11
-3
3
1
 1
1
 2
 8
63
 
00
/0
2/
15
 
博
多
区
井
相
田
1
丁
目
1-
1

41
.1
 
配
送
セ
ン
タ
ー

11 
37
 
仲
島
遺
跡
群
00
.0
2.
14
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

19
1 
11
-3
50
 
11
 2
 8
72
 
00
/0
2/
15
 
博
多
区
立
花
寺
2
丁
目
64
4
-1

• 
64
5 
2,
84
1.
9 
納
骨
堂
建
設

11 
38
 
立
花
寺
遺
跡
00
.0
3.
0
1
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

19
2 
11
-3
60
 
11
 2
 8
73
 
00
/0
2/
15
 
博
多
区
麦
野
6丁
目
12
-1

41
6.
0 
専
用
住
宅

12
 
50
 
麦
野
c
遺
跡
00
.0
3.
09
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

19
3 
11
-3
61
 
11 
2
 8
77
 
00
/0
2/
17
 
博
多
区
那
珂
1
丁
目
81
3

13
4.
1 
専
用
住
宅
建
替

37
 
24
06
 
那
珂
八
幡
古
培
00
.0
3.
29
 
迫
構
有
り
慎
重
工
事

19
4 
11
-3
47
 
11 
2
 8
78
 
00
/0
3/
09
 
博
多
区
半
道
楢
1
丁
目
47
6

• 
47
7 
4,
03
6.
5 
店
舗
建
設

23
 

包
蔵
地
外
00
.0
2.
29
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

19
5 
11
-3
73
 
11 
2
 9
42
 
99
/0
9/
29
 
博
多
区
東
公
園
89

57
.9
 
共
同
住
宅
建
築

35
 
23
78
 
吉
塚
本
町
遺
跡
00
.0
3.
28
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

19
6 
12
-0
13
 
11 
2
 9
59
 
99
/0
7
/2
3 
博
多
区
博
多
駅
南
4
丁
目
16
7-
4

99
.3
 
元
士
貝
ロ
エ
9

37
 
12
7 
比
恵
遺
跡
群
00
.0
3
.2
8
 
遺
構
有
り
協
議
中

(
4
)
 
中
央
区
（
そ
の
1
)

整
理
試
掘
受
付
番
号
受
付
日

申
そ
地

開
発
申
請

開
発
目
的

分
布
遺
跡

遺
跡
名

試
掘
試
掘
判
断

番
号
番
号

6
月

面
栢
(
m'
）

地
図
番
号

実
施
日
結
果
指
示

19
7 
11
-2
18
 1
1 
1
 5
33
 
00
/0
1
/
19
 
中
央
区
大
名
2
丁
目
5-
1

6,
06
9
.0
 増
築
工
事

49
 •

 6
0 

包
蔵
地
外
99
.1
0.
29
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

19
8 
11
-1
32
 
10
 
1
 
98
 
00
/0
2/
22
 
中
央
区
荒
戸
2
丁
目

7,
91
7
.0
 道
路
拡
幅

2
 
6
 か
け
塚
古
堺
群
99
.0
7.
28
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

19
9 
11
-2
10
 1
1 
1
 2
41
 
98
/
11
/0
9 
中
央
区
唐
人
2
丁
目
5
-1

43
0.
6 
施
設
建
設

71
 
11
6 
元
寇
防
塁
近
接
99
.1
0.
20
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

20
0 
11
-3
37
 
11 
1
 3
34
 
99
/0
8/
02
 
中
央
区
今
川
2
丁
目

6,
40
0.
0 
道
路

71
 
24
35
 
鳥
飼
遺
跡
00
.0
2
.1
6 

迫
構
な
し
慎
重
工
事

20
1 
11
-2
69
 
11 
1
 7
13
 
99
/0
9
/
13
 
中
央
区
天
神
2
丁
目
6
1

7,
60
0.
0 
解
体
工
事

49
 
16
4 
福
岡
城
跡
肥
前
99
.1
2.
16
 
遠
構
な
し
慎
重
工
事



(
4
)
 
中
央
区
（
そ
の
2
)

整
理
試
掘
受
付
番
号
受
付
日

申
請
地

開
発
申
請

開
発
目
的

分
布
遺
跡

遺
跡
名
試
掘
試
掘
判
断

番
号
番
号

面
桔
（
rrl
)

地
図
番
号

実
施
日
結
果
指
示

20
2 
11
-3
7
6
 
11
 
1
 10
46
 
9
9/
11
/
02
 
中
央
区
天
神
2
丁
目
5

12
,9
80
.0
 
守
衛
室
増
築

4
9
 
16
4 
福
岡
城
肥
前
堀
00
.0
4.
08
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

2
0
3
 
11
-1
33
 
11
 
2
 2
91
 
00
/
0
3/
0
9
 
中
央
区
知
行
2
丁
目
10
-1
8

1,
32
2.
6 
未
定

71
 

包
蔵
地
外
99
.0
7.
29
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

20
4 
11
-1
64
 
11
 
2
 2
4
8
 
99
/
07
/
0
6
 
中
央
区
赤
坂
2
丁
目
1
区
17
番

3,
55
1.
0 
共
同
住
宅
建
築

6
0
 
19
3 
福
岡
城
跡
99
.0
8.
31
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

2
0
5
 
11
-2
28
 
1
1
 2
 3
8
3
 
99
/
0
8/
27
 
中
央
区
赤
坂
1
丁
目
15
3

19
6.
0 
共
同
住
宅
建
築

6
0
 
19
3 
福
岡
城
跡
99
.1
1.
11
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

20
6 
11
-2
84
 
1
1
 2
 4
7
0
 
99
/
10
/
0
1
 
中
央
区
地
行
4
丁
目
2
-3
,2
-9
,2
-1
0
2
0
7
 6
 共
同
住
宅
建
築

71
 
11
6 
元
寇
防
塁
99
.1
0.
13
 
迫
構
な
し
慎
重
工
事

20
7 
11
-3
29
 
11
 2
 6
69
 
9
9/
11
/
2
9
 
中
央
区
大
名
1
丁
目
12
1

1,
0
6
7
.9
 
ホ
テ
ル
増
築

6
0
 
16
4 
福
岡
城
肥
前
堀
00
.0
2.
08
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

20
8 
11
-3
54
 
11
 2
 7
29
 
9
9/
12
/
16
 
中
央
区
地
行
1
丁
目
9-
7,
9-
8,
9
-9
 
83
0.
4 
共
同
住
宅
建
築

71
 
11
6 
元
寇
防
塁
00
.0
3.
02
 
遺
構
有
り
工
事
立
会

20
9 
11
-3
22
 
11
 
2
 8
0
5
 
0
0/
01
/
19
 
中
央
区
地
行
3
丁
目
3
-
1

2,
80
8.
1 
共
同
住
宅

7
1
 
11
6 
元
寇
防
塁
00
.0
2.
09
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

21
0 
11
-3
67
 
1
1
 2
 8
91
 
0
0/
0
2/
22
 
中
央
区
伊
崎
20

14
5.
9 
共
同
住
宅
建
築

71
 
11
6 
元
寇
防
塁
00
.0
3.
16
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

(
5
)
 
城
南
区
（
そ
の
1
)

整
理
試
掘
受
付
番
号
受
付
日

申
請
地

開
発
申
請

開
発
目
的

分
布
遺
跡

遺
跡
名

試
掘
試
掘
判
断

番
号
番
号

面
積
(
m＇
)

地
図
番
号

実
施
日
結
果
指
示

1
0
 

21
1
 
1
1-
0
6
7
 
10
 
1
 6
24
 
99
/
01
/2
8
 
城
南
区
城
西
団
地

5,
60
0.
0 
公
営
団
地
建
替

72
 

包
蔵
地
外
99
.0
4.
14
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

21
2 
1
1-
0
8
5
 
10
 
1
 6
09
 
0
0/
03
/
0
2
 
城
南
区
梅
林
2
丁
目

8
5
5
 0
 
地
下
鉄
出
入
り
ロ
74
 
27
75
 
梅
林
遠
跡
群
9
9
 0
6
.2
2 

遺
構
有
り
要
本
調
査

21
3 
1
1-
3
9
8
 
11
 
1
 

゜
城
南
区
七
隈
他
（
福
大
構
内
）

道
路
新
設

7
5
 
2
6
6
 
七
隈
古
墳
群
A
00
.3
.0
0
 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

2
14
 
1
1
-2
48
 
11
 
1
 6
71
 
9
9/
10
/
0
5
 
城
南
区
別
府
3
丁
目
地
内

26
4.
0 
造
成
工
事

72
 

包
蔵
地
外
99
.1
1.
17
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

2
1
5
 
1
1-
00
5 
10
 
2
 
61
6 
9
9/
03
/
0
2
 
城
南
区
堤
2
丁
目
30
-1

1,
92
7.
0 
共
同
住
宅

64
 
63
 
長
尾
遣
跡
99
.0
4.
08
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

2
1
6
 
1
1
-0
07
 
10
 
2
 6
2
0
 
9
9/
0
3/
0
5
 
城
南
区
南
片
江
4
丁
目
4
3
-1
~
-3
2,
71
3.
4 
土
地
造
成

75
 
29
8 
鳥
越
古
培
群
F
99
.0
4.
01
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

21
7 
1
1
-0
17
 
10
 
2
 6
4
2
 
9
9/
0
3/
17
 
城
南
区
長
尾
2
丁
目
9
2

1,
98
9
.0
 共
同
住
宅

62
 
20
2 
小
笹
遺
跡
99
.
0
4.
15
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

21
8 
11
-0
03
 
10
 
2
 6
62
 
9
9/
0
3/
25
 
城
南
区
神
松
寺
1
丁
目
17
08
-1

91
.7
 
専
用
住
宅

4
8
 
20
1 
神
松
寺
遺
跡
群
99
.
0
4.
06
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

21
9 
11
-0
45
 
11
 
2
 
23
 
9
9/
0
4/
09
 
城
南
区
片
江
1
丁
目
10
65
-2

18
1.
6 
専
用
住
宅

63
 
20
7 
片
江
B
遺
跡
群
99
.0
5.
19
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

22
0 
11
-0
80
 
11
 
2
 
10
5 
9
9/
0
5/
17
 
城
南
区
荒
江
1
丁
目
5
5
9
-2

16
3.
0 
専
用
住
宅
建
築

73
 
24
3 
飯
含
B
遺
跡
群
99
.0
7.
17
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

22
1 
11
-0
97
 
11
 
2
 
14
7 
9
9/
0
5/
31
 
城
南
区
七
隈
1
丁
目
12
26
-2
6

17
4.
0 
専
用
住
宅
建
築

73
 
24
3 
飯
念
B
遺
跡
群
99
.0
6.
29
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

22
2 
11
-1
41
 
11
 
2
 2
58
 
9
9/
0
7/
09
 
城
南
区
茶
山
1
丁
目
57
-
1

1,
56
7.
0 
共
同
住
宅
建
築

7
3
 
24
8 
茶
山
遺
跡
9
9
.0
8.
03
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

22
3 
11
-2
19
 
11
 
2
 2
71
 
9
9/
0
7/
14
 
城
南
区
七
隈
2
丁
目
83
1
-3
5

94
5.
0 
宅
地
造
成
分
譲

7
3
 
24
6 
飯
怠
c遺
跡
群
99
.1
0
.0
7
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

22
4 
11
-1
4
8
 
11
 
2
 2
95
 
9
9/
0
7/
23
 
城
南
区
七
隈
5
丁
目
6
9
0
-
1

25
3.
0 
専
用
住
宅
建
築

7
4
 
24
7 
飯
倉
D
遺
跡
群
99
.0
8
.1
0 

遺
構
有
り
慎
重
工
事

22
5 
11
-1
91
 
11
 
2
 3
77
 
9
9/
0
8/
25
 
城
南
区
樋
井
川
1
丁
目
3
7
0
-5
,3
70

未
定

6
3
 

包
蔵
地
外
99
.0
9
.2
8
 
遺
構
な
し
慎
菫
工
事



(
5
)
 
城
南
区
（
そ
の
2
)

整
理
試
掘
受
付
番
号
受
付
日

申
請
地

開
発
申
請

開
発
目
的

分
布
遺
跡

遺
跡
名
試
掘
試
掘
判
断

番
号
番
号

面
積
(
m'
)

地
図
番
号

実
施
日
結
果
指
示

22
6 
11
-3
04
 
11 
2
 4
80
 
99
/
10
/0
4 
城
南
区
飯
倉
1
丁
目
39
5
-5
6,
39
5

17
6.
6 
共
同
住
宅
建
築

73
 
24
3 
飯
倉
B
遺
跡
群
99
.1
0
.1
5 

遺
構
有
り
工
事
立
会

22
7 
11
-2
14
 
11 
2
 4
83
 
99
/1
0/
05
 
城
南
区
神
松
寺
2
丁
目
30
-1
,3
1
-1
37
0.
2 
医
院
建
築

63
 
20
7 
片
江
B
遺
跡
群
99
.1
0
.0
7 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

22
8 
11
-2
31
 
11 
2
 4
92
 
99
/1
0/
07
 
城
南
区
長
尾
4
丁
目
16
,
19
 

95
9.
6 
共
同
住
宅
建
築

62
 
20
3 
長
尾
遺
跡
群
99
.1
0.
27
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

22
9 
11
-2
39
 
11
 2
 4
97
 
99
/
10
/1
2
 
城
南
区
七
隈
6
丁
目
29
1-
1

1,
17
4.
5 
共
同
住
宅
建
築

74
 

包
蔵
地
外
99
.1
1.
17
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

23
0 
11
-3
14
 1
1
 2
 5
30
 
99
/
10
/1
5
 
城
南
区
神
松
寺
1
丁
目
17
09
-1

1,
85
4.
3 
共
同
住
宅

62
 
20
1
 神
松
寺
遺
跡
群
00
.0
1.
27
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

23
1 
11
-2
57
 
11
 2
 5
39
 
99
/
10
/1
8
 
城
南
区
樋
井
川
2
丁
目
86
6-
11
,8
6
37
4.
1 
共
同
住
宅
建
築

63
 
20
3 
長
尾
遺
跡
群
99
.1
1
.2
5
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

23
2 
11
-2
68
 
11 
2
 6
54
 
99
/
11
/2
2 
城
南
区
梅
林
5
丁
目
12
3-
8

26
4.
9 
専
用
住
宅
建
築

74
 
25
4 
飯
倉
G
遺
跡
群
99
.1
1.
30
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

23
3 
11
-2
72
 
11 
2
 6
98
 
99
/1
2/
08
 
城
南
区
干
隈
1
丁
目
6
-1

83
6.
2 
店
鋪
建
築

74
 
25
2 
飯
念
E
遺
跡
群
99
.1
2.
14
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

23
4 
11
-3
17
 
11
 2
 7
95
 
00
/0
1
/
17
 
城
南
区
茶
山
1
丁
目
9-
1

6,
23
6.
3 
店
鋪
建
設

73
 
24
8 
茶
山
遺
跡
隣
接
00
.0
1
.2
0 

遺
構
な
し
開
発
同
意

23
5 
11
-3
53
 
11
 2
 8
66
 
00
/0
2/
10
 
城
南
区
梅
林
5
丁
目
14
1
-1
5

• 
-1 

16
5.
5 
専
用
住
宅

74
 
25
4 
飯
倉
G
遺
跡
群
00
.0
2.
29
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

23
6 
11
-3
63
 
11
 2
 9
07
 
00
/0
2/
28
 
城
南
区
樋
井
JI
I2
丁
目
86
6
-6
2

• 
8
 
1,
98
3.
0 
宅
地
造
成

63
 
20
3 
長
尾
遺
跡
群
00
.0
3.
14
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

1
1
 

23
7 
12
-0
20
 
11
 2
 9
75
 
00
/0
3/
21
 
城
南
区
田
島
1
丁
目
39
3-
4

17
1.
6 
専
用
住
宅
新
築

62
 
19
9 
田
島
A
遺
跡
群
00
.0
3.
30
 
遺
構
有
り
協
議
中

(
6
)
 
早
良
区
（
そ
の
1
)

整
理
試
掘
受
付
番
号
受
付
日

申
請
地

開
発
申
請

開
発
目
的

分
布
遺
跡

遺
跡
名
試
掘
試
掘
判
断

番
号
番
号

面
栢
(m
＇)

地
図
番
号

実
施
日
結
果
指
示

23
8 
11
-3
36
 
11 
1
 10
13
 

早
良
区
干
隈
5
丁
目
16
7-
2

1,
00
4.
8 
用
地
分
譲

83
 

包
蔵
地
外
00
.0
2.
18
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

23
9 
11
-1
21
 
9
 1
 20
43
 
99
/0
7/
08
 
早
良
区
野
芥
2
丁
目
8-
1

87
1.
0 
公
民
館
建
設

83
 
31
9 
野
芥
遺
跡
群
99
.0
7
.2
3 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

24
0 
11
-0
63
 
9
 1
 21
15
 

早
良
区
大
字
東
入
部

5,
00
0 
0
 道
路
拡
幅

85
 •

 9
2 
38
8 
熊
本
遺
跡
群
9
9
 05
.1
2 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

24
1 
11
-2
86
 
10
 
1
 
54
 
99
/0
9/
14
 
早
良
区
四
箇
2
丁
目
45
9
-1

1,
14
7
.0
 公
固
整
備

93
 
32
1 
四
箇
八
郎
丸
遺
跡
00
.0
1
.0
5 

遺
構
有
り
慎
重
工
事

24
2 
11
-0
90
 
10
 
1
 2
86
 
99
/0
6/
11 
早
良
区
次
郎
丸

道
路
建
設

92
 •

 9
3 

包
蔵
地
外
99
.6
.2
3 

• 
6.
25
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

24
3 
11
-0
90
 
10
 
1
 2
87
 
99
/0
6/
11 
早
良
区
次
郎
丸
～
四
箇
1
丁
目

道
路
建
設

92
 •

 9
3 

包
蔵
地
外
99
.6
.2
3 

• 
6.
25
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

24
4 
11
-1
71
 
11 
1
 2
61
 
99
/0
8/
18
 
早
良
区
野
芥
1
丁
目
地
内

22
0
.0
 地
下
鉄

83
 
31
9 
野
芥
遺
跡
群
99
.0
9.
01
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

24
5 
11
-1
99
 
11 
1
 2
81
 
99
/0
9/
07
 
早
良
区
内
野
1
丁
目

早
良
16

包
蔵
地
外
99
.1
0.
05
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

24
6 
11
-2
27
 
11
 1
 3
60
 
99
/0
9/
14
 
早
良
区
重
留
5
丁
目
23
6-
2,
23
6

48
3.
0 
公
園

85
 
36
1 
古
田
遺
跡
隣
接
99
.1
1.
08
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

24
7 
11
-3
62
 
11
 1
 4
79
 
00
/0
3/
02
 
早
良
区
脇
山
59
2-
1

27
9.
0 
活
性
化
施
設

早
良
17
78
 
大
門
遺
跡
00
.0
3.
15
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

24
8 
11
-2
37
 
11 
1
 7
23
 
99
/1
1
/
11
 早
良
区
賀
茂
2
丁
目
21
-1
45
-6
,
12
98
 

交
番
庁
舎
建
設

83
 
31
9 
野
芥
大
薮
遺
跡
99
.1
1.
17
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

24
9 
11
-3
30
 
11
 1
 7
35
 
99
/1
2/
17
 
早
良
区
田
村
2
丁
目
80
5
-5

26
5.
0 
道
路
代
替
地

93
 
31
7 
田
村
遺
跡
群
00
.0
2.
02
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事



(
6
)
 
早
良
区
（
そ
の
2
)

整
理
試
掘
受
付
番
号
受
付
日

申
請
地

開
発
申
請

開
発
目
的

分
布
遺
跡

遺
跡
名
試
掘
試
掘
判
断

番
号
番
号

面
栢
(
rrl
)

地
図
番
号

実
施
日
結
果
指
示

25
0 
1
1-
28
8 
11
 
1
 7
46
 
00
/0
1
/
12
 
早
良
区
百
道
2
丁
目
1-
1

70
0.
0 
庁
舎
整
備

81
 
2
4
0
 
西
新
町
遺
跡
00
.0
1
.1
2 

遺
構
有
り
慎
重
工
事

25
1 
1
1-
3
6
5
 
11
 
1
 10
47
 
0
0/
02
/0
2
 
早
良
区
早
良
2
丁
目
地
内

5,
16
0.
0 
道
路
舗
装
工
事

早
良
17
91
 
内
野
熊
山
遺
跡
00
.0
2.
04
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

2
5
2
 
1
1
-0
14
 
10
 
2
 
58
1 
9
7/
09
/2
2 
早
良
区
田
村
3
丁
目
50
7-
2

• 
-3
 

10
5.
3 
共
同
住
宅

9
3
 

包
蔵
地
外
99
.0
4.
15
 
道
構
な
し
開
発
同
意

2
5
3
 
1
1-
3
0
5
 
9
 2
 
28
5
 
9
8/
06
/
2
0
 
早
良
区
原
7
丁
目
11
85
-5

• 
11
 

3
1
8
 
専
用
住
宅
建
築

8
2
 
31
1 
原
遺
跡
群
00
.0
1
.1
3 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

25
4 
1
1
-2
54
 
10
 
2
 
6
3
 
9
8/
06
/
11
 
早
良
区
小
田
部
1
丁
目
19
2
の
一
部

91
.0
 
専
用
住
宅

8
2
 
3
0
9
 
有
田
遠
跡
群
隣
99
.1
1.
25
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

25
5 
1
1
-0
15
 
10
 
2
 
10
9 
9
8/
0
9/
2
2
 
早
良
区
百
道
1
丁
目
80
7
-
1

54
8.
8 
ビ
ル
改
築

81
 
3
0
7
 
藤
埼
遺
跡
99
.0
4.
15
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

2
5
6
 
1
1
-
17
0 
10
 
2
 3
1
0
 
9
9/
0
2/
18
 
早
良
区
西
新
6
丁
目
79
8

42
,0
03
.0
 
学
校
改
築

1
16
 
元
寇
防
塁
99
.0
7
.0
2
 
道
構
有
り
要
本
調
査

25
7 
1
1
-0
26
 
10
 
2
 5
9
9
 
9
9/
0
2/
2
5
 
早
良
区
小
田
部
3
丁
目
3
0
2
-7

• 
30
 
4
3
6
.4
 
専
用
住
宅

8
2
 
3
0
9
 
有
田
遠
跡
99
.0
4.
22
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

2
5
8
 
1
1-
05
6 
10
 
2
 6
05
 
9
9/
0
2/
2
6
 
早
良
区
原
6
丁
目
2
-3
0

1,
55
4.
1 
店
舗
改
築

82
 
31
1 
原
遺
跡
群
99
.0
2
.2
6
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

25
9 
1
1-
01
2 
10
 
2
 6
4
3
 
9
9/
0
3/
18
 
早
良
区
東
入
部
字
今
朝
丸
13
96
-1

19
7.
9 
専
用
住
宅

8
5
 
34
3 
東
入
部
遺
跡
群
99
.0
4.
14
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

26
0 
1
1
-0
08
 
10
 
2
 6
4
8
 
9
9/
0
3/
19
 
早
良
区
有
田
2
丁
目
13
-3

13
6.
3 
専
用
住
宅

82
 
3
0
9
 
有
田
遺
跡
群
99
.0
4.
06
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

1
2
 

26
1 
1
1
-0
18
 
10
 
2
 6
54
 
9
9/
0
3/
24
 
早
良
区
次
郎
丸
1
丁
目
33
-2

32
9.
7 
共
同
住
宅

84
 
24
48
 
次
郎
丸
高
石
逍
99
.0
4
.1
5 

遺
構
有
り
慎
重
工
事

26
2 
11
-0
64
 
10
 
2
 6
54
 
9
9/
0
3/
2
3
 
早
良
区
次
郎
丸
1
丁
目
33
-1

32
8.
7 
共
同
住
宅

83
 
24
47
 
次
郎
丸
高
石
遺
9
9
.0
4
 15
 
遺
構
有
り
工
事
立
会

26
3 
11
-0
29
 
10
 
2
 6
59
 
9
9/
0
3/
23
 
早
良
区
原
5
丁
目
12
17
-4

• 
12
 

1,
06
0.
0 
共
同
住
宅

82
 
31
1
 原
遺
跡
群
9
9
.0
4
.2
6 

遺
構
な
し
開
発
同
意

26
4 
11
-0
24
 
10
 
2
 6
67
 
9
9/
0
3/
29
 
早
良
区
重
留
7
丁
目
10
19
他
4
番
1,
91
0
.9
 共
同
住
宅

84
 
32
0 
四
箇
遺
跡
群
9
9
.0
4
.2
7 

遺
構
有
り
工
事
立
会

26
5 
11
-0
34
 
11
 
2
 
5
 
9
9/
0
4/
05
 
早
良
区
小
田
部
1
丁
目
39
3

26
6
.0
 専
用
住
宅

82
 
30
9 
有
田
遺
跡
群
9
9
.0
4
.3
0 

迫
構
有
り
要
本
調
査

26
6 
11
-0
31
 
11
 
2
 
13
 
9
9/
0
4/
05
 
早
良
区
小
田
部
5
丁
目
16
-3

18
2.
0 
専
用
住
宅

90
 
30
9 
有
田
遺
跡
群
9
9
.0
6.
16
 
迫
構
有
り
要
本
調
査

26
7 
11
-0
19
 
11
 
2
 
34
 
9
9/
0
4/
12
 
早
良
区
脇
山
1
丁
目
10
09
-
1~
-3
 
3
,4
31
.6
 
道
路

早
10
77
5 
脇
山
城
ノ
原
遺
跡
99
.0
4.
20
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

26
8 
11
-0
30
 
11
 
2
 
36
 
9
9/
0
4/
13
 
早
良
区
小
田
部
1
丁
目
34
-1
2

92
2.
9 
土
地
売
買

81
 
30
9 
有
田
遺
跡
群
99
.0
5.
06
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

26
9 
11
-0
4
6
 
11
 
2
 
41
 
9
9/
0
4/
15
 
早
良
区
小
田
部
3
丁
目
39
3

13
5.
3 
専
用
住
宅

8
2
 
30
9 
有
田
遺
跡
群
99
.0
5.
21
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

27
0 
11
-0
5
2
 
11
 
2
 
57
 
9
9/
0
4/
26
 
早
良
区
内
野
5
丁
目
2
9
8
-6

• 
-2
 
14
0.
2 
専
用
住
宅

早
良
18
0
3
 
内
野
遺
跡
群
99
.0
5.
27
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

27
1
 
11
-0
3
9
 
11
 
2
 
6
3
 
9
9/
0
4/
27
 
早
良
区
西
新
7丁
目
71
1
-
1

86
9.
3 
共
同
住
宅

72
 

包
蔵
地
外
99
.0
5.
11
 
遺
構
な
し
工
事
立
会

2
7
2
 
11
-3
8
1
 1
1 
2
 
74
 
9
9/
0
5/
06
 
早
良
区
田
村
2
丁
目
78
6
-4

2,
24
0.
0 
共
同
住
宅

8
3
 •

 9
 
23
17
 
田
村
遺
跡
群
99
.1
1.
02
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

27
3 
11
-0
8
8
 
11
 
2
 
8
5
 
9
9/
0
5/
10
 
早
良
区
小
田
部
1
丁
目
14
1

• 
14
4 

71
4.
6 
共
同
住
宅

8
2
 
3
0
9
 
有
田
遺
跡
群
99
.0
6
.2
2
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

27
4 
1
1-
05
0 
1
1
 2
 
8
8
 
9
9/
0
5/
10
 
早
良
区
有
田
1
丁
目
2
2
-5

19
2.
9 
専
用
住
宅

8
2
 
30
9 
有
田
遺
跡
群
99
.0
5.
21
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

27
5 
1
1
-0
48
 
11
 
2
 
10
0 
9
9/
0
5/
14
 
早
良
区
賀
茂
3
丁
目
4
1
4
-
1

97
6.
0 
士
元
貝
に
エ
ロ

8
3
 
24
47
 
次
郎
丸
高
石
遺
跡
99
.
0
5.
20
 
遠
構
な
し
開
発
同
意



(
6
)
 
早
良
区
（
そ
の
3
)

整
理
試
掘
受
付
番
号
受
付
日

申
請
地

開
発
申
請

開
発
目
的

分
布
遺
跡

遺
跡
名
試
掘
試
掘
判
断

番
号
番
号

面
積
（
ni
)

地
図
番
号

実
施
日
結
果
指
示

2
7
6
 
11
-1
55
 
11
 
2
 
13
3
 
99
/
05
/
24
 
早
良
区
小
田
部
2
丁
目
16
2

1,
26
4.
0 
専
用
住
宅
建
築

8
2
 
3
0
9
 
有
田
遺
跡
群
9
9
.
0
6
 0
3
 
遠
構
な
し
工
事
立
会

27
7 
11
-0
7
0
 
11
 
2
 
14
1 
9
9/
05
/
27
 
早
良
区
野
芥
5
丁
目
82
-7

45
6.
0 
専
用
住
宅
建
築

75
 
2
7
6
 
影
塚
古
墳
群
99
.0
6.
11
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

2
7
8
 
1
1
-0
9
6
 
11
 2
 
14
6 
9
9/
05
/3
1 
早
良
区
有
田
一
丁
目
4
2
-9

36
1.
0 
店
舗
建
築

8
2
 
3
0
9
 
有
田
遺
跡
群
99
.0
6
.2
9 

遠
構
有
り
工
事
立
会

27
9 
1
1-
07
1 
11
 2
 
14
8 
9
9/
05
/3
1 
早
良
区
重
留
7
丁
目
10
74
-1

85
4.
0 
教
会
建
築

8
4
 
3
2
0
 
四
箇
遺
跡
群
99
.0
6
.1
1 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

2
8
0
 
1
1-
0
8
9
 
11
 2
 
17
4 
9
9/
06
/
0
7
 
早
良
区
小
田
部
1
丁
目
8
0
-1

13
9.
0 
専
用
住
宅
建
築

81
 
3
0
9
 
有
田
遺
跡
群
99
.0
6.
24
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

28
1 
11
-0
9
8
 
11
 2
 
17
6 
9
9/
06
/
0
8
 
早
良
区
田
村
1
丁
目
83
4-
1

43
3.
0 
共
同
住
宅
建
築

9
3
 
3
1
7
 
田
村
遺
跡
群
9
9
.0
7.
0
1
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

2
8
2
 
11
-1
26
 
11
 
2
 2
0
0
 
9
9/
0
6/
16
 
早
良
区
西
新
3
丁
目
21
2-
24

21
4.
0 
専
用
住
宅
建
築

71
 
2
4
0
 
西
新
町
遺
跡
9
9
.0
7
.1
5
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

28
3 
11
-2
82
 
11
 
2
 2
0
3
 
9
9/
0
6/
16
 
早
良
区
荒
江
2
丁
目
12
-2
3
6

3
6
3
.0
 
共
同
住
宅
建
築

7
3
 

包
蔵
地
外
99
.1
2.
24
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

28
4 
1
1-
14
4 
11
 
2
 2
0
4
 
9
9/
0
6/
18
 
早
良
区
小
田
部
1
丁
目
16
2

4
8
3
.0
 
専
用
住
宅
建
築

82
 
3
09
 
有
田
遺
跡
群
9
9
.0
8
.0
5 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

28
5 
11
-1
1
1
 1
1 
2
 2
3
4
 
9
9/
0
7/
02
 
早
良
区
南
庄
3
丁
目
18
1

24
4.
0 
倉
庫
建
築

8
1
 
3
09
 有
田
遺
跡
群
99
.0
7.
14
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

28
6 
11
-1
39
 
11
 
2
 2
3
6
 
9
9/
0
7/
02
 
早
良
区
田
村
4
丁
目
6
7

3
,3
45
.0
 
店
舗
増
築

84
 
31
7
 
田
村
遺
跡
群
99
.0
7.
29
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

1
3
 

28
7 
11
-2
55
 
11
 
2
 2
4
2
 
9
9/
0
7/
06
 
早
良
区
小
田
部
5
丁
目
66

1,
9
5
1.
0
 店
鋪
建
築

8
2
 
30
9 
有
田
遺
跡
群
99
.0
8.
19
 
遺
構
有
り
工
事
立
会

28
8 
11
-1
37
 
11
 
2
 2
5
3
 
9
9/
0
7/
08
 
早
良
区
西
新
3
丁
目
21
2-
67

16
3.
0 
自
宅
兼
倉
店

71
 
24
0 
西
新
町
遺
跡
99
.
0
7.
27
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

28
9 
11
-1
79
 
11
 
2
 2
61
 
9
9/
0
7/
09
 
早
良
区
小
田
部
1
丁
目
7
1

67
3.
0 
共
同
住
宅
建
築

8
2
 
30
9 
有
田
遺
跡
群
9
9
.0
9.
1
6
 
遺
構
有
り
工
事
立
会

29
0 
11
-1
56
 
1
1
 2
 2
7
5
 
9
9/
0
7/
16
 
早
良
区
有
田
1
丁
目
12
-5

20
8.
0 
専
用
住
宅
建
築

8
2
 
30
9 
有
田
遺
跡
群
99
.0
8
.1
2 

逍
構
有
り
工
事
立
会

29
1 
11
-1
74
 
1
1
 2
 3
02
 
99
/
07
/
27
 
早
良
区
次
郎
丸
2
丁
目
59
3
-1
の
一
部
1,
52
9.
0 
宅
地
造
成

9
2
 
31
5 
次
郎
丸
遺
跡
群
99
.0
7.
30
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

2
9
2
 
11
-1
80
 
11
 
2
 3
72
 
99
/
0
8/
25
 
早
良
区
藤
崎
1
丁
目
75
,7
6

26
8
.2
 
共
同
住
宅
建
築

8
1
 
3
0
7
 
藤
崎
遺
跡
99
.0
9.
16
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

29
3 
11
-
19
2 
11
 
2
 3
9
5
 
99
/
0
9/
0
2
 
早
良
区
大
字
東
入
部
14
45
-7

86
9.
0 
病
院
建
設

8
5
 
3
4
0
 
岩
本
遺
跡
群
9
9
.1
0
 12
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

29
4 
11
-
19
5 
11
 
2
 4
11
 
99
/
09
/
0
8
 
早
良
区
早
良
2
丁
目
13
12
-1
,
13
1 
2,
66
8
.0
 
事
務
所
兼
念
庵

早
良
17
9
1
 
内
野
熊
山
遺
跡
99
.0
9
.2
5
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

29
5 
11
-2
12
 
11
 
2
 4
1
6
 
9
9/
09
/
10
 
早
良
区
早
良
1
丁
目
12
75
-1
の
一
部
2,
2
14
.0
 
分
譲
住
宅
建
築

早
良
17
91
 
内
野
熊
山
遺
跡
99
.1
0.
19
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

29
6 
11
-3
02
 
11
 
2
 4
21
 
9
9/
0
9/
13
 
早
良
区
有
田
2
丁
目
22
-2

27
6.
5 
専
用
住
宅
建
築

8
2
 
3
0
9
 
有
田
遺
跡
群
99
.1
0
.0
1
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

2
97
 
11
-
18
6 
11
 
2
 4
2
2
 
9
9/
0
9/
13
 
早
良
区
西
新
3
丁
目
2
0
5
-4
5

25
5.
0 
共
同
住
宅
建
築

71
 
2
4
0
 
西
新
町
迫
跡
99
.0
9.
24
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

29
8 
11
-2
00
 
11
 
2
 4
3
4
 
9
9/
0
9/
17
 
早
良
区
飯
念
6
丁
目
11
4
-1
3,
11
4 

52
2.
2 
専
用
住
宅
建
築

73
 
24
6 
飯
倉
c遺
跡
群
99
.1
0.
05
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

29
9 
11
-2
45
 
11
 
2
 4
8
6
 
99
/
10
/0
6
 
早
良
区
大
字
石
釜
字
東
70
0
-1
,
-2
 
1
,3
99
.0
 
庫
裡
増
築

早
良
2
2
81
8 
中
石
釜
迫
跡
99
.1
0.
13
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

30
0 
11
-2
15
 
11
 
2
 4
9
0
 
9
9/
10
/0
7
 
早
良
区
大
字
東
入
部
字
原
15
92

26
2.
8 
専
用
住
宅
建
築

85
 
33
9 
ヒ
ワ
タ
シ
遺
跡
99
.1
0
.2
1
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

30
1 
11
-2
70
 
11
 
2
 4
9
3
 
9
9/
10
/
07
 
早
良
区
原
6
丁
目
12
08
外
8
筆

1,
12
3.
2
 共
同
住
宅
建
築

82
 
31
1
 原
遺
跡
群
99
.1
2.
14
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事



(
6
)
 
早
良
区
（
そ
の
4
)

整
理
試
掘
受
付
番
号
受
付
日

申
請
地

開
発
申
請

開
発
目
的

分
布
遺
跡

遺
跡
名
試
掘
試
掘
判
断

番
号
番
号

面
積
（
ni
)

地
図
番
号

実
施
日
結
果
指
示

30
2 
11
-3
26
 
11
 
2
 4
9
5
 
99
/
10
/0
8
 
早
良
区
小
田
部
3
丁
目
16

• 
17
-2
 
99
.3
 
店
舗
併
用
専
用
住
宅
8
2
 
3
0
9
 
有
田
遺
跡
群
99
.
1
1.
1
1
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

30
3 
11
-2
34
 
11
 
2
 5
09
 
99
/
10
/
14
 
早
良
区
賀
茂
3
丁
目
17
9
-2

22
3.
1 
医
院
兼
住
宅

8
3
 
3
1
8
 
免
遺
跡
群
9
9
.1
0
.1
4 

逍
構
有
り
慎
重
工
事

30
4 
11
-2
23
 
11
 
2
 5
40
 
9
9/
10
/
18
 
早
良
区
重
留
67
4
-3
他

3
0
0
.3
 
店
舗
建
築

8
4
 
32
4 
重
留
村
下
遺
跡
99
.1
1.
02
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

3
0
5
 
1
1
-2
50
 
11
 
2
 
54
7 
9
9/
10
/
2
0
 
早
良
区
田
村
2
丁
目
79
0
-1
他
3
筆
1,
22
8.
4 
共
同
住
宅
建
築

83
 
31
7 
田
村
遺
跡
群
99
.1
1
.1
6 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

3
0
6
 
1
1-
25
1 
11
 
2
 
55
4 
9
9/
10
/
21
 
早
良
区
原
6
丁
目
64
4-
4

15
8.
6 
共
同
住
宅
建
築

82
 
86
1 
原
1
号
古
墳
99
.1
1.
17
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

30
7 
1
1-
25
8 
11
 
2
 5
5
8
 
9
9/
10
/
22
 
早
良
区
原
5
丁
目
13
30
-2
の
一
部
1,
20
6.
3 
共
同
住
宅
建
築

82
 
3
1
1
 原
遺
跡
群
99
.1
2.
02
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

3
0
8
 
1
1-
2
4
0
 
11
 
2
 5
6
6
 
9
9/
10
/
26
 
早
良
区
田
村
4
丁
目
61
8-
10

21
4
.9
 専
用
住
宅
建
築

8
4
 
3
17
 
田
村
遺
跡
群
99
.1
1.
17
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

30
9 
1
1-
25
3 
11
 
2
 6
0
1
 
9
9/
11
/
05
 
早
良
区
大
字
東
入
部
字
志
庵
35
7-
1
2,
60
6.
5 
店
舗
建
築

早
良
13
4
3
 
東
入
部
遺
跡
群
99
.1
1.
22
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

31
0 
11
-2
71
 
11
 
2
 6
62
 
9
9/
11
/
24
 
早
良
区
賀
茂
1
丁
目
33
2
-
1

3
,2
16
.0
 
共
同
住
宅
建
築

8
3
 
31
8 
免
遺
跡
群
99
.1
2.
14
 
遺
構
な
し
槙
重
工
事

31
1 
11
-2
74
 
11
 
2
 6
64
 
9
9/
11
/2
6 
早
良
区
早
良
2
丁
目
13
16
-3
,
13
1 
1
,9
94
.9
 
住
宅
付
き
宅
地
分
譲
早
良
17
91
 
内
野
熊
山
遺
跡
99
.1
2.
05
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

31
2 
11
-2
93
 
11
 
2
 7
35
 
99
/
12
/
20
 
早
良
区
梅
林
6
丁
目
38
4

72
8.
2 
専
用
住
宅
建
築

8
4
 
2
6
9
 
ク
エ
ゾ
ノ
遺
跡
00
.0
1.
13
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

14|
 

3
1
3
 
11
-2
94
 
11
 
2
 7
56
 
99
/
12
/
27
 
早
良
区
西
新
2
丁
目
4
2
-6
他

83
4.
4 
共
同
住
宅
建
築

71
 
2
4
0
 
西
新
町
遺
跡
00
.0
1.
13
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

3
1
4
 
11
-3
1
9
 
1
1
 2
 7
74
 
00
/
01
/
07
 
早
良
区
有
田
2
丁
目

19
7.
6 
専
用
住
宅
建
築

8
2
 
3
0
9
 
有
田
遺
跡
群
0
0
.0
2.
03
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

31
5 
11
-3
34
 
11
 
2
 8
0
4
 
00
/0
1
/
18
 
早
良
区
有
田
2
丁
目
20
-3

2
7
6
.0
 専
用
住
宅

82
 
30
9 
有
田
遺
跡
群
00
.0
2.
10
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

3
16
 
11
-3
39
 
11
 
2
 8
3
2
 
00
/0
1
/
28
 
早
良
区
有
田
4
丁
目
6
4
3
-1
0

29
4.
0 
戸
建
住
宅

82
 
31
2 
有
田
木
坪
遠
跡
00
.0
2.
22
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

31
7 
11
-3
33
 
11
 
2
 8
47
 
0
0/
0
2/
03
 
早
良
区
梅
林
6
丁
目
3
2
-1
3

28
1.
6 
専
用
住
宅

8
4
 
26
9 
ク
エ
ゾ
ノ
遺
跡
00
.0
2
.1
0 

遺
構
な
し
開
発
同
意

31
8 
11
-3
41
 
11
 
2
 8
5
9
 
0
0/
0
2/
0
8
 
早
良
区
田
村
2
丁
目
80
6
-6

1
,2
09
.0
 
共
同
住
宅
建
設

92
 
3
1
7
 
田
村
遺
跡
群
00
.0
2
.2
2
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

31
9 
11
-3
55
 
11
 
2
 8
82
 
00
/
02
/
18
 
早
良
区
早
良
4
丁
目
70
7-
17

31
2.
9 
専
用
住
宅
建
築

早
良
14
61
 
長
峰
甕
棺
遺
跡
00
.0
3.
07
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

32
0 
11
-3
56
 
11
 
2
 8
89
 
00
/
02
/
21
 
早
良
区
原
6
丁
目
7
5
5
-
1

98
1.
0 
未
定

8
2
 
31
1 
原
遺
跡
群
0
0
 03
.0
7 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

32
1 
11
-3
68
 
11
 
2
 9
22
 
0
0/
03
/
0
3
 
早
良
区
賀
茂
3
丁
目
19
8
-
1

2,
59
3
.0
 共
同
住
宅

8
3
 
24
47
 
次
郎
丸
高
石
遺
0
0
.0
3.
21
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

32
2 
1
1
-3
69
 
11
 
2
 9
33
 
0
0/
0
3/
0
7
 
早
良
区
重
留
6
丁
目
58
1-
3

• 
58
2 

22
1
.7
 専
用
住
宅
建
築

84
 
32
4 
重
留
村
下
遺
跡
00
.0
3.
16
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

32
3 
1
1-
37
0 
11
 
2
 9
3
9
 
0
0/
0
3/
0
8
 
早
良
区
飯
怠
6
丁
目
11
4
-1
3

• 
-3
5
 
52
2
.2
 物
置
・
駐
車
場
建
設
73
 
24
6 
飯
念
C
遺
跡
群
00
.0
3.
21
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

(
7
)
 
西
区
（
そ
の
1
)

整
理
試
掘
受
付
番
号
受
付
日

申
辛
地

開
発
申
請

開
発
目
的

分
布
遺
跡

遺
跡
名
試
掘
試
掘
判
断

番
号
番
号

6
F
 

面
積
（
ni
)

地
図
番
号

実
施
日
結
果
指
示

32
4 
1
1-
06
6
 
11
 
1
 
20
 

西
区
元
岡
地
内
地
内

下
水
道

13
0 

包
蔵
地
外
99
.0
6.
04
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

32
5 
11
-3
15
 
9
 
1
 
22
 
0
0/
0
2/
0
3
 
西
区
野
方
6
丁
目

18
0.
0 
道
路
鋪
装

10
4 
38
6 
野
方
平
原
遺
跡
00
.0
2
.0
4 

遺
構
あ
り
要
本
調
査



(
7
)
西
区
（
そ
の
2
)

整
理
試
掘
受
付
番
号
受
付
日

申
請
地

開
発
申
請

開
発
目
的

分
布
遺
跡

遺
跡
名
試
掘
試
掘
判
断

番
号
番
号

面
栢
(
m'
）

地
図
番
号

実
施
日
結
果
指
示

32
6 
11
-1
88
 
9
 1
 20
44
 

西
区
弥
永
団
地
内

86
0.
0 
公
民
館
建
設

26
・4
0 
10
5 
弥
永
原
遺
跡
99
.0
9.
22
 
遺
構
な
し
慎
璽
工
事

32
7 
11
-0
9
1
 
9
 1
 21
19
 
99
/0
6/
16
 
西
区
泉
地
内

2,
20
0.
0 
道
路
舗
装

13
1 
68
9 
周
船
寺
遺
跡
群
99
.0
6.
25
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

32
8 
11
-1
14
 
10
 
1
 
34
 
99
/0
9/
13
 
西
区
横
浜
2
丁
目

5,
60
0.
0 
自
転
車
歩
行
者
道
建
11
9 
11
6 
今
山
遺
跡
99
.0
6.
30
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

32
9 
11
-1
13
 
10
 
1
 
35
 
99
/0
9/
13
 
西
区
拾
六
町

2
丁
目
•
石
丸

4
丁
目
2,
4
0
0
 0
 道
路
舗
装

91
•9

3 
88
 
拾
六
町
亀
田
遺
跡
99
.0
7
.1
4
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

33
0 
11
-0
33
 
10
 
1
 1
09
 

西
区
拾
六
町
団
地
内

9,
00
0.
0 
公
営
団
地
建
て
替
え

91
•9

3 
85
 
畑
ノ
尾
遺
跡
99
.3
 10
~9
9.
4 
遺
構
有
り
要
本
調
査

33
1 
11
-1
58
 1
0 
1
 1
11
 

西
区
大
字
千
里
45
2-
3

1,
60
0.
0 
公
営
団
地
建
て
替
え
13
2 
68
9 
周
船
寺
遺
跡
群
99
.0
8
.1
8
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

33
2 
11
-3
12
 
10
 
1
 6
00
 
00
/0
1
/2
0 
西
区
西
戸
崎
5
丁
目

3,
15
6.
0 
公
営
団
地
建
設

68•
69

1!1
9 

包
蔵
地
外
00
.0
2.
02
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

33
3 
11
-1
29
 
11 
1
 2
26
 
99
/0
5/
13
 
西
区
橋
本
2
丁
目
地
内

22
,0
00
.0
 
地
下
鉄

9
 1
 •9
2 

包
蔵
地
外
99
.0
7.
21
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

33
4 
11
-1
47
 
11 
1
 2
40
 

西
区
小
戸
1
丁
目
23
49
-4

11
0.
2 
売
却
処
分

89
 

包
蔵
地
外
99
.0
8.
05
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

33
5 
11
-1
96
 
11 
1
 5
94
 
99
/0
8/
03
 
西
区
女
原
48
2-
2,
48
1

2,
39
1.
0 
集
合
住
宅
建
設

11
2
 
68
8 
女
原
遺
跡
群
9
9
 09
.2
9 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

33
6 
11
-3
09
 
11
 1
 7
44
 
99
/
10
/0
4 
西
区
上
山
門
2
丁
目
地
内

80
0.
0 
公
衆
用
道
路
整
備
10
3 

城
原
廃
寺
00
.0
1
.2
6 

迫
構
有
り
要
本
調
査

1
5
 

33
7 
11
-3
58
 
11 
1
 10
22
 

西
区
横
浜
1
丁
目

30
0.
0 
道
路
舗
装

11
1 
11
6 
今
山
遺
跡
0
0
 03
.0
8 

遺
構
有
り
慎
重
工
事

33
8 
11
-3
57
 
11 
1
 10
44
 
99
/
10
/
19
 
西
区
今
津
48
20

25
,6
50
.0
 施
設
建
設

11
8 

包
蔵
地
外
00
.0
3.
08
 
遺
構
な
し
開
発
同
意

33
9 
11
-1
24
 
11 
2
 1
38
 
00
/0
2/
23
 
西
区
姪
の
浜
6
丁
目
26
87

72
9
.0
 共
同
住
宅
建
築

89
 
36
7 
姪
浜
遺
跡
群
99
.0
6
.2
1 

遺
構
な
し
開
発
同
意

34
0 
11
-0
44
 
8
 2
 5
16
 
97
/0
3/
04
 
西
区
今
宿
青
木
42
1-
4他
11

45
,4
13
.
0
 研
究
施
設

11
2
 
63
1
 鋤
崎
古
堺
群
A
99
.1
1 
2
4
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

34
1 
11
-0
27
 
10
 
2
 3
94
 
98
/1
1
/0
9 
西
区
田
尻
1
丁
目
・
泉
3
丁
目
50
0
,0
00
.0
 
土
地
区
画
整
理

11
9 
68
4 
今
宿
田
尻
遺
跡
9
9
 4.
16
~4
.2
3 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

34
2 
11
-2
11
 
11
 
2
 
25
 
99
/0
4/
09
 
西
区
姪
浜
3
丁
目
33
90
他
5
筆

2,
30
0.
2 
庫
裡
改
築

89
 
36
7
 姪
浜
遺
跡
群
99
.1
0.
19
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

34
3 
11
-1
09
 
11
 
2
 
37
 
99
/0
4
/1
4 
西
区
福
重
2
丁
目
45
4-
1他
6箪

15
,2
42
.0
 
大
型
店
鋪

91
 
39
0 
梧
本
一
丁
田
遺
99
.0
6.
07
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

34
4 
11
-0
41
 
11 
2
 
46
 
99
/0
4/
20
 
西
区
羽
根
戸
字
笹
隈
81
2-
1他

3,
04
0.
0 
身
障
者
療
蓑
施
設
10
5 
39
9 
羽
根
戸
原
C
遺
99
.0
5.
11
 
遺
構
有
り
工
事
立
会

34
5 
11
-0
47
 
11 
2
 
61
 
99
/0
4/
26
 
西
区
大
字
周
船
寺
ハ
ス
マ
チ
32
3-
5
68
7.
2 
専
用
住
宅

12
0 
68
6 
蓮
町
遺
跡
99
.0
5.
21
 
遺
構
有
り
慎
重
工
事

34
6 
11
-3
80
 
11 
2
 
68
 
99
/0
4/
28
 
西
区
石
丸
2
丁
目
54
-5

1,
48
7.
0 
未
定

90
 
38
1 
拾
六
町
平
田
遺
99
.0
6.
10
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

34
7 
11
-0
60
 
11 
2
 
83
 
99
/0
5/
10
 
西
区
野
方
1
丁
目
27
3

1,
92
4
.0
 専
用
住
宅

91
 
38
9
 野
方
久
保
遺
跡
99
.0
6
.0
3 

遺
構
な
し
慎
重
工
事

34
8 
11
-1
3
1
 1
1 
2
 
84
 
99
/0
5/
10
 
西
区
飯
氏
上
利
町
97
5-
1
の
一
部

99
8.
0 
専
用
住
宅
建
築

13
1 
68
9 
周
船
寺
遺
跡
群
99
.0
6.
24
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

34
9 
11
-0
59
 
11
 
2
 
89
 
99
/0
5/
11 
西
区
今
宿
駅
前
1
丁
目
70
3
-1

• 7
04
 
1,
30
0.
2 
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
11
2
 

包
蔵
地
外
99
.0
6.
03
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

35
0 
11
-0
68
 
11
 
2
 1
02
 
99
/0
5/
14
 
西
区
横
浜
1
丁
目
14
-2

28
0.
0 
専
用
住
宅
建
築

11
1 
62
1 
今
宿
遺
跡
群
99
.0
6.
10
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

35
1 
11
-0
54
 
11
 
2
 1
24
 
99
/0
5/
21
 
西
区
羽
根
戸
51
7

3,
58
0.
0 
共
同
住
宅
建
築

92
 
40
0 
羽
根
戸
三
反
間
99
.0
5
.3
1
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事



(
7
)
西
区
（そ
の
3
)

整
理
試
掘
受
付
番
号
受
付
日

申
請
地

開
発
申
請

開
発
目
的

分
布
遺
跡

遺
跡
名

試
掘
試
掘
判
断

番
号
番
号

面
租
(
m'
)

地
図
番
号

実
施
日
結
果
指
示

3
5
2
 
11
-1
07
 
11
 
2
 
14
0 
9
9/
0
5/
2
5
 
西
区
下
山
門
3
丁
目
4
7
0

11
,6
85
.0
 
共
同
住
宅
建
築

9
0
 
24
74
 
下
山
門
乙
女
田
99
.0
6.
07
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

3
5
3
 
11
-1
07
 
11
 
2
 
14
0 
9
9/
0
5/
2
6
 
西
区
下
山
門
3
丁
目
4
7
0

11
,6
85
.0
 
共
同
住
宅
建
築

9
0
 
24
74
 
下
山
門
乙
女
田
99
.0
6.
07
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

3
5
4
 
11
-1
83
 
11
 
2
 
14
5 
9
9/
0
5/
26
 
西
区
野
方
5
丁
目
9
5
5
-6
7

26
1.
1 
専
用
住
宅

10
5 
52
5 
野
方
中
原
遺
跡
99
.0
9.
21
 
遺
構
有
り
工
事
立
会

3
5
5
 
11
-0
69
 
11
 
2
 
15
6 
99
/
0
5/
28
 
西
区
今
宿
1
丁
目
12
22

19
6
.0
 
専
用
住
宅
建
築

11
2 
62
1 
今
宿
遺
跡
群
99
.0
6.
10
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

35
6 
11
-0
84
 
11
 
2
 
17
5 
99
/0
6/
01
 
西
区
福
重
2
丁
目
4
2
5
-1

9,
63
3.
0 
店
舗
建
築

91
 
3
9
0
 
橋
本
一
丁
田
遺
99
.0
6.
08
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

35
7 
11
-0
87
 
11
 
2
 
17
7 
99
/0
6/
0
9
 
西
区
戸
切
2
丁
目
12
96
-3

99
9.
0 
専
用
住
宅
建
築

92
 
4
0
3
 
戸
切
巡
町
遺
跡
9
9
.0
6.
24
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

3
5
8
 
11
-1
15
 
11
 
2
 
19
3 
9
9/
0
6/
0
8
 
西
区
今
宿
3
丁
目
8
8
7

58
0.
0 
共
同
住
宅
建
築

11
2 
62
1 
今
宿
遺
跡
群
99
.0
7.
13
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

35
9 
11
-1
25
 
11
 
2
 
19
9 
9
9/
0
6/
14
 
西
区
今
宿
1
丁
目
12
19
-2

21
6.
0 
専
用
住
宅
建
築

11
1 
6
2
1
 今
宿
遺
跡
群
99
.0
7.
15
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

3
6
0
 
11
-1
35
 
11
 
2
 2
2
9
 
9
9/
0
6/
16
 
西
区
千
里
4
2
6
-
1

53
4
.0
 店
舗
建
築

13
2 
68
9 
周
船
寺
遺
跡
群
99
.0
7.
28
 
遺
構
有
り
工
事
立
会

36
1 
11
-1
73
 
11
 
2
 2
3
0
 
9
9/
0
6/
30
 
西
区
周
船
寺
1
丁
目
50
4
-2

20
6.
0 
店
舗
建
築

12
0 
68
9 
周
船
寺
遺
跡
群
9
9
 09
.
14
 
遠
構
な
し
慎
重
工
事

36
2 
11
-1
27
 
11
 
2
 2
3
1
 
9
9/
0
6/
30
 
西
区
今
宿
3
丁
目
86
2
-2

2,
2
19
.0
 
共
同
住
宅
建
築

11
2 
6
2
1
 今
宿
遺
跡
群
99
.0
7.
22
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

3
6
3
 
11
-1
28
 
11
 
2
 2
33
 
9
9/
0
6/
30
 
西
区
今
宿
3
丁
目
87
9
-
1

49
7.
0 
共
同
住
宅
建
築

11
2 
6
2
1
 今
宿
遺
跡
群
99
.0
7.
22
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

1
6
 

36
4 
11
-
15
7 
11
 
2
 3
2
0
 
9
9/
0
7
 /
01
 
西
区
周
船
寺
2
丁
目
43
2-
10
,4
32

39
9.
0 
倉
庫
建
築

12
0 
6
8
9
 
周
船
寺
遺
跡
群
99
.0
8.
1
7
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

36
5 
11
-
17
8 
11
 
2
 3
4
2
 
9
9/
0
8/
02
 
西
区
泉
1
丁
目
12
19
-5
,
12
1 

32
6.
5 
店
舗
併
用
共
同
住
宅
13
1 
6
8
9
 
周
船
寺
遺
跡
群
99
.0
9.
16
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

36
6 
11
-
18
2 
11
 
2
 3
5
4
 
9
9/
0
8/
12
 
西
区
姪
の
浜
3
丁
目
3
16
8

23
8
.0
 共
同
住
宅
建
築

8
9
 
3
6
7
 
姪
浜
遺
跡
群
99
.0
9.
21
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

36
7 
11
-1
7
2
 
11
 2
 4
01
 
9
9/
08
/
18
 
西
区
今
宿
1
丁
目
11
57
-2
,1
1 

26
5.
3 
専
用
住
宅
建
築

1
12
 
62
1 
今
宿
遺
跡
群
99
.0
9.
28
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

36
8 
11
-3
59
 
11
 
2
 4
1
0
 
9
9/
09
/
0
3
 
西
区
石
丸
2
丁
目
48
6
-3
,5
5
-4

79
8.
0 
共
同
住
宅
建
築

9
0
 
38
1 
拾
六
町
平
田
遺
00
.0
3
.0
9
 
遺
構
有
り
工
事
立
会

36
9 
11
-2
05
 
11
 
2
 4
4
8
 
9
9/
09
/
0
8
 
西
区
大
字
飯
氏
カ
リ
町
98
0-
2

65
5.
0 
専
用
住
宅
建
替

13
1 
6
8
9
 
周
船
寺
遺
跡
群
99
.1
0.
15
 
道
構
な
し
要
本
調
査

37
0 
11
-2
56
 
11
 
2
 4
6
4
 
9
9/
09
/
2
4
 
西
区
小
戸
1
丁
目
23
31
,2
30
2
-1

28
2.
1 
専
用
住
宅
立
替

8
9
 
11
6 
元
寇
防
塁
99
.
11
.
2
5
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

37
1 
11
-2
36
 
11
 
2
 4
7
9
 
9
9/
09
/
3
0
 
西
区
大
字
徳
永
68
1
-
1

98
5.
0 
資
材
翌
き
場
建
設
12
0 
25
84
 
徳
永
A
遺
跡
99
.1
0
.2
7
 
遺
構
有
り
工
事
立
会

37
2 
11
-2
16
 
11
 
2
 4
9
4
 
9
9/
10
/
0
4
 
西
区
上
山
門
1
丁
目
22
,4
85
-1

90
0.
0 
診
療
所
建
築

10
3 

包
蔵
地
外
99
.1
0
.2
1 

遺
構
な
し
開
発
同
意

37
3 
11
-2
59
 
11
 
2
 5
71
 
9
9/
10
/
0
7
 
西
区
大
字
徳
永
字
下
引
地
36
2
-1
他
14
8,
58
2.
0 
病
院
建
築

12
0 
25
85
 
徳
永
B
遺
跡
99
.1
1.
16
/
12
.0 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

37
4 
12
-0
27
 
11
 
2
 6
76
 
99
/
10
/
27
 
西
区
大
字
千
里
31
6
-
1他

60
,7
81
.0
 
店
舗
建
設

13
2 
68
9 
周
船
寺
遺
跡
群
0
0
.
2
.
4
~
2
.2
9
 
遺
構
有
り
協
議
中

37
5 
11
-3
10
 
11
 
2
 7
62
 
99
/
12
/
27
 
西
区
生
の
松
原
1
丁
目
12
51
,
17
38
 
7
,9
36
.0
 
病
院
建
設

10
3 
11
6 
元
寇
防
塁
00
.0
1
.2
5
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

37
6 
11
-3
24
 
11
 
2
 7
7
8
 
0
0/
0
1/
11
 
西
区
拾
六
町
5
丁
目
97
7
-4
,9
78
-1
1,
9
6
1.
6
 
宅
地
造
成

10
3 
37
5 
大
林
遺
跡
00
.0
1.
01
 
遺
構
有
り
要
本
調
査

37
7 
11
-3
51
 
11
 
2
 7
82
 
0
0/
01
/
12
 
西
区
大
字
千
里
曲
30
7
-1
,3
07
-2

3,
83
9.
0 
宅
地
造
成

13
2 
7
45
 千
里
遺
跡
群
00
.0
2.
29
 
遺
構
な
し
慎
重
工
事

37
8 
11
-3
64
 
11
 
2
 9
1
3
 
0
0/
02
/2
9 
西
区
大
字
羽
根
戸
字
畦
津
55
4-
1

41
7.
4 
専
用
住
宅

9
2
 
40
1 
羽
根
戸
畦
津
迫
00
.0
3.
14
 
遺
構
な
し
開
発
同
意



II．発掘調査の概要

本市における埋蔵文化財の発掘調査は、西部地域（早良区、城南区、西区）を埋蔵文化財課第一係、東部地

区（中央区、博多区、東区、南区）を同第二係が担当している。また、西区元岡一帯にかかる九州大学移転予

定地については、別途担当課（大規模事業等担当）を置き調査を実施している。

発掘調査にあたっては、「整理収蔵要項」に従い、個々の追跡に調蓋番号をつけ、辿構・遺物及び記録類の

登録を行っている。調査番号は、西暦年度下2桁と年度中の番号を組み合わせた4桁で表している。 1追跡の

凋査が複数年にまたがる場合は、開始年度の登録番号のみとなる。なお、複数の遺跡を同一調査事業で調査す

る場合は、原則として遺跡毎に調歪番号を付している。

l)平成11年度の概要
市域内で実施された本年度の発掘調査件数は10年度からの継続事業7件、 11年度新規事業80件の計87件であ

る。所管課別では、埋蔵文化財課による、公共及び民間開発に伴う調査が75件 (10年度からの継続事業6件、

11年度新規事業69件）、大規模事業担当課事業では九州大学移転予定地の発掘調壺が9(1)件、文化財整備課事

業では史跡指定地の現状変更に伴う確認調査が3件（鴻腿館跡、山の犀古墳、東光院跡）である。

予算別では、国庫補助事業が20件（国補15件、国補＋民間受託3件、国庫＋令達2件）、民間受託事業が36

(4)件、公共受託事業が18(2)件、 令達事業が10(1)件、市単費事業が3件である。

調査件数は、博多区が最も多く35(4)件、西区22(1)件、早良区9件、城南区7件、中央区1件、東区5

件、南区8件である。博多区では博多遺跡群を主として、那珂 ・比恵遺跡等の周辺での調査が顕著である。東

区においては昨年度同様箱崎迫跡の調査事例が増加しつつある（（）内は10年度からの継続事業）。

なお、以上の他、 福岡大学が実施した学術調査が 1件ある。

表4．発掘調歪件数の推移 （）内は前年度からの継続 表 5発掘調査面積の推移 (n:l) 

1:-!7 I-18 H9 HlO Hll 

-----
H7 H8 H9 HlO H11 

I民 間 38 45 51(2) 35(2) 54(1) 民 問 52,193 51,246 22,054 9,033 19,842 
圃場整備 I 1 2 3 I 圃場整備 1,330 308 11,442 2,999 7,843 
公 共 22 31 28 34(5) 33(3) 公 共 44,997 47,454 37,780 55,032 73,849 

＾ ロ

計 61 77 81 71 88 合 計 98,520 99,008 71,277 67,064 101,534 

表6.平成11年度発掘調査総括表（事業及び区別一覧）
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9813元岡・桑原遺跡群第 7次調査 (MOT-7)

所在地 西区大字元岡字池ノ浦

調査原因 大学建設用地造成工事

調査期間 1998.5.1 ~ 1999.6.11 

位置・環境 辿跡はJR筑肥線周船寺駅の北方 3.4kmに

位置し、糸島半島東部の丘陵地帯にある。丘陵

の中の北東に開く谷地内に遺跡はあり、幅約60

m、奥行約 200mを測る。調査は昨年度からの

継続である。昨年度までに谷奥部を終了し、本

年度は排土置き場としていた谷開口部付近を調

査した。

検出遺構 新たに発見された辿構は、製鉄（精錬）炉1

基、焼土堀5基、道路状迫構1条、建物1棟、

柵列2条、柱穴多数がある。道路状迫構は西側

斜面を段状に削平し、両側に側溝を設けている。

幅は溝中央で約2.7mで、約 30mを確認した。

柵列は道路状追構と菫複しており蛇行している。

製鉄炉は小規模であり、周囲に覆屋跡とみられ

る柱穴4が付設している。これらは奈良時代を

主とし、一部平安時代を含むものである。

出土 遺 物 出士遺物は、古代の土器類を主とし、鉄滓、

炉壁など製鉄関連遺構が多い。パンケースで合

計約80箱である。

ま と め 昨年度は谷奥部に多くの建物群、製鉄炉が検

出され、中央に掘られた池状迫構から木簡を含

む多数の木製品が出土した。本年度はその谷前

面部であったが、予想外に追構、辿物が少なく

谷底にも木製品など有機質迫物の追存はなかっ

た。しかし、谷奥部に向かう道路状遺構を検出

し、古代の土地利用についての知見を得ること

ができた。

報告書は2003年度以降に刊行予定である。
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調査面積 7,500m' 

担当者 吉留秀敏

処 置記録保存

1.調査地点の位置(129桑原・130太郎丸 2782 1 :8000) 

2.調査区全景（南東から）

3.出土木簡
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概 要

9836博多遺跡群第111次調査(HKT-111)

所在地 博多区奈良屋町地内

調査原因 小学校校舎建替

調査期間 1998.10.1 ~2000.10.7 

調査面積 4,800rrf 

担当者 佐藤一郎•井上繭子

処 置記録保存及び一部現状保存

位置・環境 本調査地は博多湾に面した 「息浜」と呼ばれ

る砂丘上に位置する。調査区は豪商神屋宗湛屋

敷跡推定地に隣接し、東40mで第5次、南西50

mでは第42• 60次調査が行われている。調査区

を4分割し、平成11年度は南側の11I区、北側の

w区の調査を行った。

検出 遺構 1lI区は、現地表下約 lmの暗褐色土層上面で

第 1面となる。さらにその下層に生活面が2~

4面確認された。第1面では井戸、柱穴、土堀、

石積土堀などが検出された。 15~17世紀の時期

と推定される。その下層は、ほぼ黄白色砂層面

で、上面から石塁迫構が検出された。後世に石

を抜き取られたり壊されたりして部分的に残っ

ている状況である。全長53m、幅3.3~3.5m、

最も残りの良い部分の高さは 1.4mで北北東一

南南西の方向に延びている。

w区は I区の北東側に設置した。第1面であ

る暗黄褐色砂質土層(16世紀の遺物包含屑）、そ

の下面の黄白色砂質土層よりなる。 16世紀を主

とする辿構が検出された。石積土堀、木枠や瓦

組の井戸、建て替えのみられる掘立柱建物、南

南西ー北北東の方向をとる幅約 1.5m、深さ約

0.6 m、延長約40mの溝、その他土堀、柱穴な

どである。

出土遺物 包含陪や土堀から、土師器小皿 ・杯、備前焼

播鉢 ・壷 ・甕、唐津焼碗 ・皿・片口、龍泉窯系

青磁碗 ・皿、白磁杯 ・皿、 景徳鎮系 ・越州窯系

青花碗 ・皿 ・盤、越州窯系五彩碗 ・皿、朝鮮王

朝粉青沙器碗 ・皿、朝鮮雑釉陶器碗 ・皿、瓦、

700枚を越える銅銭、銅製品、茶臼などが多量

に出土している。さらに注目すべき遺物として

メダイが挙げられる。これは表にサルバト ール・

ムンディキ リスト、 裏に聖母マリア像がレリ ー

フされたヨーロッパ製の鉛製鋳造品である。長

さ3cm、最大幅2cmの楕円形を呈する。 W区の

1.調査地点の位置 (48 千代博多 0121 1 :8000) 

2. Ill区全景（南西から）

咋'・・・シ
，コ寸ゥ・吝～

3. IV区全景（南東から）
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16世紀末～17世紀初頭の土堀から出土した。

ま と め 豊臣秀吉による博多の復興の推進中、領主小

早川隆景から神屋宗湛に宛てた書状に、上級の

商人には瓦葺きを命じた記事が見られる。今回

の調査で多量の瓦、輸入陶磁器、金属製品が出

土し、このことからも本調査地点には富裕な商

人が居を構えていたと推定される。また、調査

地点南東部で検出された石塁迫構は、構造 ・規

模等から13世紀後半に築造された元寇防塁であ

る可能性が高い。今回の成果は、息浜における

中～近世博多の一端を示したものといえよう。

報告書は2002年に刊行予定である。

5.石塁遺構南西部分 （北西から）

7. メダイ
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4.保存された石塁遺構

.-必--6.石積土壊（南西から）
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概 要

9901大原D遺跡第 6次調査 (OBD-6)

所在地西区大字大原地内

調査原因 中田埋立場建設

調査期間 1999.4.1~11.13 

調査面積 3,904面

担当者 池田祐司星野恵美

処 置記録保存

位置・環境 柑子岳（標高254m)から派生する丘陵の北裾

部に位置する。平成7年度から継続する第14地

点と新たな第16地点の調査を行った。第16地点

は標高23~41mの谷部斜面にあたり、辿構は花

岡岩バイラン土で検出した。

検出遺構 第14地点では引き続き包含層、住居跡等の調

査を行った。迫物包含陪は前回の調鉦より拡がっ

た。焼失家屋Sco O 3は迫構内の炭をナイフで
削ることで炭材の繊維の方向、まとまりを確認

した。また、明確なプランは不明であるが、焼

土面を伴うくぼみ等、居住空間を想定しうる状

況を数力所確認した。

第16地点では縄文時代早期 ・晩期、古代の調

査を行った。斜面の裾部には古代の包含層が厚

＜堆稲し、その直下で溝、鍛冶炉、方形士堀、

掘立柱建物、炭窯等の古代の辿構を確認した。

縄文早期の追構は古代の追構面から lm下で検

出した。集石迫構5基、土堀1基である。

出土 遺物 第14地点では前回同様条痕文、無文土器が出

土し、瘤状の貼付文、山形状の圧痕文がみられ

るものが各1点ある。石器は黒曜石製がほとん

どで石鏃が多い。

第16地点では古代の溝、包含屁から須恵器・

土師器・越州窯青磁 ・緑釉等の追物がコンテナ

30箱、鍛冶関連の鉄滓・羽口がコ ンテ12箱出土

した。縄文の迫物は無文土器を中心に条痕文土

器 ・押型文土器、石鏃 ・黒曜石片が出土してい

1.調査地点の位濫 (128 大原 2590 1 :8000) 

2.第14地点黒曜石剥片出土状況（南から）

る。

ま と め 第16地点では鍛冶炉4基と鉄滓 ・羽口を廃棄

した溝2条を検出した。包含層中ではあるが、

大量の須恵器 ・土師器とともに緑釉青磁 ・越州

窯青磁 ・鉛製の権 ・馬の歯等も出土しており、

鍛冶関連のエ人の施設と考えられる。

報告書は2001、2002年度に刊行予定である。
・↓- ．こ：が吝!，，....t ク“がヽ？心~ ;:,~1'..;,;~‘な；ぶ3

3.第16地点集石遺構SX73（西から）
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9902元岡・桑原遺跡群第12次調査 (MOT-12)
所在地 西区大字桑原字履形

調査要因 大学移転に伴う造成工事

調査期間 1999.4.6~2000.3.28 

位置・環境 調査対象地は移転予定地の北側に位置し、こ

の場所は以前、 ミカン畑であった。遺跡は東側

に開口する、幅20~40mの谷あいの北側斜面に

営まれている。追跡は畑の耕作土の下、2~4

mで発見された。

検出遺構 製鉄炉： 27基、焼土城 ：5基、柱穴他

出土遺物 土器類（須恵器、土師器等）、製鉄関連迫物

（炉壁、輛羽口、鉄滓等）、木製品（火鍬具、送

風管、掻き出し棒等）が出土。

製鉄炉の形態は両側に廃滓上堀がつく箱型炉

である。炉は谷の北側の斜面を平坦に造成して、

その場所に構築したと考えられる。南側斜面に

は炉は構築されていない。炉の配置は谷に対し

て、直交するもの (22基）と平行するもの (5

基）がある。規模は幅30~80cm、長さ40~ 130 

cmを測る。炉の側面に鞘座と考えられる士堀が

伴うものもある。炉の形態は規模や構造などか

らいくつかに分類され、切り合い関係等からそ

れらの変遷を追うことができる。炉の前面の谷

部には鉄滓や壊した炉壁が廃棄されており、コ

ンテナ箱で約5000箱以上が出土した。また、送

風に使用されたと考えられる木製の管が10数点

出土した。この管は半裁した木の内側を剖り貫

いてあわせたもので、径約8~10cm、長さ約60

cmを測る。製鉄炉の構造復元には重要な資料と

考えられる。追構の時期は整地庖等から出土し

た土器から 8世紀前半から後半にかけてのもの

と考えられる。

ま と め 本調査地点では製鉄炉以外の追構はほとんど

なく、砂鉄原料から鉄素材を造るまでの工程を

担っていたと考えられる。これまで、糸島半島

でも数基程度の製鉄炉の検出例は多々見られた

が、今回のような例はなく、これらの位置付け

に今後十分な検討が必要であろう。
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調査面積 5,500面

担当者 菅波正人

処 置調査後保存

1.調査地点の位置 (139 桑原西部 2782 1 :8000) 

3 

2.調査区全景（東から）

3.製鉄炉023（北から）
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概 要

9903元岡・桑原遺跡群第13次調査 (MOT-13)

所在地 西区大字元岡字立浦

調査原因 大学移転に伴う造成工事

調査期間 1999.4.12~2.16 

位置・環境 調査地点は糸局半島の東部、金比羅山から東

に延びる丘陵から南に派生する標高60m程度の

舌状丘陵上に立地する古墳群である。

検出遺構 本古墳群は前方後円墳 1基 (1号墳）と円墳

2基 (2• 3号墳）から構成される。墳丘規模

や内部主体の状況については後世の地形の改変

で不明な点が多い。

1号墳の墳丘規模は全長35m、後円部径22m、

前方部長15mと推定され、地山整形後に一部薄

く盛土され、 二段築成である。主軸はN-28° ―

Wと推定される。内部主体は木棺直葬の粘土榔

と考えられ、残存する部分に赤色顔料が撒かれ

調査面稽 600m2 （古墳3基）

担当者 松浦一之介

処 置記録保存

="--~)], 
1.調査地点の位置 (140 元岡 2782 1 :8000) 

ていた。

2号墳は直径13mで、下層の 3号墳を取り込

むように墳丘が構築されている。内部主体は横

穴式石室である。

3号墳は、直径 9.4mと推定される。内部主

体は木棺直葬の粘土椰で、木棺長198cm、幅56

~60cmを測る。主体部には副葬品がなく 、赤色

顔料が撒かれていた。このほか近世墓堀は21基

検出された。

出土遺物 辿物の総量はコンテナ箱にして6箱である。

1号墳の主体部から方格T字鏡が 1面出土した 2 調査区全景（北東から）

ほか、 2号墳から土師器（甕、壷）が、また 3

号墳からは須恵器、土師器の他、 鉄製品（鋤先、

斧、鎌、鏃）、装身具類（碧玉製管玉、ガラ

ス製小玉）等が副葬されていた。この他の追物

として近世墓の墓堀から、施釉陶器やかわらけ、

人骨等が出土した。

ま と め 当初は円墳2基と考えられていたが、調査の

結果、以上の成果を得ることができた。古墳群

の築造年代は出土した迫物から、 1号墳及び3

号墳が4世紀代、 2号墳が6世紀代前葉と考え

る。 1号墳は迫存状況が良好でなかったが、当

該地域の首長墓の系譜を考える上で重要である。 3. 1号墳方格T字鏡出土状況（東から）
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9904元岡・桑原遺跡群第14次調査 (MOT-14)
所在地 西区大字桑原字柳ヶ浦

調査原因 大学移転に伴う造成工事

調査期間 1999.4.22~7.22 

位置・環境 調査地点は博多湾の西岸、糸島半島の東側に

あたる。大原川の源泉の南西150mの位置にあ

り、東西を低位な丘陵に挟まれた北方に開く谷

部に位置する。現況は畑地で開墾の際、東側の

丘陵裾は階段状に造成し、西側は緩やかな傾斜

で、自然の状態を保っている。北側に開く谷は

幅5~lOm、奥行き50m程度の浅い谷で大原川

ヘ開く。

検出遺構 今回の調査は丘陵裾部から谷部の範囲である。

試掘調査では古代の集落が予想されていた。調

査の結果東側の丘陵斜面から径10~30cmのビッ

ト、谷部からは古代の土師器の包含隠を確認し

た。

出土遺物 古代の土師器がコンテナ 1箱分出土。

ま と め ビットは数量も少なく、企画性がない上に、

強い傾斜面に立地し、土器も少量しか出土して

いないので別の地点に集落が想定される。

調査面積 1,241m' 

担当者松村道博

処 置記録保存

1.調査地点の位置 (139 桑原西部 2782 

9933元岡・桑原遺跡群第16次調査(MOT-16)
所在 地 西区大字桑原字牛切

調査原因 大学移転に伴う造成工事

調査期間 1999.8.2~11.10 

検出遺構 丘陵裾部から谷部の範囲である。試掘課査で

ば焼土、木炭が出土し炭窯等の追跡の可能性が

予想されていた。調査の結果、焼土や古代の土

器は少景出上したが、集落や炭窯等の辿構の検

出にはいたらなかった。

出土追物 古代の土師器コンテナ 1箱

ま と め 迫物は少量で小さな破片であり、二次的堆積

と考えられ、集落は別の地点に存在するもので

あろう。
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調査面積 1,224nf 

担当者松村道博

処 置記録保存

1.調査区全景（北から）



（
 
概 要

9905那珂遺跡群第69次調査 (NAK-69)

所在地 博多区那珂1丁目590-1他

調査原因 共同住宅建設

調査期間 1999.4.8~6.28 

調査面積 1,088rrf 

担当者 長家伸

処 置記録保存

位置・環境 那珂造跡群は御笠川と那珂川に挟まれた洪積

台地の上に立地している。現況は宅地で標高は

約8.8mである。那珂井遺跡群では現在までに

弥生時代～中世にいたる猿密な遺構群が確認さ

れている。今回の申請地の西側隣地においても

掘立柱建物 ・竪穴住居跡を中心とした生活迫構

が確認されており、青銅器鋳造関係迫物を始め

として多くの追物が出土している。

検出遺構 追構が確認されたのは旧表土直下の鳥栖ロー

ム層上面で、標高は西側で8.8m、東側で8.0m

である。対象地南半を中心に削平が進んでおり、

南半分は追構がかなり欠失しているものと考え

られる。これに対して北側半分は削平が比較的

少なく辿構が浪密に分布している。

弥生時代：竪穴住居跡4棟、井戸2基、掘立

柱建物5棟以上を確認した。

迫構の配置は比較的散漫であるが、凋蒼区北

側に掘立柱建物がまとまる。後期の竪穴住居の

貼床埋め土内からは雲雷文連弧文鏡が出土して

いる。鏡は紐を中心とした内区の部分で、外区

は意図的に埋納以前に打ち割られている。
9̂’ “ • 一囀~――てと

古墳時代：竪穴住居跡14棟以上、溝1条、土 ”• "` f 
、~...

堀を確認した。
公心吃’ク．：：， 又少
2.調査区南半部全景 （北から）

1.調査地点の位濫 (37 東光寺 0085 1 :8000) 

後期に位置づけられ、竪穴住居跡の多くには

鼈が作られているが、住居廃棄時に破壊されて

いる。

奈良時代～鎌倉時代：溝3条、 井戸 1基を確

認した。

鎌倉時代の溝は居宅を囲む溝と考えられる。

これにともなう建物は不明であるが調査区から

西及び南側に区画が広がるものと考えられる。

出土 遺 物 コンテナ32箱分が出土している。

ま と め 各時代の追構が濃密に分布しているが特に住

居貼床部分から出土した漢鏡は注目される。

報告書は2001年度刊行予定である。
•4、

3.調査区北半部全景（東から）
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9906 那珂遺跡群第70次調査(NAK-70)

所在地 博多区竹下5丁目500

調査原因 共同住宅建設

調査期間 1999.4.13~5.31

位置・環境 那珂辿跡群は福岡平野を貫流する御笠川と那

珂川に挟まれた洪積台地上に立地する。本調査

区は同遺跡群の南西部に位置し、台地上部に堆

積する鳥栖ローム脳上面で迫構を確認した。そ

の標高は約9.5~9.7mを測り、辿構面は東側へ

緩く傾斜する。

検出遺構 検出した主な迫構は弥生時代後期の竪穴住居

1軒、井戸 1基、古墳時代初頭の方形周溝墓2

基、古墳時代後期の竪穴住居2軒、古墳時代と

考えられる土堀墓2基、奈良時代の溝1条であ

る。竪穴住居はいずれも迫存状況が悪く、床面

上での出土迫物は少旦であった。井戸には後期

前半の壺 ・甕10数個が数群に分れて投棄されて

いた。方形周溝墓(SX)は周溝の一部を検出し

たにとどまるが、共にコーナ一部分を確認でき

た。西側に位置するSXOOlの周溝は幅約 4~

5m、深さ約1.2mを測る。SX002の周溝は

やや小規模で、幅約2~2.5m、深さ約0.5~1 

mを測り、溝底はレベル差がある。双方の周溝

南側はほぼ同一線上に位置し、企画性を看取さ

せる。なお、墳丘盛土および主体部は後世の削

平により辿存しない。また、古墳時代と考えら

れる土壊墓は床面に礫床を設置するもので、 1

基には鉄製刀子および耳環が副葬されていた。

出土遺物 弥生土器、土師器、須恵器、鉄製品、青銅製

品等がコンテナ数にして12箱出土した。また、

SX002上庖からは滑石製子持勾玉が 1点出土

ま と め

している。

本調査区北側の第 9 次 •41次においてもほぼ

同時期の方形周溝墓が5基確認されており、該

地には墓域が形成されていたものと考えられる。

また、今回の調盃によって調査区西側にも方形

周溝墓群が拡がる可能性が高いと推定される。

調査報告書は2000年度に刊行予定である。

調査面積

担当者

処 置

339rrf 

榎本義嗣

記録保存

1.調査地点の位置 (38 塩原 0085 1 :8000) 

2．調査区東側全呆（西から）

ヽヰ量・[r―-3．井戸遺物出土状況（東から）
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概 要

9907比恵遺跡群第67次調査 (HIE-67)

所在地 博多区博多駅南6丁目81

調査原因 共同住宅建設

調査期間 1999.5.12~6.14 

調査面積 200m2 

担当者 大庭康時

処 置 記録保存

位置 ・環境 比恵追跡群は、御笠川と那珂川に挟まれた洪

積台地の、北端部分に立地する。福岡平野のほ

ぼ中央に広がる、弥生時代から古代 ・中世に及

ぶ複合辿跡である。

今回の発掘調査地点は、その南端に当たり、

浅い谷地形を挟んで那珂辿跡群と対する。中世

以前に大規模な地形改変を受けたらしく 、調査

区中程を境に西側は段落ちとなる。そのため、

東側では現地表下40~60cm程で地山面となるの

に対し、西側では180cm余り掘り下げたところ

で迫物包含層が現れ、 200cm前後で地山にいた
1.調査地点の位置 (37 東光寺 0127 1:8000) 

る。

検 出 遺構 今回の発掘調査では、古代の竪穴住居跡2棟、

掘立柱建物跡1棟、奈良時代の溝1条、古墳時

代？の井戸 1基、土坑 ・柱穴多数を検出するこ

とができた。竪穴住居跡の 2軒は重複しており、

立て替えの可能性がある。ともに調査区外に延

びており、その規模を確認することはできなかっ

た。掘立柱建物跡は 1間X2間分を確認したが、

調査区外に延びている可能性が高く 、全容を知

り得なかった。柱穴は多数検出しているので、

さらに数棟の掘立柱建物跡を復元することは可

能だろう。奈良時代の溝は、調査区の東半部か 2 調査区北東部全景（南から）

ら検出したもので、南北方向を示している。こ

の他、西半部より、時期不明の堀状の溝を検出

している。

出土 遺物 出土迫物は、弥生土器 ・土師器・須恵器がほ

とんどで、石器の類、中世以後の辿物は皆無で

あった。コンテナ 6箱分が出土した。

ま と め 本調査地点では、その立地から見て集落の縁

辺部と言える。ただし、調査区の西半分が早い

段階で削られており、溝と集落との関係など不

明瞭な部分を多く残してしまった。今後の整理 ・

検討を通じて明らかにしたい。
‘~ .. 

3.古墳時代（？）井戸完堀状況
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9908吉塚遺跡群第7次調査 (YSZ-7)

所在地 博多区吉塚3丁目355番6他

調査原因共同住宅建設

調査期間 1999.4.12~5.29 

調査面積 145m2 

担 当 者 久住猛雄

処 置記録保存

位醤・環境 吉塚遺跡群は、博多湾岸に幾重にも連なる砂

丘列の最後列の古砂丘上に立地する。西の海岸

側の次の砂丘には堅粕遺跡群があり、南東は後

背湿地となっている。迫跡群の東側で調査地の

南側には、平安時代初期建立の薬師如来像のあ

る東光院がある。本調査地は迫跡想定範囲の北

東端にあり、現在の標高は4.0m前後である。

検出遺構 現地表下70~90cm下で古墳時代から古代の迫

物包含僭に達し（ここで一部追構が検出可能）、

これを除いた地表下90~110cmで淡黄褐色の砂

丘面となり、造構を検出した。追構は非常に濃

密で、重複が著しく、砂丘面が露出しているの

は調査区の 2割に満たない。辿構には、井戸2

基の他、大小の土堀多数、きわめて多数の柱穴

群がある。迫構の時期は奈良時代前後が主体を

なすようだが、古墳時代前期 ・中期 ・後期、飛

鳥時代、平安時代と連綿とみられ、 12世紀頃ま

で存在する。

出土遺物 出土迫物は面積のわり にやや多量で、総醤で

パンケース30箱強出土した。古墳時代～古代の

土師器 ・須恵器を主体とするが、瓦器・黒色土

器 ・白磁などの輸入陶磁器、鉄製品などがある。

また古墳時代の陶質土器や滑石製勾玉も出士し

た。なお、飛鳥～奈良時代の土師器の甕などに

は、外面タタキ整形の個体が多く出土している

のが特色である。

ま と め 以上のように今回の調査地点では、迫構が濃

密に検出され、しかも古墳時代から奈良時代に

かけては、間断なく集落が営まれたことが明ら

かとなった。この付近は当時の吉塚沿跡の集落

の中心的な部分の可能性もあり、追跡範囲の再

検討と合わせ、今後の周辺の調蓋や試掘には十

分な注意が必要である。 報告書は2001年刊行

予定である。

1.調査地点位置図 (35 吉塚 0123 1 :8000) 

2.第 l区（南半区）全景（西から）

士、
•a ”~ ~̀ 
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て’’

--―,9 .n ,... 「＇ ’m二~99•―3.第 l|区 （北半区）全景（北から）
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概 要

9909野方久保遺跡第 5次調査 (NKU-5)

所在地 西区野方1丁目128-1他

調査原因道路建設

調査期間 1999.4.13~5.22 

調査面積 129.0rrf 

担当者 大塚紀宜

処 置記録保存

位躍・環境 調査区は十郎川東岸に面した微高地の北端に

あたり、遺跡群全体の北側になる。調査区北側

は灰色砂質土が堆積して河川となり、南側はシ

ルト謄が堆積して台地端部の様相を呈する。

検出遺構 調査区北側では地表下70cmで灰黒色シルト層

に達し、その上面で辿構面となる。検出遺構は

竪穴住居跡2基、溝、土堀、柱穴で、古墳時代

中期以降とみられる。追構面が切り込む造物包

含層はシルト、粗砂が堆積して構成され、自然

流路が位置していたと見られる。調査区南側は

灰白色シルト層上面を追構面とし、検出した辿

構は柱穴、土堀、渦を中心としている。追構密

度は高いが、建物の配腔構成は不明である。調

査区南端部分では迫構密度は低くなる。

出土遺物 出土追物は弥生時代中期初頭～前半と、古墳

時代初頭～前半の土器を主とし、縄文、中世の

各逍物も検出する。追構内からの迫物は磨耗が

進んだものが多く、包含屑内の士器に破片の大

きなものが多い。追物総屈はパンケースで10箱

相当になる。

ま と め 北側の自然流路は以前調査された牟多田迫跡

に連続するものとみられ、時期的にも符合する。

調査区南側の遺構群は北側住居跡などのレベル 2 調査区全景（北から）

1.調査地点の位置 (91 橋本 0389 1 :8000) 

比からみて古墳時代中期以降と考えられるが、

古い時期の遺構も含まれると思われる。縄文時

代の遺物が出土するが、これに伴う遺構は検出

されず、流れ込みであろう。

報告書は平成12年度刊行予定。

3. A区全景（南東から）
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9910福岡城跡第43次調査 (FUE-43)

所在地 中央区城内1-1

調査原因確認調査

調査期間 1999.4.22~2000.3.15 

調査面積 3,088rrf 

担当者 塩屋勝利池崎譲二

処 置盛土保存

位置・環境 国指定史跡福岡城跡（舞鶴公園）内に所在した K-1 

鴻腿館跡の全容解明を目的とした確認調蓋であ

る。鴻腿館跡関連調査では第15次となる。平和

台野球場南側半分の調査を第w期調査とし、平

成11年度は南西部分1/4、（野球場のバックス

クリーンから右中間付近）を対象とした。

調査槻要 バックホーで平和台野球建設時の盛り土であ

るスタンド部分、野球場解体時の埋土であるグ

ランド部分の除去を先行して実施し、以下を人

カで精査した。

この結果、調査区を南北に分ける谷の存在が

明らかになった。この谷は奈良時代に埋立等に

よって堀に仕立てられ、また南北をつなぐ陸橋

状の築堤も造られている。この堀は鴻随館廃絶

後自然に埋没し、中世末期には池となり、最終

1.調査地点の位置 (60 舞鶴 0192 1 :8000) 

的には福岡城築城時に埋め立てられ平坦面となっ F̀  

た。

検出遺構 奈良時代の大規模な埋立造成が確認された。

鴻腫館第I1期の北側建物区画（布掘り掘立柱列）

が35mにわたって検出された。その他、2X3間

の掘立柱建物、柱穴、ゴミ穴、瓦溜まり等があ

る。

スタンド部分では旧陸軍24連隊の被服庫、武 2中世末池状遺構瓦出土状況 （北から）

器庫3棟の基礎も良好に残っていた

出土遺物 中世末期の池から大醤の鴻随館関係瓦、陶磁

器が出土した。このなかには中世後半期の陶磁

器も多数出土している。また、堀にも大塁の瓦

が廃棄され、ここから丸柄、イスラム陶器、鬼

瓦、滑石製陽物が出土している。鴻腿館の廃絶

時期を示す11世紀半ばの焼土屑から「綱」銘墨

青白磁も出土した。

ま と め 堀で南側建物群は画されていることが明らか

になり、さらに陸橋の存在、堀北側の瓦出土状

況から、堀北側にも別区画の鴻腿館関係建物の
、マー，山冒・ "".' .,'̀-、 ． ．畜をふ心9

存在する可能性が高くなった。 3.調査区西半部遺構検出状況（南から）
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概 要

9912比恵遺跡群第68次調査 (HIE-68)

所在地 博多区博多駅南3丁目3-33

調査原因 共同住宅建設

調査期間 1999.5.17~6.18 

調査面積 284rrf 

担当者山崎龍雄

処 濫記録保存

位置・環境 調査地は那珂川沿いを北に伸びる低丘陵上に

所在する比恵遺跡群の北側に位置する。地点は

低丘陵の先端部に位置し、浅い谷が北から入り

込み、低地部では河川跡が、高所部では弥生時

代の甕棺墓や貯蔵穴 ・住居跡群等が検出されて

いる。調査地点の標高は地表面で約5.5mを測

る。

検出遺構 廃土処理の関係から、西側半分を I区、東側

半分をI1区として調鉦を行った。試掘結果から、

辿構面が深いことが予想されたので、境界から

十分な引きをとって調査区を設定した。

I区逍構面までの深さは 2~2.5mと深く 、

辿構面は明赤褐色のロ ーム粘土である。撹乱が

ひどく 、辿構はまったく確認できなかった。

II区 こちらも撹乱を受けていたが、かろうじ

て調査区中央部で約5X4.5mの範囲で本来の

遺構面を確認した。この追構面までの深さは0.

7m程である。この面で、幅2~2.5mを測る溝

(SDOl) 1条と、 北西側境界地で弥生時代前期

と思われる円形の竪穴住居跡の一部を確認した。

円形住居跡の直径は約7mと予想される。こ

の住居跡は東に隣接する第25次調査区に続くと

思われる。

出土迫物 主に溝SDOlからコンテナ 9箱分が出土 した。

弥生時代から近代にかけての迫物がある。弥生

時代の石器 ・土器、古墳時代の土師器、須恵器、

中世の土器 ・陶磁器、近世以降の陶磁器 ・瓦類・

ガラス製品 ・木製品 ・金属製品などである。

ま と め 調査地点は撹乱を受けており辿構の残りはき

わめて不良であった。ただし、わずかに残った

辿構から、当地点にも弥生時代の竪穴住居跡が

確認されたので、周辺のこれまでの調査例から

みて当該期集落遺構が存在したのであろう。

1.調査地点の位置 (37東光寺 0127 1/8000) 

2. II区調査区全景（東から）

’?•. -ヘ
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占、、』． 芳・・-. • ••9 

心、，．ヽ•r.-、·. -<"•入、—~ -̀9 , ．． 翌さべな．な~ゞゞさぞ,._,;-· . -+. 

3. II区で検出した円形竪穴住居跡（東から）
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9913 博多遺跡群第115次調査 (HKT-115) 
所在地

調査原因

調査期間

博多区店屋町34• 35 • 77 

共同住宅建築

99.5.13~99.10.26 

調査面積

担当者

処 置

601m2 

屋山洋

記録保存

検出 道 構

位置 ・環境 博多遺跡群を形成する南北2つの砂丘のうち、

内陸側にある博多浜の北西部に位置する。本調

査地点は砂丘が西の那珂川に向かって傾斜する

斜面上に位置するものの、調査区内では逆に西

側がやや高くなっており、砂丘の突端部に高ま

りがあった可能性がある。周辺の調査では13~

15世紀の鋳造関係などの追物が多く出土してお

り、多くの工房が存在したものと考えられる。

古墳時代～10世紀については追物は出上する

ものの、辿構はほとんど確認できなかった。 11

世紀以降は迫構の数が増え、井戸 ・溝・土壊 ・

柱穴・道路等を確認した。柱穴迫構は多く出土

したがその中で根石を使用した4間以上の建物

を確認した。その他の建物は小規模な工房跡と

思われ、焼土と共にガラス堪渦や銅滓が出土し

ている。また東側の39次調査区から延びる道路

面も確認できた。

出土 遺 物 出土追物は上器 ・陶磁器がコンテナ190箱。

獣骨14箱、石製品1箱。鉄（鉄滓・銅滓を含む）

製品6箱を数える。弥生時代後期の甕棺片が最

も古く 、二重口縁壺なども出土している。輸入

陶磁器は11世紀の越州窯系から出上し始め11世

紀後半からは多量に出土するものの13世紀後半

に激減する。骨製品は弾 ・薯が出土している。

これらの原材料と思われる牛 ・鹿の骨片も井戸

などから出土している。

調益区から弥生末の甕棺と古墳初頚の二重口

縁壺が出土しており墓域が存在した可能性があ

る。中世から近世にかけてはガラス ・骨製品 ・

鉄製品 ・人形等の生産に関連した辿物が多く出

土しており雑多な工房が集中していたと思われ

ま と め

1.調査地点の位置 (49 天神 0121 1 :8000) 

2.調査区全景（北から）

る。

3.土壊内獣骨出土状況
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概 要

9914有田遺跡群第192次調査 (ART-192)

所在地 早良区有田 2丁目13-3 

調査原因 専用住宅建築

調査期間 1999.5.10~5.19 

調査面積 73m2 

担当者 米倉秀紀 ・蔵冨士寛

処 置記録保存

位置・ 環境 当調査地は有田台地の最高所に位置し、現況

における追跡の標高は13m程である。遺構は現

地表下ー30cmの橙色ロ ーム（鳥栖ローム）上で

検出した。

検出 遺 構 中世後半 ：溝3条

その他時期不明のピット群

出土 遺 物 中世陶磁器や土師器、須恵器などが出土した。

遺物の最は少なく、コンテナ 1/4箱にも満た

ない。

ま と め 当次調査の成果としては、100次調査時に検

出されていた中世後半代 (16世紀前半）におけ

る濠状追構の続きを検出したことが挙げられる。

なお、報告書は2000年に『有田 ・小田部35』

第657集として刊行している。

1.調査地点の位置 (82 原 0309 1 : 8000) 

I
>
‘~ 

2.調査区東半 （南から）

心や
“苓ニ←・

3.調査区西半（北から）
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9915立花寺B遺跡第 6次調査 (RGB-6)

所在地 博多区西月隈4丁目910-1• 944他 調査面積 5,884.7rrf 

調査原因 都市高速JCT建設 担当者 田上勇一郎

調査期間 1999.4.21~2000.3.24 処 置記録保存

位置・環境 調査地点は福岡平野の東南部、御笠川中流東

岸の微高地上に位置し、現標高は11~13m。こ

れまで5回の調歪がおこなわれ、平安時代の官

衛的施設、中世の集落などが検出されている。

遺構検出面の標高は9~10mである。

検出 遺 構 A-1区では、上面で、古代の溝、土墟墓、

井戸を検出した。 下面では古墳時代中期の竪穴

住居30軒、掘立柱建物 1棟、河川、溝などを検

出した。

A-2区では古代の掘立柱建物3棟、溝、土

堀などを検出した。 B区では古代から中世の井

戸、溝、柱列などを検出した。 C区では上面で

古代から中世の溝、土堀、井戸などを、下面で

古墳時代と思われる掘立柱建物5棟と河川を検

出した。

出土 遺 物 出土辿物はコンテナケース150箱分。古墳時

代の出土遺物は土師器甕 ・甑 ・椀 ・高杯、須恵

器杯・甕 ・高杯、子持勾玉5点、滑石製臼玉、

紡錘車など。須恵器は小田編年 IB期で、 5世

紀後半から 6世紀初頭にあたる。古代から中世

の造物は土師器杯、椀、須恵器杯、甕、黒色土

器、青磁、白磁などがある。 C区で I田Jとい

う字が書かれた墨書須恵器が出土している。

ま と め 今回の調査ではこれまであまり知られていな

かった古墳時代中期の集落が検出され、当時の

集落立地を考える上で貴璽な発見例となった。

竪穴住居は方形4本柱である。窟が存在したと

思われるが、いずれも残存状況が悪く 、構造を

検出できなかった。河川からは多磁の土師器 ・

須恵器のほか、子持勾玉が出土し、水辺での祭

祀が想定される。

古代 ・中世は井戸、建物等が検出されたが、

中心地からははずれた部分であると考えられる。

報告書は2001年度刊行の予定である。
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1.調査地点の位置 (11 金隈 2626 1 : 8000) 

2. A-2区、 B区全呆（南から）

3. A-1区下庖全景（北東から）
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概 要

9916雑銅隈遺跡群第11次調査 (ZSK-11)

所在地 博多区昭南町1丁目36

調査原因専用住宅建築

調査期間 1999.5.24~ 1999.6.3 

位置・環境 雑餡隈迫跡群は福岡市の南端に位置している。

周辺には麦野A・ B • C迫跡、南八幡迫跡など

が展開している。これらの迫跡群は近接する舌

状台地上に点在するが、その地形的な境界は現

在のところ判然としない。調査区一帯の標高は

2lm前後を測る。

検出遺構 調査は約60面の狭い面積ではあったが、 9世

紀初頭から前半頃の竪穴住居3軒、土堀墓1基、

ビット群を検出した。住居は一辺が 3.2m前後

を測り、検出面からの深さは30cm前後を測る。

住居南西端に張り出し部を設け、白色粘土で窟

を形成する。恋は住居廃絶時に基底部を残して

破壊されていた。周辺で調査された同時期の住

居と同じく 、住居床面上からは柱穴は検出され

ない。土横募は1.3mX0.9mの長方形を呈し、

深さは検出面から30cm前後を測る。出土辿物か

ら中世の時期が考えられる。

出土遺物 迫物は土師器 ・須恵器 ・貿易陶磁などがコン

テナケース 4箱分が出土した。周辺の凋査成果

から旧石器時代・弥生時代に属する追構 ・迫物

の検出も予想されたが、本調蓋地点からの出土

はなかった。

ま と め 雑餡隈追跡周辺に位置する麦野迫跡群 ・南八

幡追跡では 8世紀後半の竪穴住居が約 190軒ほ

ど検出されており、大規模な集落が想定される。

麦野A追跡第7次調査では郡衛規模の施設と考

えられる辿構が検出されており、今後の調査で

の周辺の様相解明に期待される。

調査面積 60面

担当者 本田浩二郎

処 置記録保存

1.調査地点の位置 (13 雑飴隈 0054 1 :8000) 

2.調査区全呆（南から）

, __、翠墨疇濯吐豆:
3.住居検出状況（西から）
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9917 博多遺跡群第116次調査 (HKT-116) 

所在地

調査原因

調査期間

博多追跡群は福岡平野の博多湾岸に位置し、

那珂川と御笠川（石堂川）の河口に挟まれた三

角州平野上に形成される追跡群である。本調査

地点は博多迫跡群の二つの砂丘のうち北側の砂

丘上の西南側に位置する。周辺の調鉦成果をも

とに現地表面から 2m前後の深さで堆禎する近

代から現代までの整地層を除去した後、調査に

着手した。追構面は合計3面が確認され、第1

面が暗褐色土層面で標高は3m前後、第2面が

褐色祖砂層で標高は 2.5m前後を測る。第3面

は調査区内の一部で確認にされた遺構面で標高

は2.2m前後の黄褐色租砂層面である。

検出遺構 調査の結果、中世期中頃の14世紀後半から近

世までの辿構 ・追物が検出された。迫構の時期

は15世紀代のものが最も多く検出され、この時

期には付近一帯が居住地として利用されていた

ことが分かる。博多辿跡群北部に位置する本調

査区付近は12世紀頃に陸地化したと考えられて

おり、13世紀以降に集落などが営まれたと推測

されている。今回の調査結果はこの推側を裏付

けるものである。検出された迫構は井戸 ・石組

辿構 ・方形竪穴辿構 ・掘立柱建物などがある。

井戸は井戸枠として瓦を使用しているものと桶

などの有機質のものを使用しているものに分け

られる。石組辿構は3基が検出され、1甚から

は28枚の士師器皿が出土した。

出土遺物 迫物はコンテナケースで96箱程度が出土した。

辿物としては土師器、青磁 ・白磁などの貿易陶

磁器、国産陶器などがある。

今回の調鉦では14世紀から17世紀代までの集

落迫跡に伴う追構 ・迫物が検出された。

なお、報告書は2000年度刊行予定である。

位置・環境

ま と め

博多区奈良屋町2-12他

社屋建築

1999.6.1 ~9.24 

調査面積

担当者

処 置

430m2 

本田浩二郎

記録保存

1.調査地点の位置 (48 千代博多 0121 1:8000) 

2.調査第 1面全景（東から）

3.調査第2面全景（東から）
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本 報 告

9918 
所在地

調査要因

調査期間

野芥遺跡群第9次調査
早良区野芥5丁目268-1

病院増築

1999.5.24~5.26 

調査面積

担当者

処 置

(NKE-9) 

29面

米倉秀紀 ・蔵冨士寛

記録保存

位置と環境 野芥追跡群は油山丘陵の裾部に広がる遺跡

群であるが、当調壺地はその南東側に位置する。

病院の増築に伴 う小規模調蒼で、面積は29m勺ま

検出遺構

出土迫物

ま と め

どである。

ピッ ト群

なし

ビットのうちのいくつかには、径10cmほどの

柱痕跡が認められた。追物の出土は全くなく、

辿構の所属時期は不明。

口＿口

＼ 

LJ 油山病院

4.調査場所(1/200)

a 10m 
9 9 ’ 

←--
4m 

1.調査地点の位置 (84

5 

上｀烹翠
野芥 0319 1 :8000) 

..l. 
2.調査区全景(1)（西から）

5.遺構配置図 (1/100)
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9919 博多遺跡第117次調査 (HKT-117) 

所 在地

調査原因

調査期間

ま と め

博多区冷泉町83• 84番地

共同住宅建築

1999.6.7 ~9.27 

位羅・環境 調壺地は、迫跡群南半の博多浜砂丘第 1列北

西部の北斜面に若干下る部分にあたる。現地表

の標高は 5.6m前後である。西50mには櫛田神

社がある。 118次地点は南に接する。

検出 遺 構 都合上、反転調査となり、西半を I区、東半

をII区とした。現地表下ー 2m前後までは、近

世末期以降の撹乱や客土が著しい。 I区は現地

表下より ー2.2mで第1面とした（標高3.3~ 
3.4m)。12世紀後半の整地面がある。第 1面の

検出追構は12~14世紀が主体。第 2面は古代前

期の砂丘面とし、標高3.2~3.0m前後。検出遺

構は古代前期もあるが、古代末～中世前期 (11

~13世紀）が多い。南側は井戸の重複が著しい。

井戸側は判明分は全て桶組。北側では東西大溝

を検出。第3面は砂丘中にだめ押しで設定。古

墳時代前期 ・古代の柱穴 ・土堀を検出。

II区は第 1面を標高3.4m前後とした。 12~

14世紀の追構を検出。追構はきわめて濃密で整

地層との区別が困難な部分あり。南側は近世後

期の廃棄土堀が重複し、19世紀前半の大型土堀

からは博多人形片が多く出土した。第2面は標

高3.2~3.lmの古墳時代砂丘面に設定し、古墳

前期の土堀 ・竪穴住居、古代前期および11~13

世紀の追構を検出。 I区と同様、 11~13世紀の

迫構が濃密だが、井戸は少ない。

出土 遺 物 パンケース80箱前後の総鼠。古墳前期の古式

土師器、古代の須恵器 ・土師器、 11~14世紀の

輸入陶磁器 ・土師器 ・瓦器 ・国産陶器 ・瓦 ・鉄

製品 ・ガラス ・堪禍 ・獣骨など、近世後期の陶

磁器 ・素焼士器 ・瓦質土器 ・人形などがある。

迫構・辿物の主体は11世紀後半～13世紀で、

この時期の遺構の重複が著しい。 一方14世紀以

降は逍構・追物が激減する傾向にある。

報告書は2000年度刊行予定である。

調査面積

担当者

処 濫

365m2 

久住猛雄

記録保存

1.調査地点位置図 (49天神 0121 1:8000) 

2. I区（西半区）第2面全景（西から）

ヽヽ

----
＼ 
.; . --~. 
ヽ ＇、~ハ

fSS..-.. 
3. II区（東半区）第2面全景（北から）
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概 要

9920中山遺跡第 1次調査 (NAY-1)

所在地 早良区早良 l丁目 ・大字西地区 調査面稜 7483.24nf

調査原因圃場整備 担当者大塚紀宜

調査期間 1999.6.22~2000.3.8 処 濫 記録保存

位置・環境 室見川上流域東側に開けた盆地内の、馬立山

西側に位置する低位段丘及び扇状地上に位置す

る。現況は全域が水田で、全体に北から南へ緩

く傾斜する。標高は65~90mになる。

検出 遺 構 調査対象区は12区に分散する。 1区では焼士

坑、土坑、溝、柱穴などの集落跡と見られる迫

構を検出する。 2区では半地下式炭窯を検出し、

焼土堀、柱穴等もみられる。 4区では焼土壊、

溝を検出するが、川際で辿構密度は低い。 5.

6区では柱穴、溝、焼土堀を検出し、縄文前期

～後期の追物も検出される。 8• 9区では焼土

堀、ビットを検出したが山際に位置し、辿構密

度も低い。 10区では高い密度で追構が検出され、

柱穴、土堀と半地下式炭窯を検出する。 11• 12 

区では水田の開発に伴う土石の廃棄土堀が検出

される。

出土遺物 各区とも出土迫物は少縁で、縄文 ・中世の迫

物を主とする。炭窯、焼土堀内の出士追物はほ

とんどなく、他の迫構からの出土辿物も少ない。

辿物総星はパンケース20箱相当である。

ま と め 全体を通じて、溝、柱穴をはじめとする集落

に関連する追構と、焼土堀や炭窯等の生産遺構

が出土している。焼上堀、炭窯は調蒼区全域で 2. 2区半地下式炭窯（南東から）

検出され、水田が開発される以前の山林を利用

した操業で、製造した炭の消黄先として近隣の

製鉄迫跡との関連が伺われる。

報告書は2000年度刊行予定。

1.調査地点の位置 （早良17 内野 0806 1 :8000) 

3. 10区半地下式炭窯（西から）
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9921箱崎遺跡第18次調査 (HKZ-18)

所在地 東区馬出 5丁目470

調査原因 共同住宅建築

調査期間 1999.6.14~9.28

位置・環境 箱崎遣跡は博多湾岸に形成された南北方向の

古砂丘上に立地する。本調査区は造跡南側の西

側緩斜面に位置し、標高約2.6~2.9mを測る黄

褐色砂層上面で迫構を確認した。道路を隔てた

調査区北側には筈崎宮が鎮座している。

検出遺構 検出した辿構は中世の井戸、 土堀、溝、埋葬

辿構、 ピットである。井戸の大半は11世紀後半

から12世紀後半の所産で、調査区南側において

20数基が重複して検出された。井箇を確認し得

たものは全て木桶を用いている。土堀は12世紀

後半から13世紀代および近世に属する。 12世紀

後半代の陶磁器を廃棄したものや偏平な礫数個

を底面に据えたものが確認できた。溝状遺構は

10数状を検出した。幅数10cmを測る小規模なも

のが大半であるが、調蒼区北側で確認した東西

ガ向の溝3条は幅約 2m、深さ約 lmを測り、

14世紀末から15世紀代にかけて規模を縮小させ

ながら、重複して掘り直しを行なっている。両

端部ともに調査区外に延伸するが、現況での長

さは約40mにおよび、覆土からは瓦の出土が目

立つ。また、埋葬遺構として13世紀代の木棺墓

1基を検出した。士師器小皿数点を供献する。

出土遺物 迫物はコンテナ数にして45箱が出土した。 土

師器、 瓦器、須恵質土器、瓦質土器、国産陶器、

輸入陶磁器、滑石製品、瓦、 銭貨等がある。

ま と め 検出した井戸の時期から該地では11世紀後半

に集落の形成が開始されるものと考えられる。

また、その重複状況から定型化した集落が継続

して営まれたものと推測される。上述した溝は

その規模や出土瓦から寺社の区画に用い られた

可能性を有するが、溝内部の建物等については

今回の調査では明確にできなっかった。

詞査報告書は2000年度に刊行予定である。
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調査面積 920 rrf 

担当者 榎本義嗣

処 置記録保存

1.調査地点の位置 (34 箱崎 2639 1 :8000) 

ダ・.

2.調査区北側全景（東から）

— , 
3.調査区南側全景（南から）
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概 要

9922下月隈C遺跡第 5次調査 (SHC-5) 

所在地 博多区月隈4丁目地内

調査原因 空港整備事業（調節池建設）

調査期間 1999.4.8~2000.3.30 

調査面積

担当者

処置

12,000 rrf 

瀧本正志

記録保存

位謹・環境 調査地周辺は、福岡平野東辺部を北流する御

笠川の沖積作用によって形成された低地で、東

を月隈丘陵、西を春日丘陵に挟まれている。調

査は、福岡空港の南側に調節池 (80,000rrlりを

建設するのに先立ち、10年度から 5カ年計画で

実施している第2年次にあたる。初年度調査で

は、縄文時代末期～鎌倉時代の水田、集落、河

川などの外、多量の木製品が出土した。特に弥

生時代後期の高床式建物部材の集中的出士は注

目される。

検出遺構 検出した造構の主な時代は、縄文時代終末期

～弥生時代初頭、弥生時代中期、弥生時代後期、

古墳時代、奈良時代、鎌倉時代の6時期である。

縄文時代終末期～弥生時代は、河川、 水田、堰、

柵と掘立柱建物からなる集落 • 生産遺跡である。

古墳時代では河川と水田、奈良時代では水EE1、

鎌倉時代では井戸、掘立柱建物、士堀墓が検出

された。

奈良時代の水田は、坪を区画する巾 lmほど

の畦畔と坪内を区画する巾30cmほどの畦畔によ

り整然と区画されている。これに対して、古墳

時代の水田は、大小の畦畔で区画されているも

のの、極めて不整形な平面形を呈している。

出土遺物 縄文時代終末期～中世の土器、陶器、磁器、

石器がコンテナに182箱、弥生時代の股耕具、

建築部材、 履、楽器などが93点出土した。特に、

縄文時代終末期の河川からは、良好な状態で祭

祀土器や農耕木製品が出土している。楽器は、

わが国で最大の長さが復元できる琴である。

ま と め 前年調査では、調査地周辺における低地への

進出が弥生時代の極めて早い段階から行われて

いたこ とを示唆する資料を得た。今調査ではそ

の考えに間違いがない裏付けを得ることができ

た。

調査報告書は2002年度に刊行予定である。

1.調査地点の位置 (10 下月隈 2625 1 :8000) 

2.調査区 （古墳時代）全景（東から）

3.調査区 （奈良時代） 全景（東から）
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9923 元岡・桑原遺跡群第15次調査

所在地

調査原因

調査期間

西区大字桑原字履形

大学移転に伴う造成工事

1999.6.11 ~9.28 

調査面積

担当者

処置

(MOT-15) 

2,754nf 

吉留秀敏

記録保存（一部盛土保存）

位濫・環境 追跡は福岡市の西端、糸島半島東部の山間に

ある。調査対象地は小河川である大原川北岸の

低地と小谷の前面部分である。標高は12~22m

を測る。なお、西側に接する12次調査地点は奈

良時代前半期の大規模な製鉄炉群が検出された。

検出遺構 検出辿構は、古墳時代前期の土堀、古代末～

中世前期の水田辿構がある。土堀は湧水点にあ

り、杭列を伴う。土器、木製膜耕具が少量出上

した。水田追構は畝畦、泄、石垣、杭列などが

ある。畝畦は水田床面での確認である。田面は

50~80rrr l小規模で、 11面を検出した。なお、

水田床面下には古墳時から古代の迫物包含屑が

あり、 12次調査区に近い包含圏の下部から木簡

1点が出土した。

迫物はコンテナケースで80箱ある。水田関連

辿構から上師器、輸入陶磁器、石製品、木製品

などがある。また、包含層からは製鉄に関連す

る鉄滓、炉壁と土師器、須恵器などが出土した。

他に旧石器、縄文、弥生時代から古墳時代の

迫物も少屈出土している。

古代包含恩から出土した木簡は折敷底板を転

用したもので、片面に三行約70文字が読みとれ

る。その内容は、古代の 「解除（祓）」に関連す

るものであり、出土状況から、大規模な製鉄事

業の開始に関わる儀礼に伴うものとみ られた

（「木簡研究』 22)。これは律令初期に地方で行

われた祭儀に係る重要な資料となるものである。

出土遺物

ま と め

2.調査区全景（東から）
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概 要

9924有田遺跡群第193次調査 (ART-193)
所在地 早良区小田部1丁目393

調査要因 専用住宅建築

調査期間 1999.6.14~6.16 

調査面積 9m2 

担当者 米倉秀紀 ・蔵冨土寛

処 置記録保存

位置・環境 有田台地の北側に位置し、北方へ開析する谷

の谷頭付近に位置する。現況における追跡の標

高は 7m程で、追構は表士下60cmの橙色ローム

上で検出される。

検出 遺 構 ピッ ト2

溝1

出土 遺物 中 ・近世の陶磁器などが若干箪出土。

ま と め いずれの追構も迫物を伴わず、時期不明。

なお、報告書は『有田 ・小田部35』第657集

として2000年3月に刊行された。 1.調査地点の位置 (82 原 0309 1 :8000) 

9929有田遺跡第194次調査 (ART-194)
所在地 早良区南庄3丁目181

調査原因 農機具倉庫建築

調査期間 1999.7.27~8.12 

位置 ・環境 調査地点は八つ手状を呈する有田台地の北端

部近くに位置する。北側50mの地点では竪穴式

石室を持つ小型の円墳などが見つかっており、 OO 

東側の隣接地では弥生時代の円形住居が発見さ

れている。

検 出 遺構 弥生時代中期後半の円形住居の一部と、古墳

時代後期のかまどをもった方形住居を発見した。

古墳時代の住居は一辺5.5mと大きい。かまどは

地山削り出しで基部を作り、その上に白色粘土

で構築したものと考えられる。また、かまどの

東側には、この時期には珍しく 、貯蔵用と考え

られる土壊があった。他にはピットを検出した。

出土 遺 物 出土迫物は少なく 、弥生土器・石器・土師器・須

恵器がコンテナ箱2箱分が出土したのみである。

ま と め 今回の調査では、弥生時代中期の住居跡と、

古墳時代の住居跡を検出し、有田遺跡の北端部

の集落の状況を明らかにした。

なお、報告書は2001年度以降に刊行予定。

調査面積 78m2 

担当者 米倉秀紀

処 謳 記録保存

•一→—

1.調査地点の位置 (82 原 0309 1 :8000) 

2.調査区全景（南から）
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9925比恵遺跡群第69次調査 (HIE-69)

所在地 博多区博多駅南5丁目109

調査原因 共同住宅建築

調査期間 1999.6.28~7.15 

位置・環境 那珂迫跡群は御笠川と那珂川に挟まれた洪積

台地の上に立地している。現況は宅地で標高は

約6mである。今回の申請地の東側道路部分及

びテニスコート部分でも弥生時代の住居跡・貯

蔵穴•井戸等の生活迫構や甕棺墓等の埋葬遺構

及び古墳時代～古代の生活迫構と官衛的施設と

考えられる倉庫群 ・柵が確認されている。

検出遺構 今回の調査地点で迫構が確認されたのは旧表

土直下の鳥栖ローム層上面で、標高は約5.8m 

であるが、戦前からの区画整理による地下げの

ため辿構がかなり消失しているものと考えられ

る。追構は弥生時代前期後半～中期前半の貯蔵

穴9基、弥生時代後期の井戸2甚、時期不明の

柱穴を確認した。

出土 造物 辿物は総量でコンテナ 9箱分出土している。

井戸からは祭祀に伴う遺物がほぼ完形で底面か

ら出土している。貯蔵穴からは弥生土器破片と

ともに麿製石鏃が1点出土している。また時期

は不明確であるが貯蔵穴を切るピットから辰砂

が極少徽出土している。磨りつぶす以前の鉱物

の状態で出土は県内では4例目、比恵辿跡群内

では 2例目である。

ま と め 今回の調査で、貯蔵穴群が8次調鉦地点から

さらに西側に広がることが確認された。また辰

砂粒の出土により比恵辿跡群内で辰砂の流入が

比較的潤沢であったことが想定できる。

報告書は2001年に刊行予定である。
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調査面積 150m2 

担当者 長家伸

処 置記録保存

¥9鬱瓢麟
1.調査地点の位濫 (37 東光寺 0127 1 :8000) 

~ 

2.調査区西半分全景（東から）

—•a I 

3.貯蔵穴土層断面（北東から）
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概 要

9926鋤崎古墳群8-5号墳 (SKZ-8-5)

所在地 西区今宿青木421-4他

調査原因社屋建設

調査期間 1999.6.21 ~7.29 

調査面積 290m2 （古墳1基）

担当者 米倉秀紀 ・蔵富士寛

処 置記録保存

位置・環境 当古墳は鋤崎古墳（前方後円墳）の南東側、

すでに調査を行ったA群の南側に位置する。福

岡市文化財分布地図ではB群は4基の古墳から

なるが、今回調査を行った古墳は、分布地図に

なく、 5号墳の名前を付した。ただし、 3• 4 

号墳は現地では確認できなかった。

検出遺構 古墳は谷底から約10mの高さにあり、東向き

の斜面上に立地している。古墳は直径約8mの

円墳で、東側はすでに墳丘が流出している。古

墳の高さは現存で約lmを測る。主体部は両袖

横穴式石室で、斜面と平行に南側に開口してい

る。玄室は1.8X 1.8mの方形プランである。羨

道部は東側壁と天井をすべて喪失している。西

側壁は長さ2.4mを測る。羨道部からはそのま

ま墓道につながる。墓道は地山を断面台形に掘

削して作られている。 墓道は長く、最後に斜面

を東に下って谷底にいたっている。この斜面に

平面長方形の石を5段埋設して階段を作ってい

た。この墓道（墓道1)とは別に 2本の墓道が

検出された。 1本は墓道1の西側（山側）にあ

る墓道（墓道2)で、途中で墓道1とつながっ

ている。もう 1本は石室の羨道部東壁を壊した

部分から斜面を下っている墓道（墓道3)で、

羨道部床面と墳丘の一部を掘り込んでいる。

出土迫物 石室内からはガラス玉1点と鉄製品、羨道部

からガラス勾玉1点、ガラス玉 l点、鉄鏃3点、

土器片、墓道1から石製勾玉1点と土器群、鉄

滓が、墓道3からはガラス玉1点と上器群が出

士した。また墓道1の平坦面と階段状辿構の上

下から多くの完形土器群が出土した。

ま と め 以上のように当古墳は古墳時代の葬送儀礼を

考える上で貴重な資料と言える。

報告書は2001年度に刊行予定。

1.調査地点の位置 (112 今宿 0631 1 :8000) 

2.調査区全景 （東から）

な＇

3.階段状遺構（北東から）
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9927博多遺跡群第118次調査 (HKT-118)

所 在地 博多区冷泉88-1 

調査原因 社屋建築

調査期間 1999.7.13~9.30 

位置 ・環境 本調査地点は、博多湾岸に形成された砂丘上

に展開する博多迫跡群の、南西部分に位置する。

13世紀以来存在が知られる櫛田神社の東側に近

接する。

検出 遺構 古墳時代から現代に至る辿構・迫物が発見さ

れた。古墳時代では、竪穴住居跡と思われる迫

構が数基あるが、後世の追構に切られており、

はっきりとしない。

奈良時代では、合口甕棺が1基営まれていた。

また、柱穴状ヒ°ットから皇朝十二銭の「隆平永

宝」が出土した。

中世にはいると、 11世紀後半から迫構 ・迫物

は急増する。特に白磁碗 ・皿を廃棄した土堀で

は、量 ・質ともに見るべきものがある。鎌倉時

代末の14世紀前半には、調査区を北東ー南西に

横断して浅い溝が掘られている。隣接地での過

去の発掘調査では、この溝の延長は見られず、

おそらく両調査区の間で折れ曲がる区画溝と考

えらえる。この溝には、その廃絶にあたって、

大贔の土師器皿 ・坪が捨てられている。

中世後半の追構 ・辿物は見られないが、江戸

時代の18世紀以降素焼き物の工房が営まれてお

調査面積 200 rrf 

担当者 大庭康時

処 置 記録保存

1.調査地点の位置 (49 天神 0121 1 :8000) 

に

り、大型の廃棄土堀が多数掘られている。 2 第1面検出かわらけ廃棄溝

出土 遺物 今回の発掘調査では、弥生～近世に及ぶ士器 ・

陶磁器 ・金属製品などコンテナ224箱分が出土

した。

ま と め 今回の発掘調査で特筆すべきものとしては、

14世紀前半の溝上の士師器一括廃棄があげられ

る。この類の迫構は、武家儀礼に関わる狸宴に

伴うとされているもので、本調査区周辺が、鎌

倉時代末期に博多に設置された鎮西探題の推定

地に近いことから、未だ造構としては確認され

ていない鎮西探題館にせまるものとして、注目

される。
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概 要

9928原遺跡群第20次調査 (HAA-20) 

所在地

調査要因

調査期間

早良区原6丁目2-30

店舗改築

1999.7.12~10.7 

調査面積

担当者

処 置

833m2 

蔵冨土寛

記録保存

検出遺構

位置・環境 原迫跡群は室見川東岸に位置し、標高6m前

後の低位段丘上に存在する追跡群で、当調査地

はこの北端にあたる。辿構面はかなりの削平を

受けていたが、それでもまとまった辿構の検出

をみることができた。

弥生時代（中期） ：竪穴住居4

掘立柱建物

ピット群

検出した迫構の大半が弥生時代中期に相当す

る。住居は円形が2軒、方形が2軒で、調査区

中央部に位置する円形住居は3.7X3.3mを測る。

掘立柱建物は柱穴掘方が一辺0.7m程の略方形

を呈する。調鉦区隅にかかっているため全貌は

不明。柱穴の切りあいにより少なくとも 2時期

にわたる。追跡の中央を走る溝は幅 lm、深さ

0.3m程で、辿跡中央でL字状に折れ曲がる。

出土遺物 出土辿物はコンテナ 8箱ほどで、その大半が

弥生時代（中期）に属するものである。

当調査では、原遺跡群北端に位置すると考え

られていたにもかかわらず、まとまった凪の迫

構を検出することができた。その辿跡の広がり

を考える上でも有効な資料となろう。また溝の

性格についてはその他の調査箇所で検出されて

いるものも含めて今後考察していきたい。

なお、報告書は2000年度刊行予定である。

ま と め

溝2

1.調査地点の位置 (82 原 0311 1 :8000) 

島
ヽ～ ニ≪“↓ミ

で令ぅ

2.調査区東区（北から）
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、
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｝
 

9 - - -- m --99_,． 
3.竪穴住居跡（北西から）

-51-



9930 箱崎遺跡群第19次調査 (HKZ-19) 

所在地

調査原因

調査期間

東区箱崎l丁目2940-1 

共同住宅建築

1999.7.29~8.27 

調査面積

担当者

処 置

160m2 

長家伸

記録保存

箱崎迫跡群は博多湾に面した砂丘の上に立地

している。この砂丘はこれまでの調査の結果か

ら現在の箱崎～馬出の間にひろがり、通称「大

学通り」を中心として広がる追跡群であること

が確認されている。箱崎迫跡群ではこれまでの

発掘調蒼で古墳時代～江戸時代までの遺構が確

認されている。この中でも筈崎宮創建 (923年）

～鎌倉時代末までの迫構 ・辿物が最も広範囲で

密度も濃く残っている。調査地点は砂丘の西側

端に近く、南北に細長い調査区である。遺構面

は黄白色の風成砂で標高2.2mを測り、調査区

内では砂丘上の傾斜は認められなかった。

検出遺構 本調査区で確認した辿構は井戸8基・土堀・

掘立柱建物・溝・ピットなどがある。時期は平

安時代末～室町前期に限られている。埋葬迫構

は検出していない。比較的狭い調査区の中で井

戸が集中して見つかっている。井戸はいずれも

井筒に木桶を使ったものである。いずれも標高

0.8mあたりで湧水が著しく完掘はできていな

い。掘立柱建物では20cm程の自然石を根石とし

て据えていた。

総量でコンテナ20箱分出土している。追物と

しては土師器・陶磁器が大半である。

本調査地点周辺は箱崎迫跡群のなかでも調査

があまり行われていない地域で、砂丘西側の集

落の構成状況を知る手がかりとなる。今後の調

査事例の増加に期待したい。

報告書は2001年刊行予定である。

位置・環境

出土 遺物

ま と め

1．調査地点の位置 (34 箱崎 2639 1 :8000) 

り 璽［野吝屯ャ'?-
2.調査区全景（南から）
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3.井戸（西から）
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概 要

9931有田遺跡第195次調査 (ART-195)

所在地 早良区小田部5丁目16-3

調査原因 専用住宅建築

調査期間 1999.8.23~9.13 

調査面積 131nf 

担当者 米倉秀紀

処 置 記録保存

位置・環境 調査地点は八つ手状を呈する有田台地の西北

端部近くに位置する。周辺では弥生時代の甕棺・

古墳時代の住居群・大型建物、中世の館などが

検出されている。

検 出遺構 検出した辿構は大きく 2時期に分けられる。

古墳時代末頃の大型建物 1棟と中世末頃の館に

伴う溝2条である。前者はいわゆる 3本柱柵

に伴うもので、 3X 4問の布掘建物である。柵

は削平のため存在しなかった。後者は15~16世 ー

紀頃の幡lm前後の溝2条で、ともに南北方向

出土遺物

に走る。

出土逍物の総量は平箱2箱である。そのほと

んどが中世の溝から出土したもので、陶磁器 ・

土器が出土した。大型建物からは土器の細片が

若干出土しただけである。

ま と め 大型建物は有田迫跡や比恵迫跡で確認されて

いる 3本柱柵に伴うもので、概ね 6世紀後半代

~7世紀初頭頃に比定されている。有田辿跡で

は7箇所確認されており、当地区では柵内の東

辺に沿って 3X 4間の総柱建物2棟が検出され

ている。今回検出した総柱建物は柵の北辺に沿

うもので、この柵内で3棟目の建物となる。

報告書は、 2001年度以降刊行予定。

J
i
i
i
i
i
 

ヽ

・

/

・◆I

1.調査地点の位置 (81室見 90石丸 0309 1 :8000) 

2.調査区北半部全景（東から）

磁 ヽ 乙厨
3.調査区南半部全景（南から）
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9932那珂遺跡群第71次調査 (NAK-71) 

所在地

調査原因

調査期間

位置・環境 那珂追跡群は福岡平野のほぼ中央部、那珂川

と御笠川にはさまれた中位段丘上に所在する。

当調査地は那珂八幡古墳の北西約150mの台地

上に位箇し、標高9.5mを測る。調査地の北東

30mの地点では第8次調査が実施され、弥生時

代の集落が確認されている。

検 出 遺 構 古墳時代初頭の溝1条、古墳時代後期の竪穴

住居3棟、近世前期の溝1条のほか、柱穴多数

を検出した。

古式士師器が出土した溝SD02は幅40cm、深

さ20~35cmを測り、調査区を南北に走る。竪穴

住居跡SC06は3.8X3.9mの方形を呈し、 7世紀

に位置付けられる。近世の溝SDOlは幅2m30cm、

深さ60cmを測り、南北方向に縦断する。

弥生時代の造構は検出できなかったが、弥生

土器が相当数出土している。

出土遺物 迫物の総緻はコンテナ13箱分である。古墳時

代の土師器、須恵器を中心に、弥生土器、古式

土師器、中世・近世の辿物が出土した。

これまでの調査の成果をもとに、那珂 ・比恵

迫跡群の所在する台地の西縁を南北に縦断する、

弥生時代終末期から古墳時代前期にかけて存続

した、並列二条溝の存在が推測されている。古

式土師器が出土した溝SD02は、この並列二条

溝の東側溝の可能性がある。

当地点も周辺の調査地点と同様、弥生時代か

ら近世に至るまで、連綿として集落またはその

周辺施設と して利用されてきたことが分かった。

なお、報告書は2000年度に刊行予定である。

ま と め

博多区那珂1丁目655

専用住宅建築

1999.8.23~ 10.1 

調査面積

担当者

処 置

193 rrl 

上角智希

記録保存

1.調査地点の位置 (37 東光寺 85 1 :8000) 

下=•

2.調査区北半部全景（西から）
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3.調査区南半部全景（西から）
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概 要

9934 元岡・桑原遺跡群第17次調査 (MOT-17) 

所在地

調査原因

調査期間

西区大字元岡字池ノ浦

大学移転に伴う造成工事

1999.9.10~12.8 

調査面積

担当者

処躍

680m2 （古墳2基）

松浦一之介

記録保存

検 出 遺構

位臨・環境 糸島半島の東部、金比羅山から東に延びる丘

陵上に元岡池ノ浦古墳が所在するが、調査地点

はそこから更に北東に派生する、標高40m程度

の舌状丘陵の端部に立地する古墳群である。

本古墳群は円墳2基で構成される。墳丘規模

は共に約llmで地山整形を行った後、粘質土と

砂質土で版築状に盛土しているが、後背面は果

樹園の造成で大きく削平されている。内部主体

は、共に竪穴系横口式石室で石材には花岡岩を

用い、床面には敷石が施されている。開□方向
はいずれも西側である。 1号墳石室は奥壁側が

大きく破壊されている。規模は玄室長 157cm、

奥壁推定蝠80cm、前幅69cmである。横口部には

羨道状の側壁が設けられ、募道はほぼ水平であ

る。 2号墳の石室も石材が抜き取られ、腰石を

留めるにすぎない。規模は玄室長196cm、奥壁、

前幅共に79cmを測る。横□部は大きく破壊され、
墓道はほぼ水平である。

この他の追構としては、古墳群の西側斜面

で焼土坑を 2基検出している。また尾根上に沿っ

て試掘溝を設けたが古墳は確認されなかった。

出土追物の総旦はコンテナ箱にして4箱であ

る。須恵器、土師器が石室や墓道から出上した

他、 1号石室には鉄器、ガラス製小杢等が副葬

出土遺物

ま と め

されていた。

古墳群の築造年代は出土した須恵器の年代観

から 6世紀後半と考えられる。また、

の士陪観察から、 1号墳が先に築造されたもの

と考えられる。墓道の士岡観察から 1号墳は初

葬を含めて3回、 2号墳は 5回の埋葬があった

ものと推定される。

トレンチ

調査地点の位置 (129 桑原 2782 1 :8000) 

豆必忍5年""··.;-~'
2.元岡古墳群B群全景（北から）

3. 2号墳石室全景（西から）
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9935那珂遺跡群第72次調査 (NAK-72) 

所在地 博多区那珂6丁目11-153• 154 

調査原因 個人住宅建築

調査期間 1999.9.3~10.6 

位置・環境 本調査区は御笠川 ・那珂川両河川に挟まれ、

春日丘陵から標高を漸減させながら北西にのび

る洪積丘陵上に立地し、那珂迫跡群の南端部に

位置する。追構は標高約10mの現地表面より一

lmの鳥栖ローム上にて検出される。古代～中

世の追構が検出された48次調査区の西約100m

の地点に位置する。

検出遺構 検出した迫構は古墳時代後期の竪穴住居2軒．

時期不明確なもの2軒・掘立柱建物2棟 ・士堀

1基 ・柱穴多数で、造構は調査区全体に分布す

る。

出土 遺 物 出土した追物は弥生土器 ・須恵器 ・土師器 ・

陶磁器で、辿物コンテナ 5箱分である。大半の

須恵器は竪穴住居SCOl• 02からの出土である。

弥生土器は全て迫構面直上の迫物包含層からの

出土であるほか、竪穴住居SCOlに切られる土

堀より黒曜石製打製石鏃が1点出土している。

ま と め 検出された遺構で時期の明確なものは古墳時

代後期の竪穴住居2軒のみである。掘立柱建物

は、柱穴内からの確実な遺物はなくはっきりし

た時期は確定できないが、古墳時代後期の住居

を切っており、すくなくとも住居廃絶以降の所

産と思われる。また竪穴住居SCOl• 02より鉄

滓が出土している。 SC02からは椀形滓が出土

しており、調蒼区周辺で鍛冶が行われていた可

能性がある。柱穴の 1つからは11世紀末頃の白

磁皿が3個体一括で出土しており、当該期の集

落の存在が指摘できる。

なお、報告書は1999年度に報告書刊行予定。
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調査面積 164.85rrf 

担当者 長家伸 ・阿部泰之

処 置 記録保存

□厨〗1.調査地点の位置 (24 板付 0085 1.：9800屈

~- - 一L-―— ク金

、/
2.調査区東半部全景（西から）

3.調査区西半部全景（東から）
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概 要

9936高畑遺跡第18次調査 (TKB-18)

所在地 博多区板付6目地内

調査原因 道路建設（外環状線）

調査期間 1999.9.1 ~2000.2.29 (I区）
2000.4.13~6.28 (II・皿区）

位臨・環境 申請地は旧九州管区笞察学校敷地内で、外環

状線建設に伴い埋蔵文化財の発掘調査を行った。

高畑造跡は御笠川と諸岡川沿いにはさまれた洪

積台地上に広がる遺跡群である。対象地は台地

を東西に横断するもので、東側をI区、西側をII• 

皿区として調査を行った。ま た台地中央尾根線

上は削平が著しく追構は確認できていない。

検出遺構 I区 削平が著しく弥生時代前期貯蔵穴5基、

後期竪穴住居1基、溝1条、中世溝 1条、古代～

中世道路状迫構 1本を検出している。道路状遺

構はいわゆる西海道水城東門ルートと言われる

ものである。現状で幅約20mの切り通しとなっ

ている。路面には波板状と総称される凹凸面が

形成され砂質土を充填している。また道路表層

には砂質土および、ンルト質土を広げており、整

備状況が良好に観察できる。また路床部分に瓦・

碍による地鎮状の迫構も検出されている。

II・皿区 削平が大きい中でも台地の縁辺部

分を中心に辿構を検出している。確認したもの

は弥生時代後期の竪穴住居跡12棟、掘立柱建物

跡5棟、井戸 ・土堀25基、、溝l条、古墳時代の竪

穴住居2棟及び滑石製品の製作工房l基である。

滑石工房からは臼玉 ・ 未製品 ・ チップ • 原石が

多鑓に出土している。また溝からは多量の迫物

が出土しており確認した以外にも多くの造構が

存在したことが想定できる。

出土 遺 物 総量でコンテナ200箱分出土した。

ま と め 道路状辿構は周辺の調査から 8世紀代に造ら

れ12世紀代まで存続したと考えられている。今

回の調査区においても波板状の凹凸面からは12

世紀中頃までの迫物が出土しておりこれを裏付

ける結果となっている。今回の調査は構造を考

える上で特に貴重な成果をあげている。

なお、報告書は2002年度刊行予定。

調査面積 4,750m' 

担当者長家伸

処 置記録保存

1.調査地点の位置 (24 板付 0095 1 :8000) 

2. I区全呆（西南から）

3.道路状遺構内波板状遺構（南東から）
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9937 

所在地

調査原因

調査期間

位置・ 環境 三筑迫跡は、諸岡川右岸沿い立地する追跡群

であり、これまでに 2次にわたる発掘調鉦が行

われ、水田およびこれに伴う水利迫構が確認さ

れている。本調査地点は麦野・板付地区に存在

する洪積台地西側の沖稲地部分にあたる。調査

前は水田として利用されており、一部は盛土を

行って宅地化されていた。旧水田は標高10.5m、

盛土後の生活面は標高11.5mである。

検出 遺 構 調査は重機による表土除去から行い、 盛土—

水田土—床土を除去した黄褐色～黄白色シル ト

上面が迫構確認面である。この追構確認面は標

高10~10.2mを測り、ほぼ平坦であるが、調査

区の西端で諸岡川方向に向かって傾斜を始めて

おり、これより西側は旧諸岡川の河川流路内に

あたるものと考えられる。

検出した辿構は溝 ・土堀等の水田に伴う施設

である。水田の時期については迫構の性格上迫

物が少なく不明瞭な点が多いが、陶磁器の破片

が出土しており中世以降の水田と考えられる。

また水田にともなう畦畔については今回の調査

では確認できなかったため水田の区画等は不明

である。

出土 遺 物 土師器 ・須恵器 ・陶磁器がコンテナ 1箱分出

土 しているが、小破片がほとんどである。

水田辿構が確認できたが時期が不明瞭であっ

た。またこれに伴う施設も確認されていない。

周辺の追構のあり方とあわせて検討していく必

要があろう。

報告書は2000年度刊行予定である。

ま と め

三筑遺跡第 3次調査

博多区板付7丁目地内

道路建設（外環状線）

1999.9.1 ~ 10.31 

(SCC-3) 

調査面積

担当者

処 置

1,200rrf 

長家伸

記録保存

1.調査地点の位撞 (25 井尻 0104 1 :8000) 

2.調査区全景（西から）
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--——-— ・-ニ3.調査区土庖 （東から）
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概 要

9938梅林遺跡第 5次調査 (UBY-5)

所在地 城南区梅林2丁目地内 調査面積 626m2 

調査原因 道路建設（外環状線）・地下鉄建設 担当者 井澤洋一

調査期間 1999.7.15~9.30 処 置記録保存

位置・ 環境 標高約600mを測る油山からは、博多湾に向

かって幾つもの舌状丘陵が派生する。その丘陵

の内、標高30~40rnの丘陵からは、更に東や西

方向に枝状に舌状台地が分岐している。当辿跡

は、この西北方向に突き出した丘陵に挟まれた、

狭く浅い谷部に存在する。標高は、約22.4~21

mを測る。当該地の西側には、古墳時代の棗族

の居館跡等を検出した梅林迫跡第 1次調査地点

が隣接し、更に、その西方約20mの地点には、

古墳～戦国時代の水田跡を検出した第3次調査

地点が存在する。

検出 遣構 辿構は、古墳時代の溝2条、池状迫構1基、

古墳～江戸時代の水田跡4面、堰堤2条、暗渠 } 

2条、平安～江戸時代の溝2条である。

出土 遺 物 縄文時代の打製石鏃、古墳時代の須恵器杯 ・

蓋 ・甕、土師器甕・鉢・壺、鉄滓、平安時代の

土師器椀・皿、鎌倉～江戸時代の瓦質土器、白

1.調査地点の位置 (74 七隈 2775 1 :8000) 

磁碗等が出土している。

ま と め 当調査地点は、その大部分が弓池、及び堰堤

に含まれている。

弓池は、出土辿物等により古墳時代以降に構

築されたと考えられる。それ以前は、池状迫構

SG02のように、冷たい谷川水を一時的に溜め 2 調査区全景（西から）

る温め構造機能の池が多数作られていたと考え

られる。このような構造の池は、第3次調査で

検出したような狭い耕作地に適応したものであっ

たと言えよう。 当調査は、小河川の開析によっ

て形成された、谷平野に於ける耕作地の拡大 ・

展開の過程を知ることができるものである。

3.堰堤及び暗渠（南から）
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9939 元寇防塁跡第8次調査
所在地

調査原因

調査期間

早良区西新6丁目798-1他

校舎建築

1999.9.27~11.5 

調査面積

担当者

処 置

(GKB-8) 

150m2 

大塚紀宜

記録保存

位置・環境 西新地区の元寇防塁史跡指定地区の東側に近

接する。西南学院大学構内に位置する。南側に

面する道路から1.5mほど高くなり、防塁に伴っ

て形成された砂丘が追存するものとみられる。

検出遺構 旧校舎の基礎の下部から防塁後面に積まれた

石垣が出土する。自然石のみを用いており、砂

丘埜盤の上に粘土を貼って地盤を安定させ、石

を積み上げている。また石材は防塁の外面に使

用し、石塁内部ば枯土で構築する。防塁前面の

推定線付近には大型の石材が散在し、前面の根

固め石と考えられる。

また、石塁とは別に背面に築かれた土塁を検

出した。土塁方向は石塁方向と平行しており、

石塁と50cm~1 mの間隔をとり、間隙に風成砂

層が堆積している。断面で粘土と砂の細かい互

層構造が見られ、前面の石塁内部の粘土よりも

細かい積み上げを行っている。土塁の前面、後

面はほぼ直立し、土塁後面は砂層で緩いスロー

ま

プを作っている。

出土遺物 土塁内部から須恵器小片が出土している。風

成砂層中から近世以降の辿物が出土する。追物

総最は15点で、中世の追物は出土していない。

使用される石材は他の防塁で使用されている

石材より小型で、材質から今津海岸産と推定さ

れる。土塁は他の地区の防塁では検出されず、

その機能、構築時期については課題が残る。

報告書は2001年度刊行予定である。

と め

1.調査地点の位濫 (71 西新 0116 1 :8000) 
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3.防塁検出状況（北西から）
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概 要

9940吉武遺跡群第 8次調査 (YSZ-8)

所在地 西区大字吉武字高木

調査原因 下水道工事

調査期間 1999.9.6~9.8 

位置・環境 調査地点は吉武迫跡群全体の南端に位置する。

吉武遺跡群第4次調査の南側に隣接する地点で、

本調査地点の南側はすぐに台地端部の段落ちに

なる。

検出遺構 調査範囲は幅 lm、全長37mで、現地表面で

ある道路面より70cm下で迫構面となる。遺構面

は明褐色粘質土で礫を多く含み、遺構面と現地

表面の間脳は大部分が客土による盛土である。

土岡状況から、現造構面が削平を受けているこ

とが予想できる。掘削の結果、柱穴、溝を検出

した。柱穴は30cm~70cmの大きさのものを主体

とする。柱穴犯土は暗灰色粘質土で礫を多く含

み、堅い。

出土遺物 柱穴からは弥生士器が磨耗した状態で出土し

たほか、須恵器破片が出土した柱穴もある。追

物の出土星としては比較的多く、パンケース 1

箱相当が出土している。

ま と め 柱穴のうち、調査区内で建物を構成する と確

定できるものはないが、柱穴の中で柱根が残る

ものがあり、建物の一部が調査区内にかかるこ

とが考えられる。第4次調査区とは距離があり、

建物などが直接連続するとはみられない。第4

次調査によると本調査区の北側に隣接する地域

は辿構の密度が周囲と比較して薄くなり、遺跡

群の端部としての景観がうかがえる。

調査面積 37m2 

担当者 大塚紀宜

処 置記録保存

囀
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1.調査地点の位置 (93 都地 0405 1 :8000) 

2.調査区全景（東から）
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9941博多遺跡群第119次調査 (HKT-119)

所在地 博多区中呉服町119-2他8筆

調査原因共同住宅建築

調査期間 1999.9.27~11.18 

位置・環境 博多辿跡群は福岡平野の博多湾岸に位置し、

那珂川と御笠川 （石堂川）の河口に挟まれたニ

角州平野上に形成される追跡群である。本調査

地点は博多迫跡群の二つの砂丘北側の砂丘上の

東南端部の落ち際に位閥する。追構面は一面の

みで褐色粗砂層で標高は 2m前後を測る。

検出遺構 調査の結果、古代から中世まで辿構を検出し

た。このなかでも12世紀～13世紀の辿構が多く

みられる。検出した迫構は井戸 ・溝状迫構 ・方

形土堀 ・石組辿構 ・柱穴などである。井戸は11

基検出されたが、井筒は有機質のものを使用し

ていたため残存していなかった。本調査地点で

の湧水は標高 lm前後である。

出土遺物 辿物はコンテナケースで40箱分が出土した。

土師器、 白磁 • 青磁等の貿易陶磁器、 国産陶器、

須恵器 ・銅製品などがある。包含恩からは8世

紀後半に属する須恵器碗、9世紀前半に属する

と考えられる銅鎧が出士した。

ま と め 調査区の北東方向には石堂川が流れており、

調査区中央に川に直交するように トレンチを設

定し堆栢状況を確認したところ、石堂川に向かっ

て交互に粗砂が堆積していることが確認できた。

勾配は緩やかであるが、調査地点が石堂川左岸

の自然堤防の後背地上に位置していることが分

かる。

今回の調査では 8世紀後半から14世紀代まで

の迫構・遺物が検出され、付近一帯が永続的に

集落として土地利用されていたことが分かった。

なお、報告書は2000年度刊行予定である。
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調査面積 340m2 

担当者本田浩二郎

処 濯記録保存

1.調査地点の位置 (48 千代博多 0121 1 :8000) 

2.調査区全景（東から）
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3.遺物出土状況（南から）
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概 要

9942比恵遺跡群第70次調査 (HIE-70)

所在地博多区博多駅南4丁目99

調査原因 共同住宅建築

調査期間 1999.10.1 ~ 11.15 

調査面積 313.8nf 

担当者 井上繭子

処 置記録保存

位置・環境 比恵迫跡群は、福岡平野を北流する御笠川と

那珂川に挟まれた中位段丘上に立地する。本調

奎区は比恵追跡群の北東端に位置する。遥構は

現地表下約lm、標高約4.8~4.4 mの鳥栖ロー

ム上面で検出された。追構面は北東側に向かい

傾斜しており、台地の縁辺部であると推定され

る。

検出遺構 迫構は調査区の北東端以外の全域で検出され

た。検出迫構は弥生時代中期から後期の住居跡、

井戸、土堀、ビット、 1X 2間の掘立柱建物、

及び溝2条である。 SDOlは東南東から西北西

の方向へほぼまっすぐに走る。 SD02は東から

西へ走り、途中SDOlに切られ、南西へ向きを

変える。 SD02は両端が途切れており、壁がほ

ぼ直で立ち上がる。また、溝の北側よりの地山

上には弥生時代後期後半から終末期の土器が多

磁に集中して分布しており、 SD02の時期を特

定できよう。 SDOlは、埋士の色や須恵器 ・白

磁等の出土迫物から古代以降の時期が推定され

る。住居は周溝と柱穴のみの残存であるが、 2

本の主柱穴を持つ円形住居跡であると考えられ

る。井戸は6基検出されたが、そのうち 1基の

底から丹塗りの袋状口縁壷が完形で出土してい

る。

出土遺物 いずれの迫構からも弥生時代中期の辿物が多

く出土している。 SD02からは弥生時代後期後

半から終末にかけての土器が多畠に出土した。

パンケースで35箱程度である。

ま と め 本調査区は比恵辿跡群の北東端で台地の縁辺

部に立地しており、迫構面である鳥栖ロ ームが

かなり削平されていたが、迫構の密度と残存状

況は比較的良かった。台地の縁辺部まで集落が

営まれていたと推定される。また、2条の溝の

性格など今後の調蛋が期待される。

報告書は2001年に刊行予定である。

1.調査地点の位置 (37 東光寺 0127 1 :8000) 

2.溝S001• 02（北から）

J〗• ，鼻，～ ）
hrii 名

3.竪穴住居SC03（南東から）
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9943 桧原遺跡群第 5次調査 (HBR-5) 

所在地

調査原因

調査期間

南区桧原7丁目707-1• 4 

共同住宅建築

1999.10.7 ~ 10.27 

調査面積

担当者

処置

169m2 

上角智希

記録保存

位置 ・環境 桧原遺跡群は福岡平野の南側、油山丘陵の一

角に位置し、樋井川の支流である桧原川によっ

て開析された谷の東岸丘陵一帯に南北に細長く

広がっている。

本調査地点は桧原迫跡群の北端に隣接し、試

掘の結果、旧石器および古墳時代の迫構が確認

されたため、調蒼を実施した。

地表下約40cmで迫構を検出したが、地山の土

は調査区の両側で異なる。西北側は赤褐色の鳥

栖ローム、東南側は灰白色粗砂層で、層序は烏

栖ローム→灰白色祖砂層である。東南側の粗砂

屑は氾濫した河川の流路である。

調盃の結果、上部大半が削平された土堀状の

窪み 1つと約70の柱穴を検出した。そのほとん

どは古墳時代のもので、一部弥生時代の柱穴も

存在する。柱穴が全体的に浅いので、旧地形は

かなり削平されているものと思われる。柱穴群

は西北側の鳥栖ローム部分に集中しており、 2

間X2間の掘立柱建物2棟が復元できた。無理

な復元は避けたが、上の2棟以外にも同時期の

建物が複数存在していたことは疑いない。

出土遺物 迫物の総羅はコンテナ 7箱で面稽のわりには

少ない。古墳時代の土器が大多数を占め、土師

器の小型丸底壷 ・甕 ・椀、須恵器の杯蓋 ・波状

文を施した器台等の破片がある。他に少量の黒

曜石の剥片、弥生土器が出土している。試掘調

査で旧石器が 1点出土したが、本調査では出土

検出遺構

ま と め

しなかった。

今回の調蒼では古墳時代の掘立柱建物を検出

した。小規模ながら集落が存在した可能性があ

り、桧原遺跡群の範囲はさ らに北へ広がってい

るようである。

報告書は2000年度刊行予定である。

1.調査地点の位置 (64 油山 0215 1 :8000) 

2.調査区全景（南から）

t. 
i—’>
．；品み

3.調査区北半部（南から）
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概 要

9944三筑遺跡第 4次調査 (SCC-4)

所在地 博多区三筑 2丁目19-5

調査原因 駐車場建設

調査期間 1999.10.13~10.26 

調査面積 125,25nf 

担当者 榎本義嗣 ・阿部泰之

処 置 記録保存

立地・環境 本調査区は須玖丘陵の北側の開析された谷の

沖積地上に位置する。同調査区の東 1kmには

御笠川が北流し、 西に諸岡川が北流している。

遺構は標高約13mの水田耕作土の30crn下、黄白

色粘質土上にて検出される。

検出遺構 検出した辿構は土堀 ・柱穴・溝で、掘方が不

整形なものが多く辿物を全く伴わないものが大

半である。辿構は調査区全体に分布するが、南

側は水田開削による削平を受けており、辿構は

確認できなかった。

出土遺物 出土した迫物は須恵器横瓶・士師器片各1が

迫構に伴って出土した以外は、若干の陶磁器片

が検出面より出土 したのみである。

ま と め 検出された辿構で時期の明確なものは須恵器

横瓶が出土した土堀のみである。横転した状態

で上半部が失われており、調蒼区全体にわたっ

て削平をうけた可能性が高い。他の土堀も不整

形で底部も凹凸が激しく 、辿物も出土していな : 

いが、笛原追跡 ・南八幡辿跡等で墳募とされる

類例が報告されており、本調査区で検出された

1.調査地点の位謳 (25 井尻 0104 1 :8000) 

土堀も墳墓である可能性がある。

報告書は1999年度に刊行予定。
＼ 

2.調査区全景（西から）

3.横瓶出土状況（北から）
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本報告 ）
 

9945周船寺遺跡群第12次調査 (SSJ-12)

所在地西区大字飯氏カリ町980番2

調査原因 専用住宅建築

調査期間 1999.10.1 ~ 10.07 

調査面積 23m2 

担当者米倉秀紀 ・蔵冨士寛

処 置 一部保存の他記録保存

1．調査に至る経緯

平成11年9月24日、末松春美氏より西区飯氏下カリ松 980

番 2における埋蔵文化財事前審査申請書が提出されたのに

伴い、 同年10月15日に試掘調資を実施した結果、 自然流路

内に弥生土器が包含されているのを確認し、辿物の採取を

主目的に、同年10月25日に 1日だけ発掘調査を行った。

2．調査区の位置と環境及び層序

周船寺追跡は糸島平野の沖積微高地上にある。調査地点

は迫跡の中央部西端近くにある。現況は宅地で、上部30cm

の下はマイナス lmまで水田耕作土である。その下は流路

に伴うと考えられる土で、全体に東から西に傾斜しており、

これから西には大きな自然流路が走るものと考えられる。

3．逍構と追物

調壺区は予定建物内の迫物の集中が予想される部分を中

心に23面あけたが、迫物が出士したのは、そのう ちの約10

吋で、さらに追物が集中するのは大型土器がまとまってい

たほぽ 1面のみである。追物は前述の自然流路と考えられ

る土層内から出土した。出土した辿物はそのほとんどが弥

生時代前期の大型壺3個体と甕などの破片で、それ以外の

迫物は確認できない。また出土土器の多くは壺で、甕はご

くわずかである。ほとんど摩滅もないことから、この地点

に捨てたか、極めて近い地点から流れたものと思われる。

1は甕の口縁部片で、復元口径29.6cmを測る。口唇部外 2 調査区全景（北から）

1.調査地点の位置 (131 泉 0669 1 : 8000) 

側とその下約5cmの凸帯部に刻目を施す。口縁部の刻目は

3 mm~ 7 mm間隔、凸帯部の刻目は 5mm~ 1 cm間隔である。

調整は、外面が凸帯から下はススが付着しているためやや

不明確であるがハケメ状、凸帯から上はナデ、内面は口縁

部近くがナデもしくは指押さえ、胴部はハケメの後ナデで

ある。 2は甕の底部で、焼成後に穿孔を加えている。底部

径8.2cmを測る。

3以降は壺である。 3は口縁部の小片で、所謂歯ブラシ

状口縁である。大きく外反し、 全面横ナデで仕上げている。

4は復元口径23.9cmを測る。外面はヘラ状工具によるナデ、

内面は指押さえ及びハケメを施す。胎土には雲母を含む。 4 

漆黒色を呈する土器である。 5は復元口径24.5cmを測る。 3.遺物出土状況
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出土遺物実測図 1(1/4) 
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外には赤色顔料を塗布している。外面はヘラ状工具によるナデ、内面はナデ仕上げである。 6は頸部～胴部上

半の破片で、途中に段を有する。外面には赤色顔料を全面に塗布している。 5と同一個体と思われる。外面は

ヘラ状工具によるナデ、内面はナデ調整である。胎土には金雲母を含んでいる。 7• 8は胴部上半の土器で、

頸部との境に段を有する。胴部最大径の位置は異なり、 8は7より高い位置にある。調整は、外面はともにヘ

ラ状工具によるナデであるが、内面は 7がハケメ、 8は段より上がハケメ状、胴部はていねいなナデである。

色調は 7が黄灰色であるが、 8は黒色に近い。また胎士は 8には金雲母を含んでいる。 9は大型の壺で、復元

口径31.1cm、推定器高55~60cm、胴部最大径54.7cmを測る。全体的に歪んでいる。頸部と胴部の境には段を有

する。調整は外面がヘラ状工具によるナデ、内面は全面指押さえの後、ハケメを施している。胎土には雲母 ・

金雲母を含まない。

4.まとめ

調査地は周船寺追跡の西端近くに位置し、自然流路ないしは涅地状の地点にあったと考えられ、これより西

側は同じ状況を呈していると考えられる。出土した土器はすべて弥生時代前期の土器で、夜臼系のものと板付

系のものが存在する。胎土に雲母と金雲母を含むものと含まないものがある。また調整は、壺の外面がほぼ例

外なくヘラ状工具によるナデであるが、内面は個体によって異なっている。今回は個体数が少ないため、その

差が形式 ・器形あるいは時期差とどう関係するかわからない。糸島地区の他の前期土器との比較が必要である

が、今回はできなかった。

てこ—=＝~

二＝＝＝—--: - --
.---
‘‘ . -

゜
10cm 

出土遺物実測図2(1/4) 
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9946元岡・桑原遺跡群第18次調査 (MOT-18)

所在地 西区大字桑原字別府

調査原因 大学移転に伴う造成工事

調査期間 1999.10.15~2000.3.25 

調査面積 6,700 rrr 
担当者 吉留秀敏

処 置記録保存

位置・環境 遺跡は福岡市の西端、糸島半島南部の山間に

ある。石ヶ元古墳群のある丘陵と戦国期の山城

である戸山城に挟まれた谷部である。対象地が

広く周囲が山林に囲まれているために 3区に区

分し、本年度はそのうち谷奥部にあたる 1区を

調査し、次年度へ継続することとした。

検出遺構 調査区の中央部では4面の辿構面があり、上

から、中世、奈良後期、飛鳥～奈良前期、古墳

時代後期の迫構を検出した。また、調査区外周

の斜面には中世末～近世の遺構がある。近世か

ら中世は道路状迫構、水田関連遺構がある。飛

鳥～奈良時代は掘立柱建物、石垣、溝、製鉄

（精錬）炉、鍛冶炉、焼土堀、土堀、杭列、埋

甕などがある。古墳時代は、掘立柱建物、竪穴

住居、溝などがある。

出土遺物 辿物はこれまでに古墳時代から古代を主とし

てパンケース350箱分が出土している。内容は、

土器類、石製品、木製品、鉄製品、製鉄関連遺

物などがある。また、これ以外に、中世の土器

類、陶磁器や旧石器時代から弥生時代までの石

器、土器類も出土している。

ま と め 本調査区では、古墳後期と飛鳥～奈良期の大

きく 2時期に集落が展開し、その後、中世に谷

全体が水田化されたことが明らかとなった。古

代には小規模ながら製鉄操業もあり、既調査の

7次調査区と類似した様相がうかがわれた。 こ

れらは糸島半島における古代の鉄生産や集落展

開に関する新たな知見となろう。
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2.調査区全呆（西から）

3.調査区全景（東から）
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9947元岡遺跡群第19次調査 (MOT-19)

所在地 西区大字桑原字千原

調査原因 学校移転に伴う造成工事

調査期間 1999.10.18~12.27 

位置 ・環境 調癒地点は博多湾の西岸、糸島半島の東側に

あたる。大原川の最上流部にあたり、第16次調

査の東側丘陵の反対側である。標高約45mを測

り、南北を低位な丘陵に挟まれ、西から東に開

＜谷部に位置する。現況は畑地で開墾の際階段

状に造成し、自然の状態を保っているところは

ない。今回の調査は大原川の西側に鋸歯状に閲

析された谷部に展開する辿跡の南端部である。

検出 遺 構 試掘調査で木炭、焼土などが出土したことで

製鉄辿跡に伴なう炭窯等の生産関連逍構が予想

されていた。しかし調査の結果北東の尾根先端

部に径10~30cmのビット、谷部からは底部糸切

りの土師器が少量出土しただけで遺構の検出に

は至らなかった。

出土 遺 物 古代から中世の土師器コンテナ 1箱。

ま と め 辿物は少鼠で小さな破片であり、 二次的堆墳

と考えられ、集落は別の地点に存在するもので

あろう。

調査面積 3,200 rrf 

担当者 松村道博

処 置記録保存

’ 1.調査地点の位置 (140 元岡 2782 1 :8000) 

2. 調査区全景（東から）

9967有田遺跡群第196次調査 (ART-196)

所 在 地 早良区小田部16-2・17-2

調査原因 店舗兼専用住宅建築

調査期間 2000.2.4~2.12 

位置 ・環境 当調査区は有田台地の西端、北西方向に延び

る台地上に位置する。現況における追跡の標高

は7m程で、現表土下 0.7m程の橙色ローム上

に迫構が存在する。

検出 遺構 土堀lとピット群。所属時期は不明。

出土 遺 物 中・近世の陶磁器などがごくわずかに出土。

ま と め 土壊は一辺 lm程の略方形を呈するもので、

柱穴である可能性がある。

-70-

調査面積 69m2 

担 当者蔵冨士寛

処 置記録保存

しも

9). 

1.調査地点の位置 (82 原 0309 1 :8000) 
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概 要

9948那珂遺跡第73次調査 (NAK-73) 

所在地

調査原因

調査期間

博多区那珂3丁目19• 20 • 21 

共同住宅建築

1999.11.8~2000.1.12 

調査面積

担当者

処置

383rrf 

久住猛雄

記録保存

位置・環境 那珂迫跡群は、 那珂川と御笠川に挟まれた洪

積台地上に展開している。調査地点は、迫跡の

中央部東端に位置し、東 100mで諸岡川となる。

調査地の標高は8.5m前後である。

検出 遺 構 地表下25~50cm前後の耕作土 ・樅乱土を除去

し、橙褐色土（鳥栖ローム土）の面で辿構を検

出した。

検出辿構は、古代・中世 ・近世初期の各時期

の井戸計5基、弥生時代後期～古墳時代前期の

竪穴住居 8棟前後（ニケ所で璽複が著しい）、古

墳時代後期や中世の溝計3条、弥生時代前期の

木棺墓、各時期の土堀10摂、柱穴多数（現場で

復元推定できた建物2棟）などがある。柱穴に

は弥生時代から古墳前期の大型柱穴もある。井

戸では、土器を大塁に出土したSE07（奈良時

代中頃）のほか、径5.QX4.5m、深さも 5mの

SEOl (13世紀）が特筆される。 SEOlは非常に

大きく 、また井戸枠は方形縦板横棧井筒で、部

材がきわめて良好に追存していた。また上胴で

は井戸側落ち込みに土師器の大蜀廃棄 (14世紀

前半か）がみられた。

出土遺物 パンケース90箱前後出土した。弥生土器、古

式土師器、古墳後期から古代の土師器 ・須恵器、

中世の土師器、輸入陶磁器、国産陶磁器、石器

（剥片、石包丁）、井戸枠部材などがある。

今回の調査では、弥生時代から近世初期にか

けての集落を検出した。特に、大型の井戸SEO

1は、規模や構造から、中世における在地有力

者の屋敷の存在を示唆するものである。またベッ

ドを有する7.0X8.5mの大型住居（弥生終末）

SC07や、 6世紀末前後の直線的な溝SD02など

も、各時期の集落の展開を考える上で典味深い。

また今回の調査により、段丘東端際まで遺跡が

展開することが確認されたと言えよう。

報告書は2001年刊行予定である。

ま と め

1.調査地点位置図 (23雀居 0085 1 : 8000) 
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3.中世大型井戸SE01（北から）
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9949警弥郷B遺跡第 4次調査 (KYB-4)

所在地 南区弥永3丁目11-3

調査原因 共同住宅建築

調査期間 1999.11.11 ~ 11.30 

位置・環境 本調査区は那珂川の中流域右岸、標高約18.5

mの沖積微高地上に位償する。遺構は水田耕作

土の直下30cm、黄褐色シルト質粘土上にて検出

される。調査地周辺は新幹線博多南線の西側に

あたり、これまで調査が行われていなかった地

点である。

検出遺構 検出した追構は11世紀末から12世紀はじめの

掘立柱建物2• 土堀 ・ 溝 ・柱穴多数で、 掘立柱

建物SBOlOは南 ・北 ・西側の 3面に庇を持つ

2 X 3間の建物である。

出土 遺物 出土した迫物はコンテナ 2箱程度である。 S

K003より白磁v類椀と短刀が出土している。
ま と め 本調蒼区の迫構検出面であるシルト質粘土か

らは辿構検出時より縄文土器片が出土していた

ため、グリッドごとに掘り下げを行ったところ、

縄文晩期の粗製深鉢 ・磨製石斧 ・黒曜石剥片等

が出土し、黄褐色シルト質粘土が縄文晩期の包

含層であることが確認された。この居は調査区

の西側ほど浅く、西半には達していない。それ

より下の層から辿物は出土していないため、縄

文期の辿物の分布は調査区東半に限定される。

また、東側のグリッドで中世の追構検出面より

調査面積 325.5nf 

担当者榎本義嗣・ 阿部泰之

処 置記録保存

1.調査地点の位置 (41 警弥郷 0158 1 :8000) 

マイナス 5cmのレベルでピットが検出されてい 2 調査区全景（西から）

る。埋土の色調等から縄文晩期にまで遡るもの

と思われるが、遺物の出土はなく今後の検討を

要する。

報告書は1999年度に刊行予定。
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概 要

9950下山門敷町遺跡第 3次調査 (SYS-3)

所在地西区下山門3丁目431-1

調査原因 共同住宅建築

調査期間 1999.11.08~2000.1. 7 

調査面積 l,450m2 

担当者 星野恵美

処 置記録保存

位置・環境 下山門敷町迫跡は福岡市西郊に位置する早良

平野の西北、生の松原海岸から 1km程南に入っ

た沖積地に位置し、十郎川東岸の幅60~ 100m、

標高3mの自然堤防上に営まれた遥跡である。

第 3次調査地点は下山門敷町追跡の最北に位

置し、迫構面の標高は 2.4m前後を測り、調査

区の中央がやや高くなっている。

検出遺構 上面で古墳時代前期 ・古代 ・中世の遺構を、

厚さ約60cmの弥生前期～中期の包含層をはさみ、

下面で弥生時代前期～中期の遺構を検出した。

全体的に削平が激しく辿構の迫存状況は悪い。

・弥生時代前期末 ：貯蔵穴10基

中期 ：土堀墓3基、祭祀士墟l基

・弥生時代 ：竪穴住居跡2軒

掘立柱建物跡2軒

・古墳時代前期 ：竪穴住居跡l軒

・古代 ：溝7条

•中世 ：溝 2条、墓8墓

出土遺物 辿物は弥生土器・土師器 ・須恵器を主として

コンテナ23箱分が出土した。包含層中からは大

贔の弥生土器と共に黒曜石の原石、石器の未製

品が出土している。弥生時代前期の貯蔵穴から

磨製石鏃が1点、中期の墓から碧玉製の管玉が

1点出土している。

ま と め 第 1• 2次調査では奈良～平安時代の建物 ・

井戸 ・柵・ 溝と多量の鉄滓 ・フイゴの羽口など

製鉄関係の官術に関連すると考えられる造構 ・

遺物が確認されたが、今回の調盃では鉄滓がわ

ずかに出土した程度である。弥生時代～古墳時

代にかけては集落として存在し、古代には南北

方向の溝や足跡 ・杭跡が検出され、水田として

使われていた様相を呈する。中世の墓は敷町遺

跡の北側に広がる乙女田造跡の中世集落に関連

すると考えられる。

報告吾は2001年度に刊行予定である。

1.調査地点の位置 (90 石丸 0378 1 :8000) 

2.上面調査区全景 （東から）

3.下面調査区全景（東から）
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9951今山遺跡第 8次調査 (IMY-8)

所在地 西区横浜2丁目地内

調査原因 道路拡幅工事

調査期間 1999.9.22~2000.3.9 

位置・環境 調査地点は弥生時代の石斧製作迫跡として著

名な今山の東下にあり、東側約50mに現海岸線

がある。調査地点の現標高は3.9mを測る。

検出 遺 構 平安時代中 ・後期のドック状迫構；溝状辿構

で、溝の壁には石垣を施している。底の幅2.5

m、上部幅4.5m、現存の深さ1.5m、推定の

深さ2.5m前後、最上部の幅5m以上を測る。

溝は調蓋区内から始まり、北に向かって伸びる。

江戸後期の絵図では北側に湾があり、この湾に

伸びるものと思われる。底には2カ所の削り出

しの土手があり、その土手を境に北側が深くなっ

ている。

出土遺物 古墳時代前期の製塩上器層；製塩土器が大旦

に出土。厚さ30cmの製塩土器屑を成し、灰腔も

出土した。調査区内ではわずかに焼けた士があっ

たが、製塩炉は見つからなかった。

弥生時代（紀元前2~1世紀）の石斧製作関

係；製塩土器園の下で検出。チップは直径1~

2m前後のユニットが数力所あり、ユニッ ト内

は厚さ10~20cm前後を測る。

縄文時代包含層；石斧層下部の礫層の下の砂

層及び土混じりの砂庖から出土する。前期 ・中

期の包含層で、最厚部で約2.5m。地山面の標

高は約3.2~3.9mを測る。特記すべきは石斧の

未製品が出土したことである。

出土遺物 平安時代；土器 ・木簡削りかす

古墳時代 ；土器 ・製塩土器 ・タコ壺

弥生時代 ；土器 ・石斧未製品 ・チップ石器

縄文時代；土器 ・石器 ・石斧未製品 ・木

総贔コンテナ416箱

ま と め 今回の調鉦で今までの今山の調査内容の中で

も突出した内容を示し、従来確認できなかった

古代の迫構と多くの縄文時代の迫物が出土した

ことから、今山俎跡における最も重要な地点と

いえよう。報告書は2001年度以降刊行の予定。
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調査面積 115m2 

担当者 米倉秀紀

処 醤 記録保存

1.調査地点の位濫 (111 横浜 0620 1 :8000) 

2.調査区全景（北から）

3.チップ群出土状況
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概 要

9952博多遺跡群第120次調査 (HKT-120)

所在地 博多区上呉服町

調査原因 道路拡福工事

調査期間 1999.10.28~2000.3.22 

位置・環境 本調斎地点は、博多湾岸に形成された砂丘上

に位置する。博多迫跡群が占地する三例の砂丘

のうち、二列目の北東端付近にあたり、現状で

は北と西を聖福寺境内に画されている。

検 出遺構 平安時代から現代に至る迫構・追物が発見さ

れた。検出した迫構は、井戸 ・土堀・溝・柱穴

などである。土坑には、人骨の一部が辿存し土

壊墓と思われるもの、護岸の石積みを持つ池状

のものなどがある。そのほか、室町時代14世紀

前半頃と推定される礎石建物跡が出土 した。

出土 遺物 今回の発掘調査では、土器・陶磁器202箱、

木製品 5箱、石製品2箱、金属製品4箱、獣骨

2箱、人骨 1箱が出士した。

ま と め 今回の発掘調査では、調査区北西端付近で砂

丘が検出された以外は、旧河川河口部近くの堆

積層であった。この堆積過程で、人頭骨 ・塔婆

状木製品などが流れ込んでいた。木製品には、

「南無阿弥陀仏」と星書された笹塔婆なども見

られ、葬送の場が近かったことを予見させる。

鎌倉時代中頃から、調査区全体を厚い整地層が

四う。 13世紀中頃から14世紀前半までの整地層

中には、数枚の辿構面があり、それぞれが造成

面と見られる。これらの造成面上には、大型の

礎石が据えらえ、また土描からは鬼瓦を含む瓦

類が出土しており、寺院に伴うものと考えられ

る。池状迫構なども、寺院にかかわる迫構であ

ろう。なお、今回の調査地点は、近世には聖福

寺の子院の継光庵が営まれた場所である。継光

庵は、15世紀中頃には大内氏の重臣相良正任が

寄宿していたことが知られ、今回の発掘調歪で

出土した礎石建物などが、中世の継光庵の迫構

である可能性は高いといえよう。

2001年度報告書刊行予定。

調査面積 350m2 

担当者 大庭康時

処 置記録保存

1.調査地点の位置 (48 千代博多 0121 

i _．-- .= 
2.調査区全景（南から）

..... 

9...． 

9
・

3.調査区土層（北から）
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9953 井尻B遺跡群第13次調査 (IGB-13) 

所在地

調査原因

調査期間

位置・環境 調査地は福岡平野を貫流する御笠川と那珂川

に挟まれた洪積台地、中位段丘状の北側に立地

する井尻B辿跡群のやや北側中央部に位置して

いる。 50crnの盛り土および訓C!Ilの耕作土下ロー

ム層上面（標高12m)で迫構を確認した。

検出遺構 弥生時代後期前半の竪穴住居跡l、弥生時代

中期の柱穴70、中世 (12世紀）の溝1条を検出

した。柱穴群は掘立柱建物、竪穴住居の柱穴と

みられるが、調査区域が狭く、竪穴住居の壁が

失われており、規模の復元は困難である。

出土遺物 住居跡の床面や柱穴から弥生土器や砥石、溝

から陶磁器などコンテナ15箱分。

今回の調査地は都市計画道路予定地に隣接し

ており、今後周辺での発掘調査が増えることが

予想され、集落の全貌も調査を積み重ねること

によって明らかになっていくことだろう。

ま と め

南区井尻1丁目755-8

専用住宅建築

1999.11.22~12.ll 

調査面積

担当者

処置

841m2 

佐藤一郎

記録保存

1.調査地点の位置 (25 井尻 0090 1 :8000) 

2.調査区全景 （南から）

' • ..← • 
3.竪穴住居跡（南から）
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概 要

9954拾六町平田遺跡第 3次調査 (JRH-3)

所在地 西区石丸2丁目54-5

調査原因共同住宅建築

調査期間 1999.12.20~2000.l.27 

位置・環境 当調査区は室見川の西岸、早良平野の北西側

に位置し、拾六町平田辿跡群北端部に相当する。

検出遺構 調査はまず、調蓋区北側の発掘より着手した

が辿構は発見されず、直ちに埋め戻しを行って

南側部分の発掘を行った。その結果、古墳時代

中期の土堀1、溝1、ピッ ト群を確認した。

土堀は南側調査区のほぼ中央で認められ、径

2m、深さ0.8mのすり鉢形を呈する。その中

には木等の腐植土が互層状に堆積しており、そ

れに伴って壷や甕などの土師器も検出された。

溝は南側調査区の東側で認められ、幅3m、深

さ0.2mを測る。覆土にはごくわずかに土器を

含むのみ。

出土 遺 物 コンテナ 5箱ほど出土している。大半が古墳

時代土師器で、若干の須恵器が混じる。なお、

当調査区は北側に向かってわずかに傾斜してお

り、その堆積土中には多くの土師器 ・須恵器を

含んでいた。

ま と め 今回の調査では占墳時代中期相当の逍構、追

物が大半を占めた。出土した土師器には高杯の

占める割合が高く、またミニチュア土器も出上

するなど、何らかの祭祀にともなう遺物の廃棄、

または流れ込みであったと考えられる。

なお報告書は2000年度に刊行予定である。

調査面積 560m' 

担当者 蔵冨士寛

処 置記録保存

1.調査地点の位濫 (90 石丸 0381 1 :8000) 

に2.調査区全景（南から）
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3.遺物出土状況（東から）
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9955 比恵遺跡群第71次調査 (HIE-71) 

所在地

調査原因

調査期間

博多区山王1丁目150他

共同住宅建築

1999.12.6~2000.3.1 

調査面稜

担当者

処 濫

592.6 rrf 

井上繭子

記録保存

位置・環境

検出遺構

比恵追跡群は、福岡平野を北流する御笠川と

那珂川に挟まれた中位段丘上に立地する。本調

査区は比恵遺跡群のほぼ中央部に位置し、北に

第5次調査地点、東に第51次調査地点、南に第

19次調査地点、西に第20次識査地点が接する。

迫構は現地表下約20cm、標高約6.2mの鳥栖ロー

ム上面で検出された。追構面はかなり削平を受

けている。

迫構は調査区全域で密に分布している。古代

の溝(SDOl)1条、弥生時代中～後期の周溝状

追構(SD02)1基、弥生時代中～後期の住居跡

5軒以上、弥生時代中・ 後期の井戸各 1基、土

堀、柱穴多数が検出された。 SDOlは断面がY

字形を呈し、ほぼ南北方向に流れる。追物は少

ない。 SD02は深さが 5cmほどでかなり削平さ

れていると思われるが、壁は直に立ち上がり、

一辺を住居跡に切られているものの、隅丸方形

状に巡ると思われる。追物は少ないが、弥生時

代後期の住居に切られていることなどから、弥

生時代中期から後期にかけての時期と考えられ

る。住居跡は壁溝や貼床のみの残存状況のもの

が多く、プランや柱穴が確認しにくい。出土辿

物から弥生時代中期から後期にかけての範囲に

収まるであろう。いずれもほぼ軸を南北方向に

とる。

出土 遺 物 弥生時代中期の辿物が圧倒的に多いが、住居

跡の一部から弥生時代後期、SDOlから古代の

須恵器 ・土師器片が出土している。その他、 石

包丁、磨製石鏃も検出された。

今回の調査区は比恵迫跡群のほぼ中心部にあ

たり、逍構の分布状況は非常に密度が高かった。

弥生時代中期から後期にかけての追構が集中し

ている。報告書は2001年に刊行予定である。

ま と め

1.調査地点の位置 (37 東光寺 0127 1 :8000) 

. ~ 
、-,

2.溝S002土器出土状況 （西から）
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9956 周船寺遺跡第13次調査 (SSJ-13) 

所在地

調査原因

調査期間

西区大字千里452-3他

公営住宅改築

1999.11.15~2000.3.10 

調査面積

担当者

処 置

949m2 

池田祐司

記録保存 一部現状保存

高祖山から北に広がる丘陵裾の沖積平野に位

置し、調査地点の標高は約llmを測る。調査区

は道路を挟んで 2地区に別れる。現況は lm強

の盛土がなされている。盛土以前は水田で、耕

作土、床土を除去した面で追構を検出した。

検出 遺 構 東側の調査区では東に地形が落ち、縄文時代

晩期から弥生時代中期までの包含層がたまる。

この包含層を除去した面で埋甕と縄文土器が出

土した。微高地部分では、淡青灰色シルト上面

で住居跡等の追構を検出した。西側の調査区で

は弥生前期を中心とした追構を検出した。また

埋甕が口縁部から残存する。

検出した遺構は住居跡9軒、土堀、多数のヒ°ッ

ト、埋甕7基で、住居跡は弥生時代前期、埋甕

は晩期のものと考えられる。住居跡は円形のも

の6軒、方形のもの3軒である。

出土 遺 物 土器、打製・磨製石鏃、石斧等が出土した。

土器は縄文時代晩期初頭から弥生時代中期のも

ので、住居跡や土堀内で完形品が潰れた状態の

ものもある。石器は黒曜石製が多い。住居跡02

1、029の床には、風化した玄武岩の細片が多く

散らばっており、 石斧等の製作に関連した跡と

考えられる。その際の叩石と考えられる径7~

8 cmほどの円礫が多数出土している。

周船寺迫跡では、これまでの調査で弥生前期

の追構が広く確認されている。今回の調査区に

近接した 1次調査地点（千里シビナ）においても

円形住居跡が確認されており、周辺に弥生時代

前期の集落が広がっていることがわかる。ただ

し、遺跡内には河川堆積や地形の起伏がみられ、

比較的小規模な拡がりが数力所に存在すると考

えられる。晩期については、埋甕以外の遺構は

不明確であった。

報告書は2000年度に刊行予定である。

位濫・環境

ま と め

1.調査地点の位置 (132 千里 0689 1 :8000) 

2.竪穴住居（東から）

.... 
：． 

3.埋甕（東から）
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9957曰佐遺跡群第2次調査 (OSS-2)

所在地 南区曰佐4丁目514-9

調査原因 共同住宅建築

調査期間 1999.12.1 ~2000.1.13 

位置・環境 曰佐迫跡群は福岡平野の南部、那珂川中流域

に位置し、すぐ東には弥生時代の大規模集落と

墳墓群で有名な須玖•岡本造跡が所在する。当

調査地点は第1次調査地点に南接する。第1次

調査では中世の遺構（火葬土堀墓など）と縄文

土器を包含する河川流路跡が検出された。

検出遺構 調査区は東西に長い略長方形を呈する。 12世

紀頃の屋敷地に伴う一連の追構を検出した。該

地を長方形に区画する溝3条を検出した。北と

南の溝が15mの間隔で並行して走り、東側の溝

がそれに直交する。溝によって15mX70m以上

の細長い形に区画される。北側の溝は 1箇所途

切れる。その区画内、調査区中央部に 2X 4間

と1X 3問の掘立柱建物2棟が並び、その西と

南には柵列を設けている。その東側では10mほ

ど離れて別の 1棟を検出した。調査区西側では

溝の内外に、火葬士堀墓を含む土横7基が存在

する。

さらに掘り下げて縄文時代の迫構を探したが、

少量の縄文土器が出土 したのみで迫構は確認で

きなかった。

出土遺物 辿物の総塁はコンテナ 7箱である。 12世紀頃

の底部糸切の土師器杯 ・小皿、瓦器椀、輸入陶

磁器のほか、古代の須恵器、縄文土器、 黒曜石

が出土した。

ま と め 溝によって区画された中世前期の住居群を確

認した。母屋のほかに離れの建物がある。これ

らの特徴より、階層的に高い人々の居住地と考

えられる。名主層の屋敷地に比定できるか。

なお、報告書は2000年度刊行予定である。
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調査面積 900m' 

担当者 本田浩二郎 ・上角智希

処 置記録保存

調査地点の位濫 (25 井尻

ら —
2.調査区全景（西から）

；̀ミ`’̀ 3.掘立柱建物（北から）



（
 
概 要

9958井尻B遺跡群第14次調査 (IGB-14)

所在地南区井尻l丁目地内

調査原因 道路建設

調査期間 1999.11. 24~ 2000.2.29 

位置と環境 井尻B迫跡群は福岡平野の中央部、那珂川と

御笠川に挟まれて春日丘陵から博多湾に向かっ

て延びる台地上に位置する。今回の調歪地点は

南北に延びる台地を東から開析した谷の中に位

置する。追構検出面の土壌は調査区北西端が八

女粘土とその下層の硬砂層。調査区中央から南

はアシ科の地下茎を多く含む暗茶褐色泥質土と

青灰色グライ砂の上に堆積した灰白色の粘質土

を地山とする。調査区全域で迫構面の上に20cm

ほどの黒色土が堆積しており、北側では多呈の

迫物を含んでいた。

検出遺構 北西端の台地際で弥生時代の掘建柱建物と古

墳時代初頭の井戸を確認した。柱穴のほとんど

は遺物が出土しない。井戸は八女粘土上から褐

色硬砂層まで掘り込んだ後、井形に組んだ角材

の上に半円形の井筒を置き、周囲を粘土で埋め

ている。井筒内からは甕の破片が数個体分、手

捏ね土器、木製品の一部が出土した。調査区の

南側はウシの足跡が全面的に広がっていること

から水田跡と思われる。

出土 遺物 約50箱の造物が出土した。追物のほとんどは

包含屈からの出土で弥生時代中期を中心とし、

甕棺や石包丁の破片を含む。その他に弥生後期

前半から中頃の土器や8世紀後半の須恵器や瓦

片も出土している。特に弥生時代後期の青銅器

鋳型が出土しており、 2面を鋳型として使用し

ている。

ま と め 同時期の鋳型が北側の11次調査でも台地の落

ちから出土しており、西側台地上に弥生青銅器

鋳造工房があった可能性が考えられる。南側の

水田は古代末から中世と考えられる。

調査面積 952m2 

担当者 屋山洋

処 置記録保存

1. 調査地点の位置 (25 井尻

返r-------～一
2. 調査区全景（南から）
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9959箱崎遺跡第20次調査 (HKZ-20)

所在地 東区箱崎1丁目地内

調査原因 区画整理事業

調査期間 1999.12.13~2000.3.31 

位置・環境 箱崎追跡は博多湾岸に形成された南北方向の

古砂丘上に立地する。本調査区は遺跡東端の砂

丘東側緩斜面上に位置する。調査区は3区に分

け、北側から 1区、 2区、3区と呼称した。そ

の標高は2.0~3.3mを測り、中央の 2区が最も

高い。 1区は遺跡北東端に位置し、南西側から

北東側への砂丘の傾斜が顕著である。

検出遺構 各調査区では黄褐色砂層上面で迫構を検出し

た。

1区は南半部を除き、既存建物による撹乱が

著しく迫構迫存状況は不良であったが、 古墳時

代初頭の竪穴住居1軒、 11世紀後半から12世紀

後半の井戸・土墟・土堀墓、近世の溝等を検出し

た。井戸は3基を検出し、井筒の下層には木桶

が逍存する。うち 1基は井筒を板材で方形に囲

む構造を有する。 土堀墓は 1基のみであるが、

中年女性の人骨が良好に追存していた。

2区では古墳時代後期の竪穴住居2軒、11世

紀後半から12世紀中頃の井戸・土堀・ピッ トを確

認した。竪穴住居の全容は不明であるが、未製

品を含む滑石製品が少星出土している。井戸は

計6基を確認し、1区同様に板材を用いて方形

に井筒を囲むものを 1基検出した。

3区は狭長な調査区のため、全容を窺える追

構の検出例は少数であったが、 12世紀中頃から

13世紀代の井戸4碁、多数のピッ トを確認した。

井戸は調査区壁面にかかるため、井筒を検出し

褐たものは2基のみである。

出土 遺物 土師器、須恵器、瓦器、須恵質土器、輸入陶

磁器、鉄製品、 滑石製品等がコンテナ数にして

32箱出土した。

ま と め 古墳時代の集落は単発的で、小規模に点在し

ているものと考えられる。これまでの調査では

砂丘東側斜面に占地するものと推定される。

調査報告書は2001年度に刊行予定である。
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調査面積 641m2 

担当者 榎本義嗣

処 置記録保存

1. 調査地点の位置 (34 箱崎 2639 1 : 8000) 

2.第2区全景（南から）

3. 第 1区土壊墓（西から）



9960 博多遺跡群第121次調査 (HKT-121) 

所在地

調査原因

調査期間

博多区中呉服町57番1• 2 

社屋建設

1999.12.13~2000.1.27 

調査面積

担当者

処 置

146m2 

佐藤一郎

記録保存

位醤 ・環境 調査地は福岡平野を貫流する御笠川と那珂川

に挟まれた砂丘上に立地する博多辿跡群の南側

砂丘の北端部に位置する。

本調査はバックホーで、約160cmの盛土を鋤

取りすることから始めた。その結果、試掘調査

で確認された辿物包含層（黒灰色砂質土）は撹

乱を受けており、現地表下約200cmの地山の黄

白色砂層（標高2.3m)まで削平を受けていた。

検出 遺構 検出された迫構は、井戸3基 (12世紀のもの

と15世紀のもの）、石積土堀の断片1基、土堀数

基と柱穴ピット状追構数個で、他の掘り込みは

すべて撹乱で、そのはとんどはバックホーのパ

ケットの痕である。

出土迫物は12世紀の青磁碗（龍泉窯とも同安

窯ともっかないもの）から15世紀の雷門帯青磁

16世紀の明代後半の青花皿や線描き蓮弁青磁碗

まで幅がある。

1987年に北東隣接地で試掘調査が行われ、地

表下200cmで地山の黄白色砂層が確認され、辿

構の残りは良好であったことから、本調査地は

既存の建物の解体の際に多大な破壊を受けたも

のとみられる。

出土遺物

ま と め

1.調査地点の位置 (48 千代博多 0121 1 :8000) 

,
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/
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2.調査区全景（北西から）
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9961 那珂遺跡群第74次調査 (NAK-74) 

所在地

調査原因

調査期間

博多区那珂1丁目424• 424 • 426 

共同住宅建築

1999.12.20~2000.2.8 

調査面積

担当者

処置

598m2 

本田浩二郎

記録保存

位臨・環境 那珂遺跡群は福岡平野の中央部に位置し、御

笠川と那珂川に挟まれた洪積丘陵の北端に位置

している。那珂遺跡群の北側には比恵追跡群が

存在するが、両迫跡は一連の追跡群として考え

られており、その分布範囲は南北2.4kmX東西

0.5~0.8kmが推定復元されている。

第74次調蓋地点は、那珂辿跡の北東側に位置

しており、現地表面の標高は8m前後を測る。

調査の結果、対象地の南西側は中世以降の開発

によって大幅に削平され、溝二条の底付近が検

出されただけである。調査区北側でも西側半分

が削平によって迫構が消滅していたが、残りの

部分では迫構は良好に残存していた。調査地点

付近は弥生時代中期頃に埋没した谷の西側斜面

上に位置し、谷は弥生時代中期の辿物を大砿に

包含する暗褐色枯質土によって覆われていた。

この包含履を掘り抜いて掘削された弥生時代後

期から古代 ・中世の時期に属する井戸が9基検

出された。弥生時代後期の井戸からは祭祀に用

いられた壺・甕などの土器が出土した。古代の

井戸は掘方の直径が3m以上を測り、須恵器・

土師器 ・木製品などが出土した。

出土這物 辿物はコンテナケースで43箱分の弥生土器 ・

土師器・須恵器 ・木製品 ・石器が出土した。

本調査では調査区付近に弥生時代中期に埋没

した谷が存在することが確認された。この谷は

付近の調査区においても確認されており、当時

の地形復元作業において貴重な知見となる。今

後の資料の増加と、追跡群全体の様相の解明に

期待したい。

調査報告書は2000年度刊行予定である。

検出遺構

ま と め

1.調査地点の位置 (37

9

,
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0085 1 :8000) 

2.調査区北側全景（南から）

3.弥生時代井戸遺物出土状況（南から）
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概 要

9962飯倉G遺跡第5次調査 (IKR-G-5) 
9964飯倉G遺跡第 4次調査 (IKR-G-4) 
所在地 城南区梅林4丁目414-1• 5丁目137-7
調査原因 福岡外環状道路、地下鉄3号線建設
調査期間 1999.3.9~4.27 • 5.24~6.10 

調査面積 313面、 170m2

担当者 星野恵美 ・加藤隆也

処 置記録保存

位證・環境 飯倉G遺跡は、油山から博多湾に向かって派

生した舌状丘陵の南端部に立地する。第4次調

査地点は飯倉G迫跡のほぽ中央に位置する丘陵

の東側斜面上に立地し、標高は約23~32mを測

る。第5次調査地点は、標高約32mを測る丘陵

頂部に立地しており、第4次調査地点の西側に

隣接している。

西へ約100mの地点には梅林古墳が、東側に

は古墳時代の住居跡等を検出した梅林迫跡第2

次調査地点が隣接する。

検出遺構 第4次調査地点においては、西側では表土直

下で、東側では 2~4mの厚さがある盛土下の

黄褐色粘質土上面で追構を検出した。辿構は、

溝3条 (SD01~03)、焼土堀1基、他に性格不

明のビット多数（風倒木跡も含む）である。

第 5次調査地点では、表土から約ーlm下の

褐色粘質土上面で辿構を検出した。追構は、溝

1条 (SDOl)、土堀等である。

溝SDOlの掘削時期は、出土辿物からみて、

弥生時代中期後半以降と考えられる。第4次調

査地点では、断面が「Y」字形で、幅2.5~4 

m、深さは最深部が5mを測り、斜面を南東か

ら北西に走っていたが、丘陵頂部にあたる第 5 2.第4次調査区全景 （北から）

次調査地点では断面が「U」字形を呈しており、

1.調査地点の位置 (74 七隈 0254 1 :8000) 

幅7mで南西へ弧を描きながら曲かっている。

出土遺物 旧石器、弥生時代中期土器、古墳時代須恵器・

土師器等が出土している。

ま と め 今回の調鉦で検出した溝SDOlは、 丘陵を巡

る環濠の一部と考えられ、その平面形は東西に

80m、南北に60mの楕円形に推定できる。溝の

内部が削平を受けているため住居跡等の迫構の

有無については確認できておらず、その性格に

ついては、周辺の今後の調蒼成果をみながら検

討する必要がある。

なお報告書は、 2001年度刊行予定である。
I¥ 

3.第5次調査区土陪（西から）
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9963梅林遺跡第 4次調査 (UBY-4) 

所 在 地

調査原因

調査期間

城南区梅林 4 丁目451 -10 • 11

福岡外環状道路、地下鉄3号線建設

1999.7.24~10.30 

調査面積

担 当 者

処 置

760rrf 

井澤洋一

記録保存

位置・環境 標高600mを測る油山からは、博多湾に向かっ

て幾つもの舌状丘陵が派生する。更にこの丘陵

は東や西方向に枝状に舌状台地を分岐しており、

当遺跡は、その分岐した丘陵の一つ、標高約22

m上に立地する。東に七隈川、 西に稲塚川に挟

まれた地域である。

当該地より西へ約420mの地点には梅林古墳

が、 東方約150m地点には梅林遺跡第 1次調査

地点が存在する。更に、 当辿跡の西側には、古

墳時代のオン ドル住居跡等を検出した梅林追跡

第2次調査地点が隣接する。

検出 遺 構 迫構は、縄文時代の埋甕2基、古墳時代の竪

穴住居跡2軒、柵1条、古墳～奈良時代の掘立

柱建物5棟である。

出 土遺物 縄文時代の打製石鏃、石槍、古墳時代の須恵

器杯 ・蓋 ・高杯、土師器甕 ・鉢・壺・甑 ・鉄滓、

奈良時代の須恵器杯・蓋・甕、中世の土師器皿・

杯、中国製青磁碗、白磁碗、陶器等が出土して

ま と め

いる。

当調査地点は、古くから博多湾からの物資運

搬と交通路として利用されたと考えられる七隈

川に接した場所に立地する。当調査では、オン

ドル構造の住居跡を2軒検出した。これらのオ

ンドル構造の住居跡は、壁面の中央に術を設け

ており、周壁に沿って20~50cmの溝を全周させ

ている。当遺跡のように煙道が住居内の周壁を

全周する例は、現状では国内外共にみられない。

当該地は、第 2次調蒼地点の東側に隣接して

おり、第2次調査で検出したオンドル構造の竪

穴住居群と同一の集落を形成するものと考えら

れる。当遺跡は、第1次調査で検出した掘立柱

建物群との関連も深く 、また、渡来人との関わ

りを知る上でも大きな手掛かりと成り得る。

1.調査地点の位置 (74 七隈 2775 1 : 8000) 

2.調査区全景（東から）

3.竪穴住居跡SC02（東から）
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本 報 告

9965 井尻B遺跡群第15次調査 (IGB-15) 

所在地

調査原因

調査期間

位置・環境

南区井尻1丁目362-3

共同住宅建築

2000.1.14~1.28 

当調査地点は井尻B迫跡群の西部に位置して

いる。駐車場造成に伴う調査である。まず60m2

について深さ30cmの表土を除去し、迫構を確認

し、その後、掘削により破壊される36m勺こつい

て発掘調蓋を実施した。

検出遺構 調査区全面にわたり迫構が密に存在する。埋

土は黒褐色および薄い灰褐色を呈する。辿物が

あまり出土していないが、前者が中世、後者が

近世の追構と推定される。

調査区北端で幅 120cm、深さ60cmの中世の溝

を検出した。また、調査区中央で植木の根切り

の痕跡と思われる円形の浅い掘り込み4つを検

出した。追物は出土していない。

出土遺物 迫物の総羅はコンテナ 3箱である。中世の播

鉢、瓦、鍋の破片や、唐津の皿などがある。

委包立図努字：

翌
；：夏

調査面積

担当者

処置

36m2 

上角智希

記録保存

1.調査地点の位置 (25 井尻 0090 1 :8000) 

R 

゜◎ ° 

◎ ジ^^゜゜
゜

3m 

2. 中世の溝（西から） 3.遺構配置図 (1/100)
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9966 下山門乙女田遺跡2次調査

所在地

調査原因

調査期間

西区下山門3丁目464• 465 

共同住宅建築

2000.1.6~2.26 

調査面積

担当者

処

(SOM-2) 

置

770m2 

星野恵美

記録保存

位置・環境 下山門乙女田辿跡は福岡市の西郊に位置する

早良平野の西北、生の松原海岸から 800m程南

に入った沖栢地に位置し、十郎川東岸の自然堤

防上に営まれた迫跡である。

第2次調査地点は下山門乙女田迫跡の最南に

当たり、 下山門敷町辿跡第3次調査地点のすぐ

北側に位置する。追構面の標高は約 2.5mを測

検 出 遺構

る。

室町時代を主とした迫構、溝12条、井戸2基、

ピット群を検出した。溝は東西方向に 5条、南

北方向に 6条、 L字形に曲がる 1条である。屋

敷地等を分割する方形区画の溝と考えられる。

区画の中には掘立柱建物のビットを多く検出し

ている。掘立柱建物は切り合い状況から最低4

回の建替えが考えられる。井戸は直径が約 2.5

mの掘り方をもち、 1基は井戸枠に桶を使用し

ていた。湧水はしなかった。

出土 遺物 遺物は陶磁器 ・士師器を主としてコンテナ14

箱出土した。溝の中からは焼けた石、火鉢、土

師器、陶磁器、 石臼等が出土している。他に木

製の下駄 ・皿、朱漆を施した椀、五輪塔の一部

である塔身、青銅製の飾り金具、小型の器等が

ま と め

出土している。

第 1次調査で中世の遺構を検出し、今回の調

蒼でその集落の広がりを確認した。前回の調査

で大宰府の観世音寺子院の調査で出土している

仏像によく似た土製仏像が出土し、寺院の可能

性が考えられていた。今回も青銅製品や五輪塔

等が出土し、集落が室町時代末には存在してい

た可能性がある寺院とどのように関係するか、

今後考えていく必要がある。

報告書は2001年度に刊行予定である。
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□〗̀ E~1.調査地点～の位置 (90 石丸 2474 1 :8000) 

i¥_ ---
2.調査区東側全景（南から）

3.調査区西側全景（東から） -
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9968 神松寺遺跡群第 2次調査 (SNS-2) 

所在地

調査原因

調査期間

城南区神松寺1丁目1709-1

共同住宅建築

2000.2.21 ~3.16 

調査面稜

担当者

処置

188rrf 

蔵冨士寛

記録保存

位置・環境 当調査区は片江川の西岸、金山より派生 した

丘陵の南側袖部に存在する。現在、丘陵上には

老松神社があり、その周辺には弥生時代後期の

集落や古墳時代後期の前方後円墳（神松寺御陵

古墳）が存在した。

検出遺構 ・中世 (12世紀前半）士城3

柱穴、 ピッ ト群

(15世紀後半）柱穴、 ビッ ト群

検出した遺構は12世紀前半と15世紀後半の大

きく 2時期に分けることができる。まず12世紀

段階に丘陵裾部に溝を巡らすなど、 地形を改変

した後、柱穴群にみられるように掘立柱建物が

建てられる。土堀は3基確認され、長軸方向を

南北 (2基）と東西 (1基）にとる。追物は流

れ込みによる土器片しか含まれていない。そ し

て15世紀後半になると、この地に再び平坦面を

造りだし、掘立柱建物が建てられる。

迫構としては、柱穴が検出されたのみである。

出土遺物 中世陶磁器、瓦器などの他、包含層中からは

弥生時代後期を中心とした多くの土器が出土し

た。これらは丘陵上に存在した集落迫跡よりの

流れ込みと考えられる。

今回の調査によって、 2時期にわたる辿跡の

存在が確認された。そして神松寺迫跡群の更な

る広がりが想定できるようになった。

なお、報告書は、 2000年度に刊行予定である。

ま と め

1.調査地点の位置 (62 原 0201 1 :8000) 
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9969 博多遺跡群第122次調査 (HKT-122) 

所在地

調査原因

調査期間

博多区古門戸町61

事務所ビル建設

2000.2.21 ~5.8 

調査面積

担当者

処置

206 rrf 

佐藤一郎

記録保存

位置・環境 調査地は福岡平野を貫流する御笠川と那珂川

にはさまれた砂丘上に立地する博多遺跡群の北

西側砂丘 「息の浜」北西端部に位置する。

検出遺構 試掘調査の所見に基づき、 地表下50cmまでの

表土を鋤取り、灰白色土と暗茶褐色度の細かい

互層 (I層）の上面を最初の調査対象面と設定

した。検出された追構は近世から近代にかけて

の道路、それと平行する礎石建ての建物跡、溜

析状迫構、土管埋設溝である。次に地表下 1.2

~ 1. 3mで確認された焼土粒を多量に含む黒褐
色土層 (II暦）上面まで重機で掘削し、II層は

人力で掘り下げ、その下面の灰褐色士層(II層）

上面（標高3.Om)でL字に屈折する石組み溝1

条、素掘りの溝2条、井戸 1基、石積土堀6基、

石稼みの溜池状遺構1基、方形竪穴1基を検出

した。辿構の時期は16世紀で、溝や土堀は真北

に近い主軸方位を取る。引き続いてII層を掘り

下げ、 地表下3.2mの砂層（標高1.Om)上面で

井戸8基 (1基が16世紀で、他は12世紀後半）、

石積み基塩（基底部のみの残存で、13世紀後半

には廃絶か）、柱穴 ・ビッ ト状追構40、土堀 6

基を検出した。

出土道物 II居中からは土師器や明代後半の青花や青磁

等の陶磁器の他、瓦片、士壁片が多箪に出士し

ま と め

た。

調査地点は妙楽寺 (1316年創建）跡と推定さ

れ、検出した迫構 ・辿物は、妙楽寺と何らかの

関わりを持つものであろう。

なお、報告書は2001年度に刊行予定である。

¥ ¥ ¥ • 9‘̀ ’ ”’^ ‘9, --- 、 、 '` ・ ヽ ・^ヽ ‘` マ 9,ー～｀ ‘` 

1.調査地点の位置 (49 天神 0121 1 :8000) 
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2. II層上面北西部（南東から）
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概 要

9970博多遺跡群第123次調査 (HKT-123)

所在地 博多区須崎町1-1

調査原因 ホテル建築

調査期間 2000.2.22~3.24 

調査面積 190m2 

担当者上角智希

処 置記録保存

位置・環境 博多迫跡群は福岡平野を南北に流れる御笠川、

那珂川の河ロ一帯に所在する。中世には2つの

砂丘が形成されており、北側を息浜、南側を博

多浜と称している。本調蒼地点は息浜の西端部

に位置する。

検出遺構 調査は現地表下 250~270crnの黄褐色粗砂層

（地山）上面について実施した。これより 上の

層は後世の撹乱によって大部分が破壊されてお

り、璽機による表土鋤き取り時に、目についた

土器を採集するにとどめた。追構面にも新旧建

物のコンク リー ト基礎が多く入り、破壊されて

いる部分が多い。

検出遺構 井戸7基、溝2条、土葬墓 1基、土堀約30基

のほか、調査区全面にわたって柱穴多数を検出

した。ほとんどの追構が12~13世紀のものであ

る。士葬幕は長方形士堀で木棺の痕跡を検出、

上半身の人骨も辿存していた。被葬者は老年女

性と推定される。他にも同様の大きさ、深さの

長方形土堀が数基存在し、これらも墓の可能性

がある。

出土遺物 主な出土遺物は中世前期の土師器、輸入陶磁

器、瓦器である。ほかに近世の染付、陶器や瓦

が出土している。追物鼠はコンテナ50箱に相当

する。 12~13世紀に位置付けられるものがほと

んどである。包含層からではあるが、北宋から

の渡来銭「崇寧重密」(1103年初鋳）が出土して

いる。

ま と め 調査の結果、中世前期の追構が、調査区全面

にわたって高密度に分布していることを確認し

た。当地点は息浜の西端部と考えられているが、

さらに西へも砂丘が広がっていたのではなかろ

うか。今後の調査が待たれる。

報告書は2000年刊行予定である。

1.調査地点の位置 (49 天神 0121 1:8000) 

ミミ墨l

2.調査区全景（西から）

3.井戸SE01（南から）
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9971那珂遺跡第75次調査 (NAK-75)

所在地 博多竹下5丁目433

調査原因 共同住宅建築

調査面積 250m2 

担当者 長家伸

調査期間 2000.3.1 ~4.14 処 置記録保存（一部現状保存）

位置・環境 那珂迫跡は御笠川と那珂川にはさまれた火山

灰によって形成された洪積台地上に立地する遺

跡群である。アスファル ト・ 砕石 ・旧表土を除

去したローム層上面で辿構を検出した。迫構面

の標高は8.5mでほぼ平坦である。

検出遺構 弥生時代 ：中期の井戸 l基

後期の掘立柱建物 1棟

古墳時代 ：後期の竪穴住居跡16棟以上

古代 ：溝 1条

中世 末： 溝 1条、ほかに土堀・柱穴を検出。

特に古墳時代後期の竪穴住居跡は調査区の西

側半分に集中しており、時期差もほとんどない

ことから、短い期間に建替えが行われたことが

想定できる。また古代の溝はほぼ南北方向に直

線的にのびており、今回の調査部分を南端とし

ても延長 600mを測る。当該溝は土師器 ・須恵

器の他、瓦を多く含んでいる。また中世末の溝

は矩形を呈し、屋敷地などを囲むものと考えら

れる。

出土遺物 弥生土器 ・ 土師器 ・ 須恵器 ・ 瓦 • 石器など総

緻でコンテナ21箱分出土している。

ま と め 今回の調査地点では特に古墳時代後期の竪穴

1.調査地点の位置 (38 塩原

住居跡が密集した状態で検出された。近隣の調 2 調査区全景（南から）

査区では古墳時代後期～古代の倉庫群なども確

認されており、周辺の調査によってさらに状況

が明らかになっていくであろう。

-92-

3.竪穴住居（西から）
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概 要

9972麦野A遺跡群第 7次調査 (MGA-7)

所在地 博多区麦野5丁目2-33• 36 

調査原因 専用住宅建築

調査期間 2000.3.13~2000.5.2 

調査面積 450m2 

担当者 本田浩二郎

処 置記録保存

位置・環境 麦野A迫跡は福岡市博多区の南端に位罵して

いる。周辺には麦野B• C遺跡、雑餡隈迫跡、

南八幡遺跡、井相田辿跡などが展開する。井相

田迫跡を除く、これらの辿跡は近接する舌状台

地上の丘陵上に点在するが、その地形的な境界

は現在のところ判然としない。

検出遺構 調査区の現状は畑で、迫構面の標高は15m前

後を測る。調査では 8世紀後半から 9世紀初頭

にかけての二時期の溝辿構・柵列とこれに伴う

門遺構、中世の溝と掘立柱建物数棟を検出した。

溝遺構は施設の周囲に掘削されたものと考えら

れ、 二時期に分けられる。柵列は第二段階の溝

辿構に伴うもので、約30m分柱穴15基を検出し

た。主軸方向はN-55°-Wをとり、周辺で

確認されている条里制の方向と異なる。柵列の

柱穴は掘方が方形または長方形で、一辺が1~

1.2 mを測る。柱穴底面で柱圧痕が確認され、

その間隔は2.1m前後を測る。門辿構も二時期

に分けられ、第一段階で幅3m、第二段階で幅

4.6 mを測り、建て替えに伴って規模が拡大し

たことが分かる。門迫構に伴う上部構造は現段

階では確認できていない。

出土遺物 追物は上師器 ・須恵器 ・白磁器などの貿易陶

磁などがコンテナケース 1箱分が出士した。

ま と め 溝 ・柵列 ・門迫構は規模 ・構造から官衛関連

の追構と考えられる。調査区周辺では 8世紀後

半から9世紀前半の大規模な集落が調査されて

おり、集落辿跡との関連性も迫構の性格解明の

上で今後の詳細な検討を必要とする。

報告書は2001年度に刊行予定である。

咤
と v、涎紐多示ク+王乏づゴ以'!:Ii;,,;.四況た
調査地点の位溢 (12 麦野 0048 1 :8000) 

2.調査区全呆（東から）

3.調査区全景 （東から）
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9973下原名切古墳群第 1次調査 (SBN-1)

所在地 東区大字下原字名切648-1他

調査原因病院建設

調査期間 2000.3.13~5.2 

調査面積 310m2、古墳1基

担当者 大塚紀宜蔵冨土寛

処 置記録保存

位醤・環境 当古墳群は三日月山の西麓、西方に向かって

延びる丘陵尾根筋の頂部近くに存在する。現在

の標高は82m程で、今回調査した古墳1基のほ

かに周辺で古墳は発見されていない。

検出遺構 古墳時代（後期）：古墳1基

古墳は径14mの円墳で、主体部は南側に開ロ

する短室両袖構造の横穴式石室である。石室は

3.2 X 1.6 mの長方形プランで、床面には礫を

敷いている。石室入口部分や天井部分は破壊を

受けていたが、基底部は比較的良好に残存して

おり、室内からはある程度の追物の出士をみた。

また、墳丘東側の裾部分からは須恵器蓋杯が3

個体まとまって出土 した。墳丘における祭祀の

ありかたを窺うことのできる資料として注目さ

れる。

出土遺物 石室内からは鉄刀、鉄鉾、鉄鏃 とい った鉄製

品や耳環、玉類が出土した。天井部からの流れ

込み以外で須恵器といった容器の類は検出され

ていない。墳丘 ・周溝からは上述した須恵器蓋

杯のはか、須恵器甕の破片がいくつか認め られ

調査地点の位置 (5 三日月山 2806 1 :8000) 
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本報告

9974井相田A遺跡群第 1次調査 (ISA-1)
所在地 博多区井相田地内 調査面積 4m2 

調査原因 公園施設建設 担当者 本田浩二郎

調査期間 2000.3.8~3.9 処 置記録保存

位醤・環境 井相田A遺跡群は福岡市博多区に所在し、市

域最南端に位置している。地理的には月隈丘陵

と麦野丘陵に挟まれた沖積平野の低位段丘面に

あたる。この沖積地は三郡山塊南端の宝満山西

麓に端を発する御笠川と周辺から合流する牛頸

川、諸岡川などによって浸食され形成される。

井相田A迫跡は御笠川下流域の西岸低位段丘面

に立地し、現状での標高は14m前後を測る。

井相田A遺跡群内での発掘調査は本調査が第

1次であり、これまでは試掘調査などの成果か

ら古代の包含屑の存在が知られていただけで、

辿跡の内容については不明な点が多い。

検出 遺 構 本調査は公固のフェンス付設工事に伴って行

われ、調査面積は約4面と狭いものであったが、

大型の合せ口の弛棺1基 ・小児甕棺3基を検出

した。大型甕棺 CK2)は重機によって上部が

一部破壊されており、追存は良好であったが、

3基の小児甕棺は過去の側溝付設工事などによ

り残存状態は不良であった。基盤層となる褐色

粗砂層は御笠川の河川堆積によるもので、粗砂

層の標高は13m前後である。大型甕棺はほぼ水

平に埋置され、主軸方向はN-40° -Eをとる。

上圧で上甕の一部が破損し、内部に暗褐色土が

流れ込んで堆積していた。甕棺の中からは副葬

品 ・人骨の出士はなかった。 3基の小児甕棺の

うちの 1基 CK1)は大型甕棺と主軸を共にし

ており、斜位に埋置される。 もう 1基の小児甕

棺 (K3)は大型甕棺の墓堀内から検出された

が、同時期のものではなく 、意図的に重複する

ように塞壊が掘削されたと考えられる。これら

のことから、被葬者間の親族関係などが想定さ

れる。これらの甕棺の時期は使用される甕から

弥生時代中期前半頃から中頃が考えられる。

1.調査地点の位匿 (12 麦野 0052 1 :8000) 

2. 大型甕棺検出状況（南東から）

；忍＼t4’‘̀”"’ク ム9.J”'“”‘w.， “̀"oMな圧な •スかm•,

3.小児甕棺検出状況（南から）
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本報告 ）
 

出土遺物

1は須恵器の壺の口縁部である。復元口径24.0cmを測る。 2• 3は須恵器の杯蓋である。ともに口縁部が欠

損しており、天井部のみが残存する。天井部にはヘラ記号を付す。 4は須恵器の杯身である。 5はKlの上甕

である。胴部の一部は撹乱のため欠損する。口径は34.4cm、復元器高は37.6cmを測る。 6はKlの下甕である。

外器面には縦位の刷毛目調整が明瞭に観察できる。口径36.3cm、器高37.6cmを測る。 7は弥生土器の甕の口縁

部片である。調査を行った井相田公園内の西側別地点で表採したものである。 8はK3に用いられた甕である。

口縁部を欠損する。過去の工事により口縁部は失われている。 9はK4の上甕である。口縁部以下は測溝付設

工事の際に失われていた。復元口径は34.3cmを測る。 10はK4の下甕である。底部は調査区外に位置し、取り

上げることができなかった。口径32.0cmを測る。 11はK2の上甕である。口径68.0cm、器高85.2cmを測る。 12

はK2の下甕である。胴部下半部の一部が欠損する。口径68.8cm、器高88.4cmを測る。

まとめ

今回調盃を行った甕棺墓の上に堆積する暗褐色土屑は古代以前に形成された迫物包含層と考えられ、この層

からは6世紀後半代に属する須恵器・ 土師器などが出土する。また、この層の上面には中世の追構が存在して

いたものとみられ、中世に属する追物も出土している。 4rrU:いう狭い範囲での調査であったため、甕棺墓以

外の追構を検出することはできなかった。本調査地点より西側50mは大野城市域になり、大野城市教育委員会

による仲島追跡群の調査も行われており、その調査成果より本調鉦地点の甕棺墓群も仲島逍跡群と一連の遺構

群として捉えることができよう。井相田A迫跡内での調蓋は本調査が第一次であり、今後の調査で迫跡群全体

の様相が明らかになることに期待したい。

畑 ゜ 民家

ー

井相田公園

゜
!Om 

神社

4.調査区周辺測量図 (S= 1 /200) 
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5.甕棺墓出土状況平面及び断面図 (S=l/60)
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10cm 

6. 出土遺物（須恵器）実測因 (S=1/3) 7. 
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5
 

゜
20cm 

K-1実測図 (S=l/6)
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— :7 (l/3) 
゜

10cm 

8
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11 

10 
(l/6) 

゜
20cm 

K-2 
12 
(l/8) 

゜
20cm 

8. K-2•3·4実測図 (1 /3 • 1/6 • 1/8) 
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概 要

9975 野方平原遺跡第 1次調査 (NKH-1) 

所在地

調査原因

調査期間

位置・環境 調査地点は、早良平野の西側、叶岳の北東側

裾野に広がる扇状地台地の一角にある。調査地

の南東には、野方久保造跡、野方中原遺跡といっ

た弥生～古墳時代の大規模な追跡が近在する。

分布地図上の野方平原迫跡の想定範囲は、造成

による削平が著しい。調査地は、遺跡範囲の南

端付近にあたるが、南東に低く北西に高く、す

でに北西側は基盤の花岡岩まで削平された状況

である。調査地の標高は17.5~19.5mである。

調査地の中央から東側に辿構がわずかに残存

していた。追構検出面は、調査区中央から西側

は花閾岩媒乱十→（一部花岡岩岩盤）、東側はそ

の上に斜面堆積した赤褐色土と花岡岩（または

媒乱土）の混合層である。東半 (I区）に辿構

が見られ、西半 (II区）は削平が顕著で確実な

遺構は無かった。検出辿構は、柱穴14、竪穴住

居跡の壁溝の痕跡の溜1、溝状の土墟1である。

このうち、柱穴のSP05、09、10、11、12は径

40cm前後で一直線に並び、一辺4間の掘立柱建

物であろう。時期は出土土器片から古墳時代と

考えられる。溝状土堀SXOlは出土した染付片

などから近世後期以降のものであろう。

出土追物は、古墳時代と考えられる土師器片

と、近世以降の陶磁器片・素焼土器片があり、

パンケース 1箱分出土している。

今回の調査では、古墳時代の可能性の高い掘

立柱建物などからなる集落と、近世以降の辿構

を確認した。調蒼地付近は削平が著しく造跡の

残存度は期待できないが、今後、遺構の残存範

囲について注意が必要である。なお、東側隣地

の2次調蒼では、古墳時代～平安時代初期にか

けての遺物包含層が確認されていることを付言

検出迫構

出土遺物

ま と め

西区野方6丁目地内

道路拡幅

2000.3.9~3.29 

したい。

報告書は2次調査と合わせ2002年刊行予定で

ある。

調査面積

担当者

処置

120nf 

久住猛雄

記録保存

1.調査地点位置図 (104 拾六町 0524 1 : 8000) 

2.調査区 (I区）全景（西から）

3. I区柱穴列（建物跡か） （西から）
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9976 飯倉c遺跡第 5次調査 (IKR-C-5) 
所在地

調査原因

調査期間

城南区七隈2丁目831-35及び979番 l

宅地造成

2000.3.22~4.14 

調査面積

担当者

処置

223rrf 

米倉秀紀

記録保存

位置 ・環境 飯倉c迫跡は、早良平野東部にある、南北に
細く伸びる低丘陵であるが、飯倉C遺跡はその

やや北よりにある。調査地点は同遺跡の北東側

にあり、北側を谷に面した東に傾斜する斜面上

にある。北側の谷は急激に落ちる。

検出遺構 現況は山林であったため、根による授乱や、

全体に削平を受けていたため、追構の残存状況

は良くなかったが、辿構の数は多い。検出した

辿構は弥生時代後期の住居跡4軒、谷に向かっ

て南北方向に伸びる幅50mの溝2条、その他用

途のわからない上堀10基や、ピット50甚で、そ

の多くは弥生時代後期である。また時期がわか

らない焼土堀3基も検出した。住居跡は方形の

平面形で、壁溝をもつ。主柱穴は 2本で、炉は

確認できなかった。またベッド状迫構を伴う可

能性がある。

出土遺物 出土した辿物はそのほとんどが弥生時代後期

の土器で、後期士器以外では石鏃1点、ごく少

箪の弥生時代中期の土器、黒曜石数点が出土し、

総塁でコンテナ10箱分が出土 した。特に南北方

向の溝からは、深さ10~20cmという浅さにもか

かわ らず、 完形品も含めて、全鍼の約半分が出

ま と め

土している。

今回の調査地点はすぐ北側に急激な斜面をも

つ谷に接した東向き斜面に立地したため、追構

数は少ないと判断していたが、住居跡4軒のほ

か、多くの辿構群を検出した。 しかも早良平野

では比較的数の少ない弥生時代後期中頃の住居

で、貴童な資料を提供した。

報告書は2001年度に刊行予定。

1.調査地点の位置 (73 茶山 0246 1 :8000) 

； 

・" l--． ヽ
・― 
- . 
ク． ＂し・
ヽ
` m 

2.調査区全景（東から）

3.遺物出土状況（弥生時代後期の溝）
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概 要

9977大林遺跡第 1次調査 (OBY-1)

所在地 西区拾六町5丁目977-4他

調査原因 宅地造成

調査期間 2000.3.22~ (12年度継続）

調査面積 370 rrf 

担当者 池田祐司

処 置記録保存・一部盛土保存

位置 ・環境 長垂丘陵から北東に延びる丘陵上に位閥する。

調査地点はこの丘陵の末端に位置し標高約5~

6mを測り、現状は荒地である。北側、南側の

谷には拾六町ツイジ遺跡、湯納遺跡があり、多

量の木製品等が出土している。

検 出 遺 構 辿構は表土直下の花岡岩バイラン土等の2次

堆積上面で検出した。検出した迫構は古墳時代

の小型の土堀、古代後半の10世紀以降と考えら

れる掘立柱建物、溝、柱穴、近世の土堀、溝等

である。調査区中央部で検出した掘立柱建物は

2間X9間と大型で、間柱と北側の側柱の間北

寄りにはやや小ぶりの柱穴が並ぶ。建物の方位

はN-26.5° -Wである。溝は幅90cm、深さ30cm

を測り、掘立柱建物に平行し関連が窺われる。

調蓋区西側にも柱穴が多数確認できたが、調査

区内では関連がつかめない。近世の土堀からは

くらわんか椀等の陶磁器が出土 し、墓堀の可能

性がある。

出土 遺 物 出土迫物は少羅の弥生土器、古式土師器、土

師皿、近世陶磁器等がコンテナ 6箱出士した。

ま と め 大型建物の性格としては寺社、荘園の関連施

設等が考えられる。周辺には城ノ原廃寺、斜ヶ

浦古窯址等の古代の辿跡があり、近接する湯納

遺跡では大型建物が確認され関連を検討する必

要がある。

報告書は2000年度刊行予定である。

1.調査地点の位置 (103 長垂 0375 1 :8000) 
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3.土師器出土状況（西から）
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9978箱崎遺跡第21次調査 (HKZ-21)

所在地 東区箱崎 1丁目2480

調査原因 共同住宅建築

調査期間 2000.3.29~ (12年度継続）

位置・環境 箱崎遺跡は博多湾岸に形成された南北方向の

古砂丘上に立地する。本調査区は逍跡北側の砂

丘西側緩斜面上に位置している。基本的な層序

は上層より近現代の客土層、暗褐色砂質土層、

暗褐色砂質土混じりの黄褐色砂質土層、そして

砂丘基盤の黄褐色砂層である。今回の調査では

2面の調査を実施し、上面を標高約 2.7mの暗

褐色砂質土層上面に、下面を標高約 2.4mの黄

褐色砂丘面に設定した。

調査面積 421面(2面）

担当者 榎本義嗣

処 置記録保存

検出遺構 上面では近世から近代の瓦組井戸および13世 芯

紀から14世紀の井戸・土堀・ピットを検出した。

土壊には土師器を主体とし、輸入陶磁器を廃棄

するものが数基確認できた。また、ピットを主

として覆土中に焼土塊を含む迫構が多数認めら

れ、火災等に起因するものと考えられる。

下面では12世紀中頃から後半の井戸、土堀、

溝、埋葬辿構、ビットを確認した。調査区の中 ， 

央で検出した5基の埋葬逍構（土堀墓2基、木

棺墓3基）は近接するが、墓壊配置や頭位方向

は不規則である。いずれも豊富な副葬 ・供献遺

物を有し、土師器 ・輸入磁器の他に和鏡、銅銭、

青銅製容器、ガラス玉等が出土している。また、

大半に人骨が良好に追存している。これら大半

がヒ°ッ トに切られており、集落にやや先行して

営まれた墓地であると推測される。

出土遺物 コンテナ数にして65箱が出土した。土師器、

瓦器、須恵質土器、国産陶器、輸入陶磁器、金

属製品、瓦等がある。

ま と め 下面で検出した埋葬迫構は副葬品や埋葬姿勢、

遺構種別と性別差、年齢差等との相関関係につ

いて貴重な情報が得られるものと期待される。

また、中世集落内における墓地に在り方を考え

る上でも貴重な資料である。

調壺報告書は2001年度に刊行予定である。
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1.調査地点の位置 (34 箱崎 2639 1 :8000) 
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2.調査区西側下面全景（北から）

3.下面土壊墓（東から）
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概 要

9980山の鼻 1号古墳第 2次調査 (YHK-1-2)

所在地 西区大字徳永265-1他

調査原因 史跡整備に伴う確認調査

調査期間 1999.11.17~2000.2.23 

調査面積 363 rrf（古墳1基）

担当者 荒牧宏行

処 置埋戻して保存

位置・環境 今宿平野に派生する丘陵先端に位置する。周

辺には12基の前方後円墳が確認され、首長募の

系譜たどれる中で若八幡宮古墳とともに最古式

に位置付けられる。標高は18mを測る。

検出遺構 1990年2月～3月に実施された調査に引き続き

墳形を確認する目的で発掘調査を行った。検出

された迫構から復元した墳丘は後円部を南側に

配置した主軸方位N-5°-Eをとる全長37.2

m （墳端）、後円部径20.5mの規模を測る。

墳丘西側の葺石はくびれ部から後円部にかけ

て墳端をめぐる。 1段目の基石と 2段目までが

概ね原位置を保つが、上部の笠石の大半は崩落

し、前方部にかけては特に遺存が悪い。また、

墳丘は大きく削平され段築の形状は今回の調査

でも不明であ った。

肖ij方部は撥形に開き周溝が巡る。端部は丘陵

尾根線を切断する形状で福約2mの周溝が巡り 、

内には原位置を保たず崩落した葺石と考えられ

る20cm大の礫が多く埋まっていた。北東隅付近

は削平を受け消滅している。なお、墳丘周辺に

は前回の調査でも検出された弥生時代の木棺墓

が分布している。

出土 遺 物 くびれ部周辺と前方部隅角近くの周溝内から

二里口縁壺、山陰系の器台が出土した。時期的

には布留式中～後半期 (4世紀中～後半）に並

行すると考えられる。追物は総量でコンテナ 3

箱分。

ま と め 墳形、規模を確定することができ、今宿平野

における首長墓の変遷をより明確にできた。墳

形、出土追物の時期から近接する若八幡宮古墳

に極めて近い時期であることが判明したが、そ

の前後関係等については今後の検討が必要であ

る。

1.調査地点の位置 (120 周船寺 0875 1 :8000) 

た‘
2.前方部検出状況 （南から）

ゾ

←?  
.. 

3. くびれ部検出状況 （西から）
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9981吉塚遺跡群第8次調査 (YSZ-8)
（市史跡東光院境内第 1次）

所在地 博多区吉塚3丁目20-37

調査原因 史跡整備

調査期間 2000.2.23~6.5 

立 地 博多湾に面した砂丘列の際に位罹する。この

砂丘列には吉塚追跡群が立地し、最大幅300m

に及ぶ規模で北西へ900m延びている。その背

後には今回の調査でも確認された湿地が広がる

ものと考えられる。

検出 遺 構 調査では7本のトレンチを設定して迫構確認

を行ったが、現在の東光院境内と庭園の境近く

に設定したトレンチで特に注目される追構 ・迫

物がみられた。このトレンチの位置は砂丘列と

その後背湿地の境に位置し、この後背湿地を漸

次埋めながら寺院の整地が行われている。創建

時の可能性がある盛土は湿地帯の際から厚さ約

60cm築かれ、下方の湿地の堆積土である黒褐色

粘質土にむけての傾斜面上に多星の瓦片が出土

した。さらに上層には戦国～江戸初期と考えら

れる焼土を多く含む盛土がみられ、さらに上部

に細かい整地居が堆積する。北側の本殿付近に

は風成砂が地山となり、先の黒褐色粘質土より

約 lm高くなっている。

出土 遺 物 多鼠に出土した瓦片の瓦当は博多で特徴的な

押圧文の平瓦、花丼文の丸瓦片を含む。瓦片の

時期は12、13世紀代に属すると考えられる。今

回の調鉦によって出土した迫物総磁はコンテナ

60箱分に及ぶ。

ま と め 検出された盛土や多量の瓦片は博多の禅宗寺

院や『筑前國紺風土記』などに記され、東光院

の側に構築されたと云われる 「薬師堂」との関

係が留意される。また、 12世紀代の瓦を含む迫

物は、かつて所蔵されていた仏像（菫要文化財）

の年代に近く、創建時期を示唆するものと思わ

れる。寺域は未だ不明であるが、南側は上述の

湿地を池として機能させた可能性があり、庭園

が造存する可能性がある。
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1.調査地点の位置 (35• 36 吉塚・博多駅 0123 1:8000) 

2. No4トレンチ全景（整地庖検出）

、 r-o-cc-.....一 ....”
3. No4トレンチ（瓦片出土状況）



III. 平成11年度指定文化財

本年度、平成12年3月23日付けで下記の文化財が新たに市指定を受けた。

指定区分 種別 指定名称 員数 所在地 所有者及び保持団体

住吉神社能楽堂 1棟 福岡市博多区住吉三丁目 1番51号
宗教法人住吉神社

建造物
代表役貝横田豊

旧山下家住宅
1棟 福岡市西区能古1624番

久保田観光株式会社

有形 附明治八年 (1875)の棟札 代表取締役 久保田晋平

文化財 宗教法人日蓮聖人銅像護持教会
彫刻 銅造日蓮上人立像 l躯 福岡市博多区東公闘7番11号

代表役員吉店立人

考古資料 宝満尾迫跡出土品 539点
福岡市栂多区井相田二丁目1番94号

福岡市
福岡市埋蔵文化財センター

本年度新たに指定された考古資料は、昭和47年7月10日～11月21日に、福岡市博多区大字下月隈字宝満尾250

他所在の宝満尾辿跡において福岡市教育委員会が実施した発掘調査の結果出土した逍物群のうちの一部である。

宝満尾迫跡は、福岡平野の東側を画する月隈丘陵南斜面（標高25m)上に位置しており、弥生時代の墓地、

貯蔵穴、古墳 2基を含む迫跡である。昭和47年度の調査によって弥生時代中期後半の疵棺墓6韮、同後期前半

の土堀墓13基、石蓋土壊墓2基、石棺墓1基等が検出され、 4号土堀墓から前漢鏡1面、 6号土城墓から鉄斧

1点、 13号土堀墓から素環頭刀子が1口、 15号土堀墓からガラス製小玉536点が出土した。

前漢鎧は、異体字銘帯鏡（昭明鏡）である。面径106cm。鏡背文様は、内区に、円紐及び紐座の周囲に八連

弧文帯、斜行櫛歯文帯、銘帯、斜行櫛歯文帯を、さらに外区には鋸歯文帯、圏線、複線波状文帯を配し、平縁

としている。銘帯には、「内而青而以而口而明而光□□而日」（口は欠落。順に「召」、「而」、「夫」が該当する）
の15文字が記されている。

鉄斧は、現存長5.0cm、刃幅3・1cmを測る。身を折り返して袋部を作ったいわゆる袋状鉄斧の類である。頭部

は一部破損する。

素環頭刀子は、全長19.1cm、刃幅1.4cm、環頭外径2.8cmを測る。環頭が完全な蝶にならず、刀身と離れてい

るところに特徴がある。舶載品と考えられる。

ガラス小玉は536箇ある。径が2.45~5.40mmと不揃いで、コバルトブルーのもの (531個）と、径4.05~4.80

mmを測る大粒のグリ ーンのもの (5個）の二種類に分かれる。これを連結すると長さ139.7cmとなり、出土状

況から三重の首飾りになると思われる。

〈参考文献〉福岡市教育委員会 1974 「宝満尾遺跡」福岡市埋蔵文化財調査報告内第28集

1. 4号土壊墓出土前漢鏡

2. 6号土堀墓出土
鉄斧
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3. 13号土墟墓出土
素環頭刀子

4. 15号土壊墓出土
ガラス製小玉



福岡市指定文化財一覧
平成11年度現在

区 分
総 数 有形文化財 無形文化財 有形民俗文化財 無形民俗文化財 記念物

件数 点数 件数 点数 件数 点数 件数 点数 件数 点数 件数 点数

総 数 315 3745 218 3341 17 21 24 324 21 21 35 38 

国指 定
98 791 76 769 ， ， 

゜ ゜
1 1 12 12 

(6) (6) (6) (6) (0) (0) (0) (0) (0) (0) 

県指定 98 289 61 164 5 ， 16 108 8 8 8 8 

市指定 119 2665 81 2416 3 3 8 216 12 12 15 18 

福岡市の史跡一覧
平成10年3月31日現在... 

区分 史跡名称 所在地 指定年月日 指定面積 時代

国 1 丸隈山古墳 西区周船寺 昭和3年 2月7日 3,354.88 rri' 

追加指定昭和63年 3月15日 1,547.37面 古墳時代

国 2 元寇防塁 昭和6年 3月30日 165,104 OOnf 鎌倉時代

追加指定昭和56年 3月16日 43,908.00吋

a地蔵松原 東区宮松

b地行 中央区地行

C西新 早良区西新

d百道 早良区百逍

e脇 西区小戸

f向浜 西区小戸

g生の松原（姪浜） 西区姪浜

h生の松原 西区生の松原

1音木 西区百木

j横浜 西区横浜

k今津 西区今津、長浜

国 3
福岡城跡 中央区城内 昭和32年8月29日 479,384.00rrf 江戸時代

追加指定昭和57年10日14日 3,112.00対

国 4 大塚古培 西区今宿 昭和42年12月15日 8,098.73吋 古培時代

国 5 聖福寺境内 博多区御供所町 昭和44年11月 7日 78,392 38面 鎌倉時代

国 6 金隈辿跡 博多区金隈 昭和47年 5月17日 12,227.00nf 弥生時代

国 7 野方辿跡 西区野方 昭和57年 6月27日 21,166 00面 弥生時代

国8 板付迫跡 博多区板付 昭和51年 6月21日 27,796 44 m' 弥生時代

国 9 今山迫跡 西区横浜 平成5年11月12日 79,401 66nf 弥生時代

国10 吉武高木辿跡 西区吉武 平成6年10月4日 24,988.00nf 弥生時代

県 1 枯野塚

附哺川硲、句碑、寄附碑 東区馬出 昭和31年 7月28日 27 39対 江戸時代

県 2 比恵閑溝住居迫跡 博多区駅南 昭和35年 1月12日 615.50rrl 弥生時代

県 3 亀井（南冥・昭陽）家の硲 中央区地行 昭和38年 5月4日 江戸時代

県 4 宮崎安貞硲附宮崎安貞自杏斎1棟 西区周船寺 昭和40年 4月6日 江戸時代

県 5 元岡瓜尾貝塚 西区元岡 昭和43年 2月3日 180 00ボ 縄文時代

市 1 東光院境内 陣多区吉塚 昭和49年 8月12日 5,506 OOnf 江戸時代

市 2 平尾山荘 中央区平尾 昭和49年 8月12日 3,701.00rrf 江p時代

市 3 今里不動古培 栂多区金隈 昭和62年 3月30日 古墳時代

市 4 夫婦塚2号坦 西区金武 平成1年 3月30日 634.00吋 古培時代

市 5 能古焼古窯跡 西区能古 平成 2年 3月29日 1,946.00rrf 江戸時代

市 6 梅林古墳 城南区梅林 平成 3年 3月30日 818.50m' 古瑣時代

市 7 那珂八幡古墳 博多区那珂 平成4年 3月23日 3,765 81 rrf 古墳時代

市 8 草場古墳群（古坑4基） 西区下山門 平成4年 3月23日 1,465.00rrf 古墳時代

市 9 那珂辿跡 栂多区那珂 平成5年 3月25日 592.00nf 弥生時代

市10 若八幡古培 西区徳永 平成5年 3月25日 17,118.00nf 古墳時代

市11 福岡藩士栗田家臨所 博多区御供所 平成7年 3月30日 1,600.00面 江戸時代

市12 福岡藩主黒田家硲所 脚多区千代 平成8年 3月25日 4,234.00面 江戸時代

市13 山の鼻1号古墳 西区徳永 平成8年 3月25日 8,367.00nf 古墳時代
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平成11年度刊行 福岡市埋蔵文化財発掘調査報告書一覧表

集 書名及び副題 掲載追跡調査番号

621 香椎B遺跡 香椎住宅地造成工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 9503•9623•9677·9740·9779•9806 
622 香椎A造跡2香椎A造跡群第3次発掘調査概要 9821 

623 部木古墳群
624 吉塚祝町遺跡吉塚祝町遺跡第1次調査の概要 9723 

625 箱崎9・比恵甕棺迫跡
箱崎迫跡群第14次・比恵甕棺造跡第 1次発掘調査報告 9802・9815 

626 堅粕4 堅粕遺跡群第9次発掘調査報告 9775 

627 博多69 博多遺跡群第103次発掘調査報告 9754 

628 博多70 博多105次調査の報告 9767 

629 博多71 博多逍跡群第109次調査報告 9822 

630 博多72 博多追跡群第110次調査の報告 9827 

631 博多73 9859 

632 博多74 9845 

633 上月隈遺跡群2第2次調査報告 9805 

634 上月隈追跡群3第3次調壺報告 9863 

635 雀居Q 9435•9506 
636 東比恵三丁目迫跡 9726 

637 東那珂遺跡3・烏田遣跡1 9820 

638 那珂24 那珂迫跡群第64次調査報告 9741 

639 那珂25 那珂迫跡群第65次調蒼の概要 9861 

640 板付周辺迫跡調査報告書21集 7842・7843 

641 南八幡遺跡5 南八幡追跡第9次調査の概要 9814 

642 笹原遺跡2 笹原迫跡群第2次発掘調査概要 9841 

643 麦野C追跡 麦野c迫跡第5次調査概要 9856 

644 井尻B遺跡7井尻B遺跡群第11次調査の報告 9809 

645 井尻B遺跡8井尻B遺跡群第12次調壷の報告 9865 

646 日佐辿跡 8638 

647 田島 ・田島小松浦遺跡 9762•9801·9830 
648 梅林迫跡第1次調査
一般国道202号福岡外環状道路及び福岡市営地下鉄3号線建設に伴う発掘調査

9742 

649 有田 ・小田部33 有田迫跡群第189次の調査 9803 

650 吉武迫跡XII
飯盛 • 吉武圃場整備事業関係調査報告書 6 一弥生代墳墓の報告 3- 8102 •8234•8335•8416•8518•8535 

651 有田 ・小田部34

652 入部X 9165 

653 内野迫跡 9773•9826 
654 JR筑肥線複線化地内埋蔵文化財調査報告書

周船寺遺跡第10次 ・ 飯氏迫跡第 9 次 ・ 蓮町逍跡第 2 次 ・ 今宿迫跡第 5 次• 生の松原遺跡第 1 次の報告
9765•9825•9825•9708·9734 

655 周船寺追跡群3

656 小田c遺跡
657 有田 ・小田部35 

658 井相田c迫跡5 井相田c逍跡第3次調蓋報告書
659 那珂26
福岡市埋蔵文化財年報 VOL.13 平成10(1998)年度版
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9768 

9808 

9914•9924•9625•9721·9727•9832 
8926 

9932 
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